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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　『終しゆう極きよくの始まり』










　赤土だけの大地と掠かすれた黄色の空があった。

　最初から、ここに太陽は存そん在ざいしない。

　月も無ければ星も無い。時間ですら、別に無くてもどうにかやっていけそうであったが一いち応おう、時の流れはあった。

　重じゆう要よう視しされていないだけあり時間の仕事は、かなり適てき当とうであった。

　大地には赤土の粘ねん土どで造つくられた色々な物があった。人の手で造られた物もあれば、やる気のない時間が適当に大地を風化させただけの代しろ物ものもあったが、どれが人によって造られたかそうでないかを見分けることにさほど意味はない。




　　　　＊




　獄ごく卒そつは赤土の上を歩いていた。

　獄卒のがっしりとした体からだを覆おおうのは漆しつ黒こくの鎧よろいだった。彼は、この仰ぎよう々ぎようしい鎧があまり好きではない。これが鎧姿すがたではなく、そういう姿をした化け物と誤ご解かいされることが多々あった。

　伝でん統とう的な代物であるのは、獄卒も承しよう知ちしていた。鬼き神しんを思わせる姿というべきか、鬼神の姿がこの鎧を元に考えられたのか定かではなかった。

　特に、半ば鎧と一体化したように見える兜かぶとが問題だと獄卒は考えた。こちらの表ひよう情じようが全まつたく相手に伝わらないし角つのまで生えている。

　肩かたに担かつぐ、これまた漆黒の大おお斧おのと共ともにあまり実じつ務むには使われない、角である。

　肉体と鎧、大斧の重さを受け、耳たぶ程ほどの柔らかさの赤土には獄卒の足あし跡あとがめり込こむように刻きざみつけられている。

　赤土には無数の足跡があった。獄卒による物とそれ以外の物。足跡以外にあるのはこれまた無数の点であった。少しの間かん隔かくを開けて連なる四つの点、その点から一つ離はなれて赤土に刻まれた五つめの点。五つの点の塊かたまりが足跡と共に無数に散らばっていた。

　五つの点の塊は絶望と共に赤土を握にぎり締しめていた、人の手の痕あとである。




　　　　＊




　獄卒は青年に向かって挨あい拶さつをした。鬼神の鎧から響ひびきわたるのは、気さくな口調だった。

「お爺じいさん、どうもこんにちは。ご気分はどうですか？　まあ、そのお姿を見れば気分爽そう快かいってわけにはいきませんでしょうがね」

「誰だれじゃお前は？」

　お爺さんと呼ばれた青年は、答えながら喉のどを摩さすった。自分の声に違い和わ感があったからである。

　謎なぞまた謎であった。異い様ような景色に鬼神の姿をした男、ついでに声の調子まで少し変だ。

「まあ、お気楽にどうぞ。凄すごい鎧を着てますが半分ハッタリみたいなもんで。この斧だって滅めつ多たに使いやしません」

　ゴクリと青年は唾つばを飲みこむ。何が何だか判らなかったが、鬼神姿の鎧とくれば、この異様な場所がどこであるのか見当はつく。

「冥めい府ふの獄卒か！」

「話が早くて助かります。獄卒と言えば獄卒で……まあ本当に獄卒なわけですが、どちらかというと道案内みたいな仕事です」

　青年は獄卒の姿を見ても気き後おくれはしていなかった。

「わしはまだ死んじゃおらん！　とっとと消え失うせろ」

「おめでとうございます。と言っておきましょうか。苦く痛つうのない死に際ぎわだと死を自覚できませんからね」

「黙だまれ！」

　青年の血の気が引いていく。

　心の中では自分の死が理解できている。だが認みとめるわけにはいかなかった。

「別に死を認めたからといって、ドロンと消えてなくなりゃしませんよ」

「！　心が読めるのか！」

　獄卒は首を横に振ふった。

「人の考えなんか似にたりよったりって話で」

　青年は力なく地面に座すわりこんだ。そして譫うわ言ごとのように呟つぶやく。

「わしはまだ死ねない……」

「あの世に未練がありますか」

「ある！」

　あの世に来ればこの世もあの世だった。

　獄卒は首を横に振り優やさしく言った。

「託たくしましょう。生きている者のことは生きている者に」

　青年は獄卒の胸むなぐらを摑つかむ。鉄とは明らかに違う、異い質しつな金きん属ぞくの感かん触しよくがあった。

「そんな無む責せき任にんな」

「えぇ。とても無責任ですよ」

　青年の息が詰つまる。獄卒は続けた。

「あなたに生きて欲ほしいという人の想いを裏うら切ぎって、あなたは無責任に天命で死んでしまったんですよ。でもあなたの死を恨うらむ者なんて居いますまい。それでもあなたの遺い志しを継つごうとする者たちを信じられませんか」

　青年は獄ごく卒そつから手を離した。

「わしの遺志を継ぎ、やりとげるのか」

　獄卒は言う。

「身も蓋ふたもないですが、やりとげられないかもしれませんがね。でも、やりとげられなかった連中を責せめますか」

　ふと、青年の中で何かが変わった。

「自分にできなかったことをできなくて何な故ぜ責められよう」

　青年の表情を見て、さて一仕事終わったと獄卒は感じた。今回も仰々しい鎧と大斧は何の役にも立たなかった。

　残された者より、死んだ本人の方が呆あつ気けないまでに死を受け入れる。全すべては終わったのだ。終わるまでの時間をどう使ったかが問題であり、『終わり』が来たことに文もん句くを言うべき筋すじ合あいはないと、生き物としての本能は知っていた。

　だが、虚むなしい例外もいる。そして、そんな者の為に獄卒は存在しているのだ。

　純じゆん粋すいな好こう奇き心しんで青年は獄卒に尋たずねた。

「ガキの頃ころにはえらく脅おどかされていたが、死んでしまった咎とが人にんは、実際のところどんな目にあうんだい？」

「獄卒様が大斧で滅めつ多た打うち、なんておっかないことはしませんぜ。ああいう連中は、自らの罪つみの意い識しきに食い殺されるだけです」

「罪の意識なんて背せ負おってないような連中もいるぞい」

　獄卒は兜の下で笑い、自分のコメカミをトントンと叩たたく。

「現世のちゃちな罪ざい悪あく感と一いつ緒しよにしてくれちゃいけませんよ。現世の、他た人にんに判るような罪悪感なんざ、半分以上自分を守る為ための言い逃のがれに過すぎませんからねえ」

　いまいち理解できない青年であったが、深くは追つい及きゆうしなかった。

　それよりも、もっと気になることがあったからだ。

「……その、なんだ。先立たれて何十年も経たっているが、妻つまには会えるのか？」

　獄卒は自分の表情が全く相手に見えていないと考えていた。だが、青年は獄卒の声で表情を感じ取っている。

「えぇ。会えますよ」

　優しい声だった。

「まてよ。大だい嫌きらいだった従い兄と弟こも居るのか」

「会いたい者には会えますが、会いたくない者には会わなくても構かまいません」

「そう簡かん単たんにいくかな？　あいつは俺おれに付きまとって嫌いやがらせばっかりしてきやがったからな。向こうが会いたがったらどうなる」

　冥府の掟おきてを話していてはきりがない。獄卒は仕事の締めに入った。

「詳くわしい話は向こうの門を越こえて説明してもらって下さいな。冥府だ冥界だと騒さわいだところで、支し配はいしているのは単純な法ほう則そくですから」

　青年はコクリとうなずく。

「そうかい。短い間だったが色々と説明、御苦労だったな」

　別れの手を振ふりかけて、青年は言った。

「で、その格かつ好こうにはどんな意味があるんだ？　道案内をする理由も判わからんぞ」

　ドンドンと赤土を踏ふみ、獄卒は答えた。

「ここはあまり良くない場所なんですよ。ここに長く留とどまり過ぎると色々不都合が起きるんで」

　質問に対する答えになっていない気がした。だが、門の場所を教えはしたが連れていかないところをみると、獄卒も忙いそがしいのだろう。

「そうか。それじゃ行くとしようか。自分の罪の意識に食い殺されそうにもないからのう」

　わははと笑い、青年は手を振り門を目指して歩きはじめた。

　獄卒はその後ろ姿をしばらく見送り、独ひとり言のように呟つぶやいた。

「殺さなかった奴やつも、殺した奴も話は単純明めい快かいなんですがねえ。殺された奴ってのがちょいとばかり厄やつ介かいなんですよ、このお仕事は。しかも次のお仕事は、元仙せん人にん相手だってんだから始末に負えやしない」




　　　　＊




　慟どう哭こくは既すでに森となっていた。

　獄卒も予想はしていた。だが、予想よりも規き模ぼは大きく時間は早かった。ガチャガチャと鎧よろいを鳴らしながら獄卒は森の中心へと急ぐ。

　森を形作る木に歪ゆがんだところはない。恨みつらみではなく純粋な悲しみが赤土を木へと変えていたのだ。

　ここでは想念、感情、意思が赤土に作用し形を作る。仙せん術じゆつが使えるか使えないかはあまり重要ではなかった。元仙人とはいえ仙人独特の精せい神しん力りよくの強さが暴ぼう発はつしかけている。

　一定の律りつ動どうに合わせ、さらに木が生え、生えていた木は生長していく。もはや存そん在ざいしない心しん臓ぞうの鼓こ動どうと同じ律動だった。

「さて、あれか」

　獄卒は歩みを緩ゆるめた。彼の視し線せんの先には一人の道服姿の娘むすめが跪ひざまずき両手で地面を摑つかんでいた。森の巨きよ大だいさに比くらべなんとも小さな背中だった。ばさばさになった髪かみが俯うつむく娘の顔を隠かくしている。

「こんにちは和かず穂ほ。聞こえますか」

　間ま抜ぬけな問い掛かけなのは重々承しよう知ちだった。

　道服を身に着けていたが、いつも和穂の髪を括くくっていた飾かざり布ぬのは無い。獄卒の言葉に反はん応のうして、俯く彼女の顔が少しばかり上がり、髪の隙すき間まから焦しよう点てんをなくした瞳ひとみがのぞく。

　虚うつろな瞳と獄卒の兜かぶとの下の視線が合った。

　最悪だ、と獄卒は考えた。完全なる茫ぼう然ぜん自失ならまだ手は打てたが、本ほん能のう的に自分の置かれている状じよう況きようを理解している。しかし意識は混こん濁だくしている。

　死に抗あらがう強大な意識の前に、冥めい府ふの獄卒が『こんにちは』だ。どうみても自分を死の闇やみへ突つき落とそうと立ちはだかる、敵てきにしか見えないだろう。

　獄卒の考えを証しよう明めいするかのように、木々がざわめきはじめた。嵐あらしに翻ほん弄ろうされる森のようであったが、風は全く吹ふいていない。

　そして突とつ如じよ、木の葉が舞まい枝えだがのたうちながら伸のび、獄卒に向かい襲おそいかかる。

　軽い身のこなしで獄卒は攻こう撃げきを避よけた。

　赤土に突き刺ささる枝は、錆さびるかのようにたちまち色を赤くし土に同化する。

　攻撃を避けたことにより、和穂の恐きよう怖ふを煽あおる結果になった。

　それはさらなる無数の攻撃を招まねく引き金となる。この森一つがまるごと獄卒の敵となったのだ。

　無数の枝が不自然に伸び獄卒を襲う。攻撃をかわし身を避けても別の枝が襲う。

　獄卒は口を開く。

「とわにしてまたたきのふをつかさどるしげんにしてすべてがきするたまゆらのじょかでいにじゅんずるげぼくの……」

　歌にも似にた奇き妙みような旋せん律りつが獄卒の言葉を形作っていた。獄卒の言葉に彼の鎧も共鳴を始める。共鳴は膜まくとなり獄卒を包み込む。

　避けそこねた枝が、獄卒の鎧に触ふれる寸すん前ぜんに折れる。

　攻撃が効きかないと判はん断だんできるだけの知ち性せいが今の和穂にあるか？　と獄卒は考えた。

　森一つに存在する全すべての木からの攻撃だった。もはや避けられない枝の方が多い。

「知性は戻もどったようだね。早いとこ理性の方にもお帰り願いたいが」

　徐じよ々じよに攻撃は激はげしくなっていた。細い枝の攻撃よりも、太い枝による攻撃の方がより鎧に近づけていると和穂は気がついていた。より有効な攻撃を仕掛ける和穂を見て、獄卒は知性が戻っていると判断したのだ。

　もはや木と呼よべるような存在ではなかった。故ゆえにそれはもう森とは呼べなかった。

　赤土から生える無数の枝状の物が獄ごく卒そつに襲いかかっていく。

　だが、獄卒は仕留められない。

　どれだけの時が流れたか、ふと攻撃が止やんだ。

　まるで崩ほう壊かいした巨大な籐とうの器うつわの中のようだと獄卒は思った。へし折られ弾はじけ飛んではいるが、有り得ない長さを持つ枝が周囲にのたくっている。辿たどりつけなかった獲え物ものである獄卒を中心として環わが描えがかれていた。

「あと一息か」

　和穂の瞳に感情が戻りはじめていた。恐怖、脅おびえ、困こん惑わく。動物でも持てる感情であったがここまで来れば先は短いと獄卒は知っていた。

　どうしようもない危き機きをいかにして切り抜けるか。赤土がざわめく。

　どう。

　元から埋うめこまれていたかのように、赤土の大地から無数の刀が現あらわれ、そして宙ちゆうに舞った。

　やはり刀に頼たよったか。本能的な危機に遭あい無意識の内に刀に頼ったのだ。それは獄卒の予想のままだった。

　純じゆん粋すいな慟どう哭こくは森を造つくる。森を構こう成せいする木々には差があり、森の成長速度は精神力に大きく左右されるが基き本ほん的に誰でも森を造る。

　だが、その次の段だん階かいは個こ人じんにより全く違ちがっていた。

　和穂は刀に頼ったのだ。

　獄卒は口を開き、先刻さつきのように旋律を唱えようとする。

「さ……」

　想念が赤土に作用し全ては形作られている。和穂の想念で造り出された刀は殷いん雷らい刀とうへの想念である。

　それは尋じん常じようならざる速度で獄卒を貫つらぬいた。

　何ものよりも速く、全てを貫つらぬくという想念で造られた殷雷刀だった。

　宙に舞う無数の殷雷刀に獄卒は貫かれ針はり山やまのようになる。

　和穂はゆっくりと息を吐はく。

　目の前の化け物を倒たおし、だいぶ神しん経けいが鎮しずまっているようだった。

　だが針山と化した獄卒は言った。

「この地では負けないよ和穂。想念が全てのこの地で獄卒稼か業ぎようを務つとめてるんだ。想念が通用しない鎧を着ている」

　面おも白しろい冗じよう談だんだと思って獄卒は言った。

「別に鎧の宝ぱお貝ぺいってわけじゃないぜ」

　鎧が呻うめきを上げ、ゆっくりと全身を貫く刀を押し返していく。獄卒の鎧には傷きず一つない。

　押し戻された刀はそれでも獄卒を狙ねらおうと、中空に留まりつつ刃やいばを向ける。

　ぶぅん。

　昆こん虫ちゆうの羽音を思わせる鎧と刀の共きよう振しん音が周囲に満ちていく。

　肩かたに背負った大おお斧おのを両手に構かまえ獄卒は言った。

「そして冥府の獄卒は、哀あわれな亡もう者じやがすがる希望を打ち砕くだきました、とさ」

　共振音は獄卒が踏み込む足の音でかき消される。踏み込みの衝しよう撃げきで赤土には波は紋もんが広がっていった。

　獄卒の体は極きよく限げんにまで捻ひねられる。

　引き絞しぼられた弦つるが矢を放つかのように、獄卒の体は元の体たい勢せいに戻りかけていく。それに合わせて大斧を摑む両手の間かん隔かくが狭せまくなっていった。

　そして渾こん身しんの力で斧を横に振り回した。斧の漆しつ黒こくの刃が刀に向かい走る。

　空気を切り裂さき斧が殷雷刀たちを粉ふん砕さいしようとした、まさにその時、無数の刀は瞬しゆん時じにして赤土に戻り地面に落ちていく。

　渾身の力で空振りをしながらも、獄卒の体勢に崩くずれはなかった。

　獄卒は言った。

「砕ける殷雷刀はもう見たくないか。それでこの地の規き則そくに従したがって刀を土に還かえした。正気に戻ったな和穂」

　ぜいぜいと和穂は息を荒あららげ、汗あせを流していた。その瞳ひとみには焦しよう点てんが戻っている。

　満足げに頷うなずきながら、獄卒は兜かぶとに手をかけた。カチリと音を立てて留め具が外れ兜の下の素顔が現れる。

「久ひさしぶりだな和穂」

　優やさしい笑顔と和穂の目が合う。

　しばしの間があく。

　少しばかり気まずい空気が流れた。

　和穂は居い心地ごこちが悪そうに答えた。

「……えぇと……ごめんなさい、誰でしたっけ？」




　　　　＊




　先刻さつきと立場が逆ぎやく転てんしたかのようであった。獄卒は跪ひざまずき、赤土に両手を置き落ち込んでいた。和穂はどうにか取り繕つくろおうとしたが、目の前に居いるのが誰なのか、いまいち思い出せない。

　全く見知らぬ顔なら、向こうの勘かん違ちがいである可か能のう性せいもあったが、どこかで見た記き憶おくがあるだけ始末に悪い。それ以前に冥府の獄卒が人違いをするとも考えられなかったが。

「何かこう、手がかりとかいただけると助かります」

　余よ計けいに落ち込ますようなことを言いつつも和穂には悪気はない。獄卒は仕方がないと諦あきらめて名乗りを上げようとした。

「ここで名乗って、それでも思い出せなかったらどうしてくれる」

「本当にごめんなさい。でも名前を聞けば大だい丈じよう夫ぶですよ、きっと思い出せます……多分」

「相変わらず素す直なおな娘むすめだな。まあいい。俺だよ、核かく天てんだよ」

　和穂の驚おどろきの表情を見て核天は安あん堵どした。

「その面つらからして思い出してくれたようだな」
















「核天さん！」

　獄卒は笑う。

「まあ、あの時は素顔だかなんだか、ひでぇ状じよう態たいだったから判らなくても仕方がないか」

　核天。和穂が地上に降おり立って二番目に遭そう遇ぐうした宝貝の所持者だった。

　意外な再さい会かいに和穂は驚いていた。

「あの時はもっと瘦やせていませんでした？」

　取とり繕つくろっているのか素直な感想なのか核天にはよく判らない。

「想念が作用するのは赤土と自分自身の肉体だからな。これが俺自身にとって一番負ふ担たんの少ない姿ってわけだ」

　核天が先刻、老人扱あつかいしていた青年もこの作用によって若わか返がえっていたに過すぎない。

　驚きの後にはじんわりと事実が和穂に忍しのび寄よってくる。核天は既すでに死んでいるのだ。

「それじゃ、ここは本当に冥めい府ふなんですか」

「そうさ。これが仙せん人にんにとっちゃ御お馴な染じみの原初の泥どろ、始し原げんの泥、真の女じよ禍か泥でいだ。仙人の流派によって呼よび名は違うだろうがね」

　己おのれの想念によって姿を変える泥。核天は足あし下もとの泥を掬すくい上げた。核天の手の中で一輪の花へと姿を変える泥を見ながら和穂は言った。

「本物は初めて見ました」

「そりゃそうだろう。仙界にある泥は、史上三十六人目の死者にして唯ゆい一いつ、死の底から蘇よみがえった有ゆう巣そうが持ち帰った一ひと握にぎり以外は、複ふく製せいに過ぎない」

　和穂も珍しげに泥を手に取る。

「宝ぱお貝ぺいが使用者の意思を感じ取るのも、素材の一部にこの泥……の複製が使われてるからだって師し匠しように習いました」

「正せい確かくには泥の仕組みを解かい析せきして、素材の構こう成せいに応おう用ようしてるんだがな。解析結果を応用して組み上げられた仙せん術じゆつもある。ともあれ、その偉い大だいな功こう績せきと、それを成し遂とげたズバ抜けた知ち性せいを称たたえて有巣は五仙と呼ばれるわけだ。

　全くもって忌いま々いましい話だ。死者の名めい簿ぼで唯一、三十六番目の項目だけが欠番なんだ、獄卒にとってこれほど腹はら立だたしいこともないぞ」

「核天さん、仙人に詳くわしいんですね」

「有巣の不ふ手て際ぎわを二度と繰くり返さない為ためにも相手の手の内は調べあげてあるんだ。もっとも俺おれのは受け売りだがね」

　仙人にも不可能なことが幾いくつか有る。過か去こに関かん与よすることや死者の復ふつ活かつなども不可能とされている事こと柄がらだった。

　だが、その不可能事を成し遂とげた仙人も存そん在ざいするのだ。混こん沌とんは過去に関与し自分の存在を消滅させ、有巣は死の底から蘇った。

　混沌も有巣も仙人の頂ちよう点てんである五仙と呼ばれる存在である。和穂は獄卒が何な故ぜ存在するのかを知っていた。荒あれ狂くるう精神は時に原初の泥に作用し、果てのない悪あく夢むの世界、すなわち魔ま界かいを造り出す。獄卒はその魔界の発生を阻そ止しし、時には魔界そのものを解かい体たいする任務を負っている。

　死者を諭さとし、門の向こうにある冥府へ導みちびくのもその仕事の一いつ環かんと言えた。獄卒である核天が自分の前に現れた意味も判っている。

　和穂は歯は嚙がみしながら呟つぶやく。

「……私はまだ死ねない」

　核天は笑って言った。

「だいたい死者は皆そう言うね」

「地上にはまだまだ宝貝が残っているのに」

「これは習ったかい？　有巣の不手際から学んだ冥府は『門』を作った。『門』の外は冥府であって冥府ではない世界さ。ここにあるのも真の女禍泥だが、門外の女禍泥は冥府の外に持ち出せば、ただの泥になる。この仕組みで冥府の秘ひ密みつが、二度と外部に漏もれないようにした。厄やつ介かいな小こ細ざい工くを用意して、冥府に潜もぐり込もうとする連中は、門の外でお引き取り願うって寸すん法ぽうさ」

　和穂は知っていた。

「用意周しゆう到とう、綿めん密みつな仕し掛かけを施ほどこしていれば、ここから生き返るのは可能なんですね。それをすればいわゆる『尸し解かい』して元の世界に戻れる。そうやって仙人になる人たちも居いる」

　それがどうしたというのだと和穂は思った。尸解とは、綿密に計算し、命いのち綱づなを付けて冥府に潜もぐるようなものだ。仙せん骨こつを封ふうじられていた自分が、死を前にして何の用意ができたというのか。

　諦めきれない。だが、ここにいても何も変わらない。諦めきれない気持ちがやがてこの場を魔界と化してしまうかもしれない。

　どうしていいか判わからなかった。葛かつ藤とうによく似にていたが葛藤とは違っていた。選せん択たくの余地はなかったのだ。今、門をくぐるか後で門をくぐるかの違いでしかない。

「殷いん雷らいはここには居ないんですよね」

「知ってるだろ？　冥府じゃそうそう例外なんて起きないよ。殷雷は破は壊かいされた。木こっ端ぱ微み塵じんだ。だが、死んだんじゃない。復ふく元げんされる可能性があるんだから、あいつは冥府には来ない」

　殷雷にはもう会えない。和穂の頰ほおに涙なみだが流れる。強い悲しみの表情に核天は一いつ瞬しゆん、大おお斧おのに手を掛けたが、赤土に変化は起こらない。深い悲しみと、それを抑おさえつける強大な意志の力が和穂の中で均きん衡こうを保っていた。

「……父さんや母さん、程てい穫かく兄さんには会えるんですね」

　核天は何故か首を傾かしげ困こまった表情になる。

「あまり答えたくないんだがな。和穂よ。実際には両親の生死を知らないんだろ？　両親が死んでいるという、馬鹿兄あに貴きの言葉を聞いただけだ」

「どういうことです？」

　核天の返答の意味が和穂にはよく判らない。死んだ家族に会えるというのは、門をくぐらせる為ための説得として大きい力を持っているはずだった。仕方がなしに核天は答えた。

「両親については答えられん。程穫はここには居ない」

「兄さんが居ない！　それって兄さんは、まだ生きてるってことですよね！　どうしよう、九きゆう遥よう山ざんに埋うめてきちゃった！」

　仙人の知ち識しきが戻っても本質的な性せい格かくは変わらないのだなと、当然のことに核天は感心した。まじめで利り口こうなのだが、時とき々どき的まとを外した結論に正面からぶち当たってしまう。

「あの状じよう態たいで実は生き延のびてました。なんてあり得るわけないだろう」

「でも、ここに居ないのなら生きてるんじゃないんですか！」

　やれやれと核天は顔の前で手を振ふった。

「そのうち来るよ。時間の問題だ。でもお前とは会えない」

　核天の言葉の端はし々ばしが和穂には不思議だった。言っていることが何か普ふ通つうではない。

「どうしてですか？」

　核天の瞳ひとみが鋭するどくなる。

「赤土や他の代しろ物ものはもっての外ほかだが、たとえ知識だけでもここから持っていかれるのは避さけたいんだよ」

「持っていくって？」

　和穂が陥おちいっている当然の勘かん違ちがいについて核天は説明した。

「和穂よ。俺はお前を門の中に導みちびこうとしているのではない。俺はお前が門の中に入るのを阻そ止しする為にここに居る。有巣の不手際を繰くり返すわけにはいかないだろ」

「それってもしかして……」

「そう。全部あの馬鹿兄貴のせいだよ。お前と入れ違いで、奴がここに来たらみっちりと説教してやる。全くもって巫ふ山ざ戯けた話だ」
















第一章　『封ふう仙せん娘にやん娘にやん降こう臨りん』
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　鼓こ動どうだけが激はげしくなっていく。踏ふみしめた大地がぐにゃぐにゃに融とけていくような不ふ快かい感、頭に血が昇のぼり汗あせが流れる。無用の汗で体温が奪うばわれていく。腹はら立だたしいことに、この感覚はよく知っている。

　夜や主しゆは地面に伏ふせながら吐はき捨すてるように言った。

「くそう。ともかく間に合わなかったって話だな？」

　雪が降ふっていた。

　和かず穂ほの亡なき骸がらに雪が僅わずかに積もっていた。梨り乱らんが無む防ぼう備びに和穂の下もとに走り、彼女の体を揺ゆさぶる。

　梨乱は反はん射しや的に和穂の側そばに駆かけ寄より、夜主は反射的に間合いを外し物陰に隠れ、周囲を見回していた。気分の悪さは和穂が死んだせいなのか、気を動転させずに行った自分の隙すきのない行動に辟へき易えきしたせいなのか彼女には判わからない。

　言葉の代かわりにガリガリと奥歯を嚙かみ締しめる音が頭の中に響ひびく。

　和穂の死体を餌えさにして罠わなを張はっている可か能のう性せいを夜主は考えていた。
















「えぇい無意味だ！」

　自分の行動は無意味で混こん乱らんしているだけだったと夜主は思い知った。これが罠なら梨乱が和穂の側に駆け寄った時点で勝負はついている。取り乱みだした梨乱を軽く仕し留とめ、梨乱が死んだ時点で夜主の敗北も確かく定ていしていた。

　夜主の両手には鉄の腕うで輪わがはまっていた。

　宝ぱお貝ぺいであるこの腕輪は、使用者である梨乱の意い識しきが途と切ぎれた時点で身動きできないほどの重さになるはずだった。

　梨乱を守ることが自分の身を守ることになるなど意識するまでもなく当然の話だった。

　だが、夜主は梨乱を押おし止とどめなかった。

　ぜいぜいと息が上がる。汗が流れていく。

　知り合いが死んだ時はいつもこうだ。

　どうせ取り乱すならば、梨乱のように取り乱せればどれだけよかったか。

　混乱を断たち切るかのように龍りゆう華かは捜そう魂こん環かんと言葉を交かわす。

「状じよう況きようが読めるか捜魂環？」

　慌あわてふためいているのは宝貝である捜魂環とて同じであった。

「判りません、でもあれは和穂です」

　鼓動の上じよう昇しようが止まらない。理解していながらの無意味な確かく認にんをとる。

「死んでるな？」

　捜魂環は答えた。

「えぇ。先刻まであった和穂の反はん応のうが消え、反応が消えた場所に、あの死体があります」

「和穂が偽にせの死体を用意して気配を消した可能性は……くそっ！」

　言葉の途中であまりの無意味さに気がついた。目の前の状況だけが真実だ。

　捜魂環は報ほう告こくを続けた。

「和穂の反応が消える少し前に、殷いん雷らいの反応も消えました。あそこで飛び散っている欠片かけらが彼の残ざん骸がいでしょう。間違いないです。死体が偽者である可か能のう性せいは極きわめて低い……いや、ないです。断だん縁えん獄ごくと索さく具ぐ輪りんの反応はあの死体の場所から出ています。和穂が断縁獄や索具輪を手放すとは考えられません」

「判っている！」

　捜魂環も慌てている。そのせいで、状況判断を全体でなく個こ別べつに行っている。

　夜主は最初にして当然だった質しつ問もんを今さら口にした。そんな自分に本人が一番腹はらを立てている。

「なら和穂を殺した敵てきはどこに居いる！」

「判りません、何が何やら」

　伏ふせながら敵に備そなえる自分の滑こつ稽けいさも夜主を苛いら立だたせた。

「おい、柄つかが二つあるぞ」

「？」

　地面でキラキラと光る宝貝の残骸の中に武ぶ器きの柄とおぼしき物が二つ見て取れた。

「見覚えがある。一つは殷雷刀の柄だ。もう一つのは知らない。刀の柄にしては大きい。あれは剣の柄か？」

「相あい討うちだったんでしょうか？」

「いや、おかしい。相討ちならば殷雷か和穂のどちらかが生き延のびているはずだ……とも限かぎらんか。致ち命めい傷しようを負って時間差で死んだ可能性もある」

　夜主の動どう悸きが少しばかり軽くなる。雪に隠かくされ薄うすくなった足あし跡あとから行われた戦せん闘とうを読むだけの落ち着きが戻っていた。

「足跡が四つある。殷雷は棍こんを使ってあの大きい足跡の敵と戦って負けた。その後、和穂がその敵と相討ちになった。ん？　和穂、殷雷、敵で三個だろ。足跡が一個多いぞ。そいつは激しく動いた跡もない。傍観でもしてたか？　あ！」

　半ば土に埋うもれ気がつかなかったが、そこには一振りの刀が刺ささっていた。

　柄の部分に符ふが貼はられているのが怪あやしかった。

　捜魂環の分ぶん析せきも一通り決着をみた。

「気配でも隠していない限り、あと、ここにいるのは、土に埋もれかけている変な刀だけです。あの刀、符で封ふう印いんされていますね」

「あの刀が敵か味方かどっちかだな……」

　和穂を揺さぶる梨乱の泣き声が、風に乗り夜主の耳に届とどく。

　知り合いの死に面して素す直なおに涙なみだも流せない自分が、ふと嫌いやになった。

「いつから私は、こんな風になっちまったんだ」
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「龍りゆう華か様、どうしてこんな所に」

「生あい憎にく人違いだ。私は夜主、貴き様さまは何者だ？」

　敵であった場合の危き険けんを考えないでもなかったが、このままでは埒らちが明かないので夜主は怪しい刀の封印を解いた。

　現れたのは風ふう采さいの上がらない青年であった。武ぶ器きの宝貝ならばもうちょっと精せい彩さいがあってもよさそうだった。

「おっと、こいつは失礼しました。僕ぼくは静せい嵐らん刀とうです。って吞のん気きに挨あい拶さつなんかしてる場合じゃないんだ！　和穂と殷雷が！」

「言いたいことは判るが。手て後おくれだよ」

　夜主は背はい後ごを親指で示しめす。

「あぁ、なんてこったい！」

　ギロリと夜主は静嵐を睨にらみつけた。

「さて、兄ちゃんよ。あんたは敵か味方かはっきりさせたいんだがな」

「大だい丈じよう夫ぶ、味方ですよ」

　殷雷を基き準じゆんに考えているので、武器の宝貝ならば駆け引きの一つでもあるかと夜主は考えていたが、素直と言えば素直な言葉が返ってきただけであった。

「そうかい、そいつは良かった、以後よろしくな。とでもなると思ったか？」

　静嵐は困こまった顔をした。

「弱ったな。和穂と殷雷があんな状じよう態たいじゃ僕が味方だと証しよう明めいしてくれるわけにはいかないし、どうしたらいいですかね」

　控ひかえめな声で捜魂環は言った。

「なんだ静嵐刀だったか。風の噂うわさには聞いてますよ。夜主様。少なくとも敵じゃありませんよその方は。とはいえ味方に数えるのも微び妙みようですが。様子から見て噂通りのようですからね」

　夜主は質問した。

「噂って？」

「本人を目の前にして言えませんよ、そんな失礼な話」

「その時点でかなり失礼な気がしますが、ま、構かまいませんよ」

　なんとなくどんな噂か夜主にも判りかけてきた。捜魂環は当たり障さわりのない情報を付け加える。

「殷雷刀と同じような製せい法ほうで造つくられた四振りの刀の一体ですよ。殷雷の親しん戚せきみたいなもんです。本人が、今の説明を快こころよく認めるかどうか定かではありませんが」

「いや、今の説明で結構だよ」

　殷雷が納なつ得とくするかどうかの話であると、わざわざ捜魂環が補ほ足そくしなくても夜主は判っていた。

「状じよう況きようが状況だ。とりあえず信用してやろうか」

　まだ完全に静嵐を信用しているわけでもなかったが、夜主には奥おくの手の俊しゆん地ち踏とうがあった。武器の宝ぱお貝ぺいに打ち勝てなくとも隙を突いて逃にげ出すぐらいはできるだろう。

　和穂の遺い体たいの前ですすりなく少女の姿が静嵐の目に留まる。

「あちらの方は和穂の友達ですか？」

「まあ、そんなもんだ。挨あい拶さつは後でいいよ。今は泣かせておいてやれ。でだ、静嵐刀よ。私の腕うでにはちょいとばかり厄やつ介かいな宝貝がくっついているんだが、こいつを壊こわしてもらいたい。可能だな？」

　どれどれと静嵐は夜主の腕を覗のぞきこむ。腕に着ける飾かざりに見えていたのは間違いなく宝貝であった。

「ほほう。動どう禁きん錠じようじゃないですか。基き本ほん的に壊せませんよ、この手の宝貝は」

「なんだと！　このなまくらめ！」

「まあまあ、落ち着いて。使用者の解かい除じよ命令は出てるようで防ぼう御ぎよ機き構こうは作動してませんな。この状態なら外せますよ」

「驚おどろかすなよ。だったらさっさと切きれ」

「宝貝の刃やいばなら分ぶん断だんできる線があって、そこを切ると外れます。その線の自じ己こ修しゆう復ふくに二年ぐらいかかりますんで、その間、そいつは使い物になりませんが構いませんか？」

「こんなくそったれの宝貝なんざ二度と使えなくなっても構わない」

　了りよう解かいしました。と言葉を残して静嵐は爆ばく煙えんに包まれた。慌あわてて夜主は煙けむりの中から刀を取り出す。

　刀に導みちびかれるままに夜主が刃を走らせると、呆あつ気けなく動禁錠は地面に落ちた。

　解放された喜びは和穂の死を目の前にして、微み塵じんもなかった。

　夜主は静嵐刀を鞘さやに戻し、腰こしに差す。

「和穂をそのままにしておくわけにはいくまいよ、梨乱。一いち応おう、そこらの残骸を断だん縁えん獄ごくに吸すい込んで、和穂の遺体をさっきの村に運ぶぞ。泣くのを止やめろとは言わん。だが、手伝え」

　こくりと頷うなずき梨乱は立ち上がった。




　　　　＊




　農のう閑かん期きの農具収しゆう納のうや、日用雑ざつ貨か製せい作さくの簡単な鍛か冶じ設せつ備びを兼かねている為、村の集会所はそこそこの広さがあった。

　普ふ段だんから村人の葬そう式しきもここで行っていたのであろう、和穂の棺ひつぎを祭さい壇だんに置く手際には慣なれたものがあった。

　ざわざわと人のざわめきがある中で、梨乱は惚ほうけたように椅い子すに座すわっていた。

　夜主は集会所の隅すみで、村の代表者である環かん樹じゆ老ろうや彩さい朱しゆ、豹ひよう絶ぜつたちと小声で話し合っていた。

　環樹は言った。

「気にやむでない、夜主殿どのよ。旅先での死人は厄介がられると思っているようじゃが、和穂はこの村にとって恩おん人じんなんじゃよ。全くもって残念至し極ごくではあるが、死んでしまったんだ。葬式ぐらいきっちり出してやる」

　豹絶と彩朱の若わか夫ふう婦ふも環樹の言葉に同意した。平静に見えたが彩朱の目は赤く腫はれ上がっていた。

「私たちの一族の墓はかに一いつ緒しよに祀まつらせてあげて。いいでしょ豹絶」

「こちとら入り婿むこなんで、彩朱の好きなようにするがいいさ」

　夜主は頭を下げた。

「ありがとう。助かる」

　経緯いきさつは知らないが、和穂がこの村の恩人であるのは事実なのだろう。集会所に集まる村人の様子は、旅先での行き倒だおれを見物しにきた野や次じ馬うまのような感じではなかった。

　そんな村人の間を歩き回り茶を配っている静嵐は、やはり敵てきとは考えにくかった。

　恨うらめしげに豹絶は言った。

「あんたも、もう少し早く和穂の所に着いてれば助けられたかもしれんな」

　夜主は答えた。

「そうさ。いつだって手後れなんだ」

「おっと、悪気はないんだぜ。そうそう窮きゆう地ちに間に合うわけなんかないもんな」

「判わかってる。全すべて終わってしまった話さ」

　彩朱が言った。

「あの娘むすめ、和穂の友達なのね？」

「うむ、梨乱だ。だがあいつに慰なぐさめなんていらないよ。あれはあれなりに修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてるガキだ。自分で立ち直れる子だ」

　夜主は棺に向かった。石いし畳だたみの床ゆかと靴くつに付つく泥どろがこすれ、じゃりじゃり音を立てる。

　そして、棺の蓋ふたを開ける。

「こいつはもう、必要あるまい。私が貰もらっておく」

　和穂の耳から夜主は索具輪を外す。夜主の行動を見て梨乱は飛び跳はねるように起き、夜主につかみ掛かかった。この地上にある宝貝の在あり処かを示しめす索具輪、宝貝を手に入れる為にはとても重要な宝貝である。

「夜主さん！　こんな時にまだそんなことを！」

　嚙かみつかんばかりの勢いきおいだったが夜主は当然怯ひるみはしない。そして静かに答えた。

「覚めたよ」

「！」

「宝貝だなんだと騒ぐのに覚めたと言ったんだ。和穂が死んだぐらいでこんな気持ちになるとは、正直意外だったがな。結局は宝貝の奪うばい合いの殺し合いだ。和穂みたいな奴やつは真っ先に殺されても仕方ない状じよう況きようといえただろう。そう考えれば、今まで和穂と殷雷はよくやったと思う。索具輪は私が預あずかる。預かる理由は宝貝を探さがす為じゃない。索具輪を狙ねらった馬鹿が和穂の墓を荒らすのを防ふせぐ為だ。梨乱、残骸を回かい収しゆうした断縁獄はお前が持っていたな。そいつも渡しな。宝貝を狙う奴やつとは私が戦う」

　梨乱は言葉に詰つまる。思い詰めた顔で腰に着けた断縁獄に手を伸のばす。そして躊ちゆう躇ちよした。

　梨乱は、ゆっくりと口を開く。

「私が宝貝の回収を続ける。和穂の遺い志しを私が継つぐ！」

　パンと乾かわいた音がした。夜主が梨乱の頰ほおを平手で殴なぐったのだ。村人たちの会話でざわめいていた集会場が途と端たんに静まる。

　夜主は首を振った。

「それはお前のやるべき仕事じゃない」

「でも！」

「他人の人生に振り回されるんじゃないよ。宝ぱお貝ぺい回収は和穂の仕事で、和穂はもう居いないんだ。お前が宝貝の回収に回って身を危き険けんに晒さらすのを和穂が望むと思うか？　どの道、お前もどこかの宝貝使いに殺されるだけだ」

　梨乱は言葉を返せなかった。

　索具輪を耳に着け夜主は棺の蓋を閉しめる。

「でも、このままじゃ和穂があまりに可哀かわい想そうだよ」

「お前はお前がやるべきことをやるんだ。お前の人生なんだろ」

　力なく梨乱は膝ひざをついた。

「……私に何ができるっていうのよ」

「さあな。和穂の為にできることなんかはもうないだろうさ」

　梨乱は唇くちびるを嚙かみ締しめた。




　　　　＊




　夜は更ふけていくが村人の数はあまり減へらなかった。夜主は物好きだと思った。少しばかり酒を飲んでいた夜主は卓たくに着き、くだをまく。

「恩人とはいえ宝貝絡がらみの騒動なら、元は和穂の蒔まいた種なんじゃないのかい？　それを解決したからってありがたがるってのもおめでたい連中だな」

　夜主と同じように豹絶にも少しばかり酒が入っていた。

「うむ。極ごく悪あく非ひ道どうの混こん沌とんの大たい帝ていの一いつ件けんは夜主の姉さんの言うとおりだが、その後にもっと厄やつ介かいな事じ件けんがあってな。それを和穂が解決してくれたってわけだ」

「あのお人ひと好よしのガキに、そんなだいそれたことができたってのかい？」

　梨乱が異いを唱える。

「そんな『お人好しのガキ』に夜主さんは倒されたんじゃなかったの？」

「倒された？　この私が？　捜魂環と俊地踏を守りきってるこの私がか？」

　彩朱は不思議だった。

「あら、夜主さんは和穂と顔見知りなのに宝貝を回収されてないのね。どうして？」

「わたしゃ和穂と殷雷にはちょいとばかり貸かしがあるんだよ」

　環樹老も興きよう味みを覚える。

「ほお、どんな貸しじゃ？」

「和穂が殷雷と戦うはめになった時、和穂になんの役にも立たない拳けん法ぽうを教えてやったのさ」

　それの何ど処こが貸しなのだと一いつ斉せいに文もん句くが飛ぶ。

　葬そう式しきに良いも悪いもないと環樹老は知っていた。だが、嘆なげき悲かなしみ続けるよりも故こ人じんを偲しのぶ方が良いというのが環樹老の信念だった。今までもこの村での葬式では努めてそうしていた。あまりにも多過ぎた葬式の中で学んだ悲しい経けい験けんではあったが。

　特に梨乱という娘むすめが積極的に話に参加するようになり環樹は救われた気がした。本質的に気き丈じような娘なのだろう。その娘が先刻まで惚ほうけたようになっていたことを思い出し、和穂の死が彼女にとってどれだけ大きな衝しよう撃げきだったのかを知り心が痛いたむ。

　いい大人が酒の力を借りて痛みを紛まぎらわしているのに、梨乱は素面しらふなのだ。

　どれだけ会話が続いただろうか、夜もそろそろ明あけようかという、その時。




　がたん。




　はっきりと聞こえるような大きな音で、何かの物音がした。建て付けの悪い戸板を無理に動かしたような音だった。別に場違いな音ではなかったが、誰かが集会所を出入りした気配はない。

　奇妙ではあるが有り得ない物ではない音は集会所の中の人間の言葉を一いつ瞬しゆんだけ止めたに過ぎなかった。




　がたがた。




　音は続いた。今度は戸板に石をぶつけたような音であった。集会所の外から聞こえたなら誰も気にはしなかっただろう。だが、音は確かく実じつに部屋の中から起きている。

　夜主と豹絶の瞳ひとみが鋭するどくなる。

　夜主は言った。

「化けてでるような奴やつには見えなかったんだがな。余よ程ほど、無念だったか」

　間違いなく音は和穂の棺ひつぎから聞こえていた。周囲には静せい寂じやくが広がる。

　ほのかに立ち登のぼる香こうの煙けむりが、棺を中心にして奇妙な波は紋もんを作つくりあげている。立ち上がろうとする豹絶を手で制せいして、夜主は自分が立ち上がった。入り口側にいる静嵐に目くばせするが、刀の宝貝も他ほかの村人と同じように不思議そうな顔をしているだけだった。あてにはできない。

　夜主はゆらりと棺に近づく。

　細かな音が棺から響ひびいてきている。困こん惑わくしている梨乱に夜主は釘くぎを刺さす。

「生き返ったわけじゃなさそうだぞ。こんな音は人には出せない」

　夜主の言葉は真実であった。だが、奇き怪かいな音という程でもない。

　棺に近づく夜主の鼻に香と花の香かおりがまとわりつく。そして隙なく棺に手をかけ、蓋ふたを開ける。

「なんだと！」

　流石さすがの夜主も声を上げた。ざわめきが周囲に広がり豹絶も席を立った。

「どうしたんだ？」

　夜主は無む造ぞう作さに棺に手を入れた。そしてガサガサと棺の中を搔かき回す。

「死体が消えた。代わりに石と竹の棒ぼうが入ってるぞ」

　棺の中から、夜主は幾いくつもの小石を取り出した。人には出せないが、木と石ならば作つくり出せる音が棺の中からしていたのだ。当然といえば当然の結果ではあったが、納なつ得とくのいくものではない。

「あと、和穂の髪かみの飾かざり布ぬのも残っている」
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　それは生き物であるはずはなかったが、生き物じみて見えた。

「壮そう観かんだな。しかし今さらだが、よくこれを作つくれたものだな」

　白しろ装しよう束ぞくに身を包んだ鏡きよう閃せんはそれを見上げた。

　果てのない草原に、それはそびえ立っていた。本来は光の無い空間だったが、鏡閃一人の為に世界には光が満ちていた。

　外がい観かんは骨ほねを組み上げて作られた枯かれた大たい樹じゆのように見える。どっしりと大地に食い込む根、天を摑つかみ取るかのように力強く広がる葉の無い枝えだ。大樹を作りあげる骨と骨の間の隙間には、血管のように鉄くろがね色いろの筋すじが走っていた。

　幾いく多たの宝貝を解体し、その部品で新たに組み上げた全く異い質しつの宝貝である。鏡閃はもっと残ざん骸がいめいた物ができ上がると想そう像ぞうしていたのだ。

「お誉ほめいただきありがとうございます。鏡閃様。一いち応おう、設せつ計けい図ずに関しては、一いつ般ぱん資し料りようとして私の記憶の中にございましたので製作そのものは簡単でした。

　もっとも、材料に事欠く人間界での仕事でございますゆえ、これは矮わい小しような複ふく製せい品ひんに過すぎません。本物が数百の死すべき仙せん人にんの魂こん魄ぱくを招しよう集しゆうできるのに対して、これはたったの一つ、しかも作動できるのは一度きりでございます。もう少し時間と材料があれば形状や質量にも手を加えられたのでございますが、外見は本物とは似にても似つきません。その代わりと言ってはなんですが招集には肉体を伴ともなうように調整してあります」

　誇ほこらしげに理り渦かは語った。この計画の根こん幹かんには自分の存在が必ひつ須すだったのだ。導どう果かは勿もち論ろん、あの流りゆう麗れい絡らくでさえ真ま似ねできる代しろ物ものではない。

　鏡閃は言った。

「越えるべき門はあと二つだな」

「はい。続きまして鏡閃様にはその肉体を捨てて頂いただきます。もはや二度と人には戻れません」

　しげしげと理渦の姿すがたを鏡閃は見つめた。

「今さら未練などはないが、お前のように人の姿を取れないのか？」

「私のようなわけには参りません。製法的には全く異質でございますから」

「そうか。元より人の姿に戻れたところで意味もないからな」

　大樹には奇妙な点が二つあった。

　大樹の中ほどには一振りの白い刀が深々と刺さっている。が、白い刃の色は大樹の樹皮の色と同質で一体化していた。

　もう一つは、ごつごつと発達した無数の根の一つが平らな卓状に変形していることだった。その形は直線的であまりにも樹木としては異質だった。

　鏡閃は自分の両手を見つめる。

　もう少し、もう少しで我わが願いは叶かなうのだ。

　高こう揚ようする気分を抑おさえながら、根が変形した卓に向かい歩き、鏡閃は横たわった。

　仰あお向むけになった視界に大樹の枝が広がる。

　美しい。

　遠い昔、家族と共にこうやって野原にそびえる大樹を見上げたのはいつだったであろうか。どうしようもない懐なつかしさは、馥ふく郁いくたる食物の香りがあっという間に腐ふ敗はい臭しゆうに変わるように憎にくしみへと変わる。

　記き憶おくの中に居るはずの家族の笑え顔がおは見えない。只ただの影かげと化している。

　鼓こ動どうが激はげしくなる。

　怒いかりと復ふく讐しゆうの喜びが入り交まじる。

　もう少しで手が届とどくのだ。

　鏡閃は最後の指し示じを出す。

「はじめてくれ理渦よ」

　一礼して理渦は己の懐ふところから銀色に光る刃は物ものを取り出した。鏡閃の首筋に刃を当てて理渦は言った。

「それでははじめます。鏡閃様の魂こん魄ぱくにより、この大樹は完成いたします。ではまた後のち程ほどお会いいたしましょう」

　刃は鏡閃の肉体へ沈しずむ。流れる赤い血は卓へと吸すい込まれていった。
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「出てこないぞ。壊れてるんじゃねえか？」

　酒飲みの悪あがきのように、夜主は断縁獄を逆さかさにして覗のぞきこんだ。だが酒の雫しずくは当然として全く何も出てこない。

「おかしいですね。殷雷の話じゃ恵けい潤じゆんは回収されて断縁獄の中だって」

　和穂の遺体が消えた。異様な事件に対応するには静嵐だけでは心もとない。

　そこで断縁獄の中から誰かを出そうという話になった。狂きよう暴ぼうな宝ぱお貝ぺいを口先三寸で回収していた場合の危険性を考えて、とりあえず静嵐の知り合いを呼び出そうという結論になったのであった。

　梨乱も不思議そうに言った。

「断縁獄に入ってる物って、断縁獄に触さわれば判わかるんじゃないの」

「出てこい出てこい恵潤刀！　ほら、やっぱり出てこんぞ」

　夜主が力ちから任まかせにポンポンと叩たたくと断縁獄が震ふるえだした。慌あわてて夜主が口から顔を外すと、間もなく、一人の女が断縁獄から姿すがたを現あらわした。

　窮きゆう屈くつな場所から無む理り矢や理り出てきたせいで絡からまったかのように、乱みだれた長ちよう髪はつを手て櫛ぐしで直しながら女は言った。

「なんか出てくるのに手間かかっちゃったよ。色々わけありだったからね。次からは刀をつけずに『恵潤』で呼んでくれればすぐ出られると思う……って龍華仙人！」

　やれやれと夜主は手を振る。

「他人の空そら似に。人違い」

　驚おどろきを隠かくしもせずに恵潤は周囲を見回す。殷雷と和穂の姿が見えないことと場の重い空気を読み、すぐに最悪の事態を覚かく悟ごした。

「……駄だ目めだったみたいね」

「やあ恵潤、久ひさしぶり！　会いたかったよ」

　場の空気を読まずに嬉うれしそうな声を上げる静嵐であった。

「あら静嵐久しぶりね」

「本当に久しぶりだね。いつ以来だろう」

　この状況を顧かえりみず本格的に昔話に浸ひたりそうな静嵐を、殴なぐって黙だまらせようと夜主が構かまえたその時、当の静嵐の声こわ色いろが変わった。

「え？　本当に恵潤なの？」
















　もはや恵潤は恵潤刀ではない。幾いくつかの宝貝が寄り集まった化け物と呼ばれても、それほど間違いではない状態だった。

「色々あってね。刀にはもう戻れないけど私は恵潤よ」

「へえ。別に構わないけどね」

　本人は単たん純じゆんに深く考えていないだけだったが、その屈くつ託たくのなさに恵潤の心は少しばかりなごんだ。

「相変わらず変わってないわね静嵐。聞いた話じゃ、なんか混沌の大帝をはじめたらしいけど廃はい業ぎようしたの？」

　豹絶は言った。

「誰かと思えば、いつぞやの海かい鮮せん鍋なべ屋やの姉ちゃんじゃないか」

　梨乱が止めに入る。

「色々話はあるでしょうけど、今はそれどころじゃないでしょ！」

　恵潤が答えた。

「和穂と殷雷が、良くて行方ゆくえ不明、悪くて死んじゃった、ってとこでしょ？」

「正せい解かいのようなそうじゃないような、もっと深しん刻こくな話よ。おっと、夜主、豹絶、環樹、彩朱で私は梨乱ね。他ほかの人の名前は私も知らない」

　梨乱は手早く指を差し一同の名前を教えた。

「もっと深刻って？　殷雷が破は壊かいされて和穂が死ぬより深刻な状況って思いつかないんだけど」

　蓋ふたが開いたままの棺ひつぎを指差し、梨乱は早口にまくしたてた。

「和穂の死体が消えちゃったのよ！　どうして？　武ぶ器きの宝貝なら状況判断は得意でしょ？　あれ、元武器なんだっけ？」

　武器の宝貝の状況判断がお望みならば、静嵐が居るじゃないかと恵潤は思ったが口には出さなかった。静嵐があまり他人から全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをおかれるような性格をしていないのは恵潤も承しよう知ちしていたからだ。

「本当に死んでいたの？」

　静嵐がコクリとうなずく。

「そりゃもう完かん璧ぺきに死んでたね。何せ相手は轟ごう武ぶだよ。周しゆう到とうな罠を張はられて、殷雷は粉ふん砕さいされて和穂は殺されちゃった。僕ぼくなんか屋根の上でペンペン草齧かじってたら真っ先に封ふう印いんされちゃったよ！　流石さすがは轟武だね」

　この場に居て轟武を知らない者でも、屋根の上でペンペン草を齧っているような奴にすら油ゆ断だんしない、轟武の凄すごみを感じ取った。

　同時に何な故ぜ、静嵐が屋根の上でペンペン草を齧っていたのか気になったが、その質問をわざわざする者は居なかった。

　仙界での轟武と殷雷の一件は恵潤も知っていた。

「轟武か。よりにもよってあいつとぶつかったの。え！　じゃ今、轟武はどこに居るのよ？　殷雷じゃ相討ちにもできないでしょ！」

「轟武は和穂が倒したよ。折れた殷いん雷らい刀とうと無む擦さつ珠しゆを使って」

「……頑がん張ばったんだね、和穂」

　梨乱はせがむように恵潤の袖そでを引っ張る。

「ねえ、恵潤さん教えてよ。都合のいい話なのは承知だけど、もしかして和穂は生きてるんじゃないの？　確かに和穂は死んでいたけど、生き返らせる宝貝か仙せん術じゆつかなんかで」

　恵潤は首を振った。

「死者を蘇よみがえらせる仙術は存そん在ざいしない。だからそんな宝貝も無いわ。でもね、ちょっとばかり心当たりはあるの」

「本当!?」

「でも期待はしないで。和穂に関しては何が起きてもそれは幸運な話ではないと思う。それと、多分私よりこの状況をはっきりと判断できる宝貝が断縁獄に居る。その宝貝に聞いてみましょう。……ちょっと性格的に問題があるけど、我が慢まんしてね」
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　出てきて何をしたわけでもなかった。

　ただ、その表情だけで流麗絡は場の空気をさらに重くさせた。陰いん鬱うつな表情で流麗は夜主を指差す。断縁獄から何か出てくる度たびに言わなければならないのかと、軽く辟へき易えきしながら夜主は口を開いた。

「龍華じゃない、他人の空そら似に、人ひと違ちがい……」

　言葉の途中で流麗は首を横に振った。夜主ではなく夜主の持つ断縁獄を指差していたのだ。事情が判らないまま、夜主は断縁獄を流麗に渡す。

　流麗は断縁獄を自分に向けて言った。

「……流麗絡」

　見守る一同の間には沈ちん黙もくしかなかった。だが流麗の言葉に続いて何も起こらない。息苦しいまでの空気の重さを流麗は楽しんだ。

「……さっさと帰りたい気分だけど、どうせまた呼び出されるに決まってるか」

　夜主は髪かみの毛を搔かきむしった。

「うぉぉぉ！　なんだこの女は！　生理的に受け付けんぞ！」

「……顔だけじゃなくて性格も龍華に近いようね。龍華を苛いらつかせる為ために計算したこの口調も効こう果か覿てき面めんってわけだ」

「うるさい！　何でもいいから質問に答えてさっさと消えやがれ！」

　流麗はゆるりと卓に座り、毒殺されたての死体のように突つっ伏ぷす。広げた両手と顔を卓の上に置き、目の焦しよう点てんを外し口は半開きになる。

　半開きの口で器用に声を出した。

「……あんたは気に食わないから、あんたの質問には答えない」

　流麗の指先から離れ、ごろりと断縁獄が卓の上を転がった。

　飛び掛かろうとする夜主を恵潤はどうにか押さえ込む。

「怒ど鳴なったり、ぶん殴なぐったりしてどうにかなる人じゃないから落ち着いて！　流麗、教えて欲ほしいことがあるの。あなたの意見が一番正確だと思うから呼び出したんだけど」

　ぶん、と流麗の上体は起き上がりそのまま仰のけぞった。そして椅い子すを半回転させ逆さむきの顔で一同に面する。

　整い過ぎた顔と異様な体の動きは、等身大の悪あく趣しゆ味みな操あやつり人形を思わせる。

　逆さの顔に睨にらみつけられながらも梨乱は怯ひるまなかった。

「和穂の死体が消えちゃったのよ！　いったい何がどうなって……」

「……綜そう現げん」

「へ？」

「……断縁獄から綜現を呼び出しなさい。そうすれば私の機嫌も少しは良くなるから」

　事情は全く判らない。だが本人の言うとおりにするしかない梨乱は、断縁獄の中から綜現を呼び出した。

　一いち陣じんの風と共に、ひょうたんの中から飛び出した綜現は驚おどろく。

「あ！　龍華仙人」

「やかましい！」

　どうして怒られたのか綜現には全く判らない。流麗が仰けぞって椅子に座っている理由も全く判らない。

　異様な空気の中でまごつく少年に彩朱は声をかけた。

「あら、可愛かわいい坊ぼうやね。子こ供どもの姿の宝ぱお貝ぺいもいるんだ」

　わけは判らないままだったが彩朱の言葉に綜現は少し落ち着く。優やさしく綜現の頭を撫なでる彩朱の手を、椅子から立ち上がった流麗が払はらいのける。

「……私の綜現に触さわらないで」

「私の綜現、って」

　綜現を背はい後ごから抱だきしめつつ流麗は言った。

「……私よりあの女がいい？　私のことが嫌いやなら言ってね。死ぬから」

「い、嫌じゃないです嫌じゃないです嫌じゃないですってば！」

　あまり関かかわり合いにならない方が良い性格であると、素早く見抜いた環樹と豹絶は話を聞きつつも大人しく酒の残りを啜すすっていた。

　どうやら黙殺を決め込んだらしい夜主から離れ、恵潤は椅子に戻る。

「流麗、そろそろいい？」

「……さっさと用件に入りなさいよ」

　梨乱も髪の毛を搔かきむしる。

「さっきから言ってるじゃない！」

「……いきなり呼び出して、何が起きているか説明しろっていうの？　私はさっきまで断縁獄の中に居たのよ。状況はだいたい予想がつくけど正確な判断にはもっと情報がいる」

　綜現を出した効果なのだろうか、流麗の受け答えがまともになっていた。椅子にも普通に座っている。

「情報って和穂と殷雷が倒された現場の状態とか？」

「……そういうのじゃない。和穂が遭そう遇ぐうした事じ件けんの顚てん末まつとかが重要ね。全部を知ってるわけじゃないでしょうけど、知ってることは全部教えて欲しい。そうすれば今の状況は判る」

　かなりまともな意見だ。和穂が倒された現場よりも、和穂が今までに辿たどった道のりを重要視する考えにもある種の鋭するどさがある。

　梨乱や恵潤たちはできる限かぎりの情報を流麗に伝えた。和穂との会話で聞いた情報もできる限り正確に流麗に語る。

　梨乱たちの言葉を最後まで聞いて流麗は頷うなずく。

「……やっぱりそんな不正確で適てき当とうな情報なんてどうでもいいわ」

　夜主に代わって飛び掛かろうとする梨乱を恵潤は押し止める。

　そんな梨乱を鼻で笑いつつ流麗は説明した。

「……断縁獄があるでしょ。あれには情報の記録が刻きざまれている。『こないだ拾った刀だかなんだかよく判らない化け物』って指し示じでもちゃんと、あんたが呼び出されるのは、あんたと遭遇した記録を元に断縁獄が判断してるから。刀の部分にこだわるとちょっと出し入れが遅おくれるのも、断縁獄が自分の基き準じゆんを元に判断しているから」

「化け物で悪かったけど、そんな記録が残ってるの？　使用者の意思を元に記憶を参照して呼び出してるんじゃ？」

「……ある程てい度ど、使用者の記憶も利用してるけど、それだけじゃ使用者が忘わすれてしまった物や、あんまり有り得ないけど無意識に吸きゆう収しゆうした物を項目化できないからね。

　ただ、記録があると言っても映えい像ぞう情報ほどはっきりしたものじゃない。断縁獄は常つねに和穂と共に居たはずだから断縁獄の記録を見れば必要な情報は簡かん単たんに揃そろう」

　流麗の懇こん切せつ丁てい寧ねいな説明は、梨乱に、『最初からそうやれ！』という怒りを引き出す為だけになされたものだった。恵潤は質問を続ける。回りくどいが順じゆん序じよ立てて説明してもらう方が良いと判はん断だんしたのだ。

「それじゃ私の記憶なんかも流麗に調べられるわけ？」

「……そんなもの見たくもないけど無理。断縁獄に限って記録が読めるのは、断縁獄には不調が発生した場合の緊きん急きゆう措そ置ち機き能のうが色々と内ない蔵ぞうされているから。仙人にしても獄系宝貝の中に、何が入ってるか判らなくなったり、仕し舞まい込こんだ物が取り出せなくなったら困こまるでしょ」

「でも、断縁獄の記録が読み出せるような芸当ができるのは仙人か、宝貝の構こう造ぞうに精せい通つうしてる宝貝ぐらいなのね」

　流麗はこくりと頷うなずき、渡わたされた断縁獄を手に取りじっと見つめる。断縁獄の表面に何かが浮うき出ているのか、触れている指先から情報が流れ込んでいるのか、本人以外知るよしもなかった。

　思し索さくしているのか、周囲を苛いらつかせようとしているのか判断に迷まよう沈ちん黙もくが広がる。

　堪こらえ兼かねて梨乱が言った。

「どう？　判った？」

　流麗はボソリと答えた。意外にも誰かの神しん経けいを逆さかなでしてやろうという口調ではなかった。

「……和穂。もっと早くに死ねば良かったのに」

　梨乱が吠ほえた。

「ちょっと！　言っていいことと悪いことがあるでしょ！」

　普ふ段だんと違う流麗の口調に綜現はすぐに気がついた。慌あわてて綜現は梨乱と流麗の間に入る。

「ごめんなさい！　今の言葉はちょっと酷ひどいですけど、流麗さんも悪気があって言ってるんじゃないと思います」

　流麗は嬉うれしそうに言った。

「……庇かばってくれるのね。嬉しいわ綜現。これからも綜現に庇ってもらえるように、もっと頑がん張ばる」

　庇ってもらえるように良い子にしているという意味ではなさそうだった。頑張って、庇ってもらえるような窮きゆう地ちを沢たく山さん作つくりあげていくという意味なのだろう。

　綜現は泣きそうになる。

「そっちの方ではあんまり頑張ってくれなくていいですから！」

　流麗は梨乱をじっとりと見つめる。

「……あんたが梨乱か。いっぱしの技ぎ術じゆつ者しやきどりの小こ娘むすめ。あんたも私の気に入らない種類の人間に入る」

　呆あきれつつも梨乱は言い返す。

「流麗、あなたが気に入るような人って、綜現君以外にこの世に居いるの？」

「……居るわよ。そこの恵潤なんかも気に入ってる。親友と言ってもいい」

　言われた本人が一番意外だった。

「あらそうだったの？　嫌きらわれてるとばっかり思ってたのに」

「……何言ってるのよ恵潤ちゃん。いつも断縁獄の中で一いつ緒しよに他人の陰かげ口ぐちを叩きあってる仲じゃないの」

　噓うそです噓ですと、泣きそうになりながら恵潤は周囲に訴うつたえる。心なしか流麗が出てきてから村人の宝ぱお貝ぺいに対する視し線せんが冷たくなっているような気がした。

　そろそろ頃ころ合あいと見て、環樹は煙管キセルの灰はいを火ひ鉢ばちに叩たたきつけた。

「さて流麗とやら。いい加か減げん、ことの顚てん末まつを教えてくれ。その巫ふ山ざ戯け具合から見て、和穂は生きていて状じよう況きようはそれほど深しん刻こくじゃないと見たが」

「……惜おしいわね。深刻過ぎて真ま面じ目めにやってられないのよ。前々から予想はついていたけど全すべては和穂の馬鹿兄あに貴き、程てい穫かくのせい」
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　梨乱は驚く。

「和穂ってお兄さんが居たの？」

「……融とけて死んでしまった、双ふた子ごの兄が居た。和穂も自分に兄が居るなんて知ったのは、泥どろの一件が終わってからだった。

　恵潤。和穂が『どうなったか』は判わかってるんでしょ。『誰だれが何のために』は判ってないでしょうけど」

　恵潤は頷く。

「人間じゃ死ぬような怪け我がでも、仙せん人にんなら死なない。仙人には仙せん骨こつがあるからね」

　肝かん心じんの和穂はその仙骨が封ふうじられているのじゃないのか？　梨乱は疑ぎ問もんに思った。

「でも、和穂の場合は仙骨が機能してないんでしょ？　だから術も使えないし」

「……程穫は和穂のことを想おもっていた。自分が死に掛けていても和穂の身の安全だけを祈いのっていた」

「いい兄さんだったんだね。でも妹を心配するのは肉親として当然の気持ちでしょ？」

「……当然？　自分の妹の命が救われるなら他の全てがどうなろうと構かまわない。そんな考えが当然だって？」

　梨乱にはよく判らない。

「なんか大おおげさじゃない？」

「……誰にでもあるものじゃなく、仙人になる為ために必ひつ須すの仙骨が、馬鹿兄貴の体にもあったのよ。双子だからといってどちらにもあるような単たん純じゆんな器官じゃない。

　自らの肉体が朽くち果てる寸すん前ぜん、馬鹿兄貴は自分の仙骨を取り出して和穂に渡した。和穂は形見の装そう飾しよく品ひんぐらいにしか考えてなかったでしょうがね」

「仙骨ってそんな簡単に取り出したり、他人に使えるようにできたりするの？」

「……そんなわけないでしょ。宝貝の副作用で馬鹿兄貴の体は容よう易いに変形変質できるようになっていた。肉体崩ほう壊かいの間ま際ぎわに、肉体崩壊という異常事態から、仙術の理ことわりを嗅かぎ取って仙骨に細工をしたのよ。妹にも使えるように、妹にしか使えないように。程穫の仙人としての資し質しつは和穂と同等かそれ以上だったと思われる」

　恵潤にも疑問はあった。

「その仙骨は、和穂と一緒に温泉に入った時に見た。首くび飾かざりに付いてた白い珠たまはやっぱり仙骨だったんだ。殷雷に聞いたけど程穫の肉体は崩壊したんでしょ？　仙骨は崩くずれずに珠のまま残れたの？」

「……細かいとこ気にするのね」

「一いち応おう、元武ぶ器きの宝貝なもんで」

「……崩壊した程穫の亡なき骸がらだって融けて液体状になったってわけじゃないはず。『仙骨の意味』を悟さとれたぐらいだから、肉体の一部を崩壊から守る小細工ぐらい仕掛けたんでしょ。

　封印されているとはいえ、和穂には自前の仙骨があるから程穫の仙骨は今まで作動していなかった」

「そこで轟武に『殺され』ちゃったのか」

「……死ねば封印も何もあったもんじゃない。和穂が死んだ時に初めて程穫の仙骨が作動をはじめた」

　自分の考えに間違いはなかったと恵潤は知った。

「そして和穂は尸し解かいしたのか」

　綜現が尋たずねる。

「尸解ってなんなんですか流麗さん」

「……死んで冥めい界かいのとばぐちに降おり、そこから仙人として生き返ることよ。冥府の門の寸前から戻もどり来きたるのが尸解。戻り来る魂こん魄ぱくは己おのれの肉体を呼び戻す。肉体が無ければ適てき当とうに造つくりあげる」

　梨乱には希望の明かりが見えた気がした。

「それじゃ和穂は仙人として生き返ったの!?」

　恵潤はふと程穫について考えた。

　自みずからに降りかかる肉体崩壊。生物と非生物の狭はざ間まで、程穫は生命の理を見極めたのだろう。希望の明かりはあった。だが希望の明かりは一つしかなかったのだ。程穫こそ尸解して仙人になりえた才能の持ち主ではなかったのか？　その希望を程穫は和穂に渡したのだろう。

　だが、あまりに切ない。

　その希望は妹が否ひ定ていした道だ。和穂が何な故ぜ仙骨を封印して人間の世界に来たのか程穫には理解できていなかったのか。

　いや理解していたのだろう。理解はしていたが妹の為に妹の想おもいを踏ふみにじったのだ。ただ和穂に生き延のびて欲ほしいという想いの為に。

　ほっそりとした指を流麗は夜主に向けた。

「……何ぼさっとしてるの。探さがしなさいよ」

　腕うでを組みだんまりを決め込んでいた夜主だったが、仕方なしに口を開く。

「捜魂環。もう一度、和穂の居場所を探さぐってみな」

「承しよう知ちしました。……あれ？　和穂の反応はあります。でも何ど処こにいるのか判りません。何ですかこの反応は？　まるで、あまねく世界に和穂の反応があるような……あれれ？　ゆっくりとその反応が見えなくなっていきます。消えていくんじゃなくて見えなくなっていきます」

「……ま、尸解する魂の反応を追つい跡せきすればそうなるでしょうね。同一の魂が異質化していくんだから」

　梨乱は純じゆん粋すいに喜んだ。

「ともかく和穂は無事なんだね！　よかったよ！」

　流麗は冷たく言い放つ。

「……深しん刻こくだとさっき言ったはずよ。もう一人の馬鹿がこの一件には絡からんでる」

　環樹を意地悪く見つめ流麗は続けた。

「……腰こしを抜ぬかさないでねおじいちゃん。……鏡きよう閃せんが全てを仕掛けている」

「奴やつが生きておるじゃと！」

　村人たちの間にどよめきが走る。
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「……龍りゆう衣いの鏡閃と鏡閃は別人と言っていい。でも元は一人の仙人よ。どんな事じ情じようか知らないけど、鏡閃は仙骨を抜かれ自分の着ていた龍衣の中に仙骨を封じられた。元仙人の鏡閃と、化け物と変じた龍衣の鏡閃のでき上がりってわけ。

　……龍衣の鏡閃についての顚てん末まつは私が説明するまでもないでしょ。ただ付け加えるならば、願がん月げつをここに送り込んだのは、龍衣じゃない方の鏡閃の指図よ。願月自身はそんな事情は知ったこっちゃなかったでしょうが」

　環樹には思い当たる節があった。願月が語っていた話とも合がつ致ちする。願月は見知らぬ誰かに宝ぱお貝ぺいを渡され、この村の情報を聞いていたと語っていた。それがもう一人の鏡閃だったのだ。

　環樹は忌いま々いましそうに語った。

「鏡閃め」

「……別人だと言ったでしょ。龍衣じゃない方の鏡閃はあんたたちに恨うらみも何もないし、もしかしたら申し訳わけなさを感じていたかもしれない。でも願月を送り込んで龍衣の鏡閃退たい治じに力を貸かしたのは、間ま違ちがっても罪つみほろぼしなんかじゃなく自分自身の為だったけどね」

「つまり鏡閃の脅きよう威いはもうないんだな」

　流麗はにやりと笑った。真実を語るだけで相手を苦く悩のうさせられる時の笑え顔がおだった。

「……あなたの言っている意味では、そのとおり」

「？」

「……いずれ判る。鏡閃は自分の仙骨が邪じや魔まになった。だから自分の仙骨の化け身しんである龍衣の鏡閃を始末したかった」

　和穂の話は納なつ得とくがいったが、今の話と和穂に何の関係があるのか梨乱には理解できない。全く関係のない話を重要ぶって話している可か能のう性せいもあるので梨乱は余よ計けいに不安になってきた。

「それと和穂がどう関係あるの？　自分の仙骨が鏡閃の邪魔になるってどういう意味よ」

「……龍衣に取り込まれた仙骨は自分の物であって自分の物じゃない。龍衣に取り込まれ異質化した仙骨を取り戻しても、自分じゃ使えない。かといって、その仙骨は異質化しても自分の仙骨に違いはない」

「だから、どうしてそんな必要があるの？　全然和穂と関係ないじゃん」

「……馬鹿な子ね。自分の仙骨なんて邪魔になるだけでしょ。尸解の隙すきをついて、仙人に戻った和穂の体を乗っ取ろうとしているのに」

　流麗の最後の一言が全すべての答えだった。卓たくの周りにざわめきが広がる。

　恵潤は静かに言った。

「元武ぶ器きの宝貝としちゃ、そこのところが納得いかないのよ。そんな大計画な割わりには偶ぐう然ぜん頼だのみが多過すぎない？」

「……偶然頼みの大計画よ。卦けで探った次の一手を打ちながらの、無様な作戦に間違いはない。でも卦は鏡閃の有利に傾かたむいた」

　流麗の言葉に間違いはないのだろう。だが梨乱は納得がいかない。

「尸解だかなんだか知らないけど、そんな隙を突く便利な宝貝なんてあるの？」

「……あるわけないじゃない。造ったのよ。間抜けな理渦が宝貝の残ざん骸がいを使ってね」

「理渦？」

「……龍華の宝貝作製の補ほ佐さをしていた、間抜けな宝貝よ。宝貝が完成して時期が来たから鏡閃は轟武を放って和穂を殺させた」

　荒こう唐とう無む稽けいではあるが破は綻たんはないと恵潤は考えた。

「軒けん轅えんは鏡閃に躍おどらされて、宝貝製作の材料にする宝貝を集めていたってわけね」

「……理渦はただの間抜けだけど鏡閃は只ただ者ものじゃない。導どう果か先生が居ながら理渦を重用してるなんてできることじゃない」

　梨乱には判らないことだらけだった。

「ドウカセンセイって何？」

「……宝貝」

「宝貝の名前って、名前二文字と、宝貝の種類を示しめす一文字でできているんだよね？　ドウカセンセイって何ど処こまでが名前？」

「……導果、までが名前だけど、それが何？」

「待ってよ、じゃセンセイって？」

「……先に生まれると書いて先生」

　流麗が敬けい称しようを使ったことに梨乱は度ど肝ぎもを抜かれて絶ぜつ句くした。梨乱の気持ちが恵潤にはよく理解できた。

「導果先生まで鏡閃の手元にあるのか。そりゃ強きよう敵てきだ」

「……導果先生は今回の件けんには絡からんでいない。鏡閃が導果先生の意見に耳を貸かしていたら、こんな事じ態たいにはならない」

「確かに。でも導果先生の去きよ就しゆうまでどうやって判ったの？」

「……説明しても判らないのが判らない？　武器の宝貝を廃はい業ぎようして、推すい理りと分析の違いも判らなくなったのかしら？　言っておくけど今までの私の話に『憶おく測そく』は一つも入っていない」

　自信に満ちた言葉ですらなかった。目の前にある物を淡たん々たんと説明しているような口調であった。恵潤は納得することにした。

「判った。流麗の説明に間違いはないでしょう。ありがとう、お蔭かげで助かったよ。でも正直、手を貸してくれるかどうか不安だった。流麗って結構いい人だったんだね」

　流麗はニコリと笑った。この場に居る者の殆ほとんどが流麗の笑顔を見るのが初めてだったが、それでも笑顔に潜ひそむ禍まが々まがしさを感じ取った。

　不ふ吉きつな笑顔で流麗は言った。

「……だって親友でしょ、水みず臭くさいわよ恵潤。それに間抜けさんたちがどんな対応するのか興味があったの。

　……教えて皆みなさん。

　……真実が判ったところで貴方あなたたちに何ができるっていうの？」




　　　　＊




　夜主だけはとっくの昔に、本能的に判っていた。和穂が死んだ時点で、これはもう人間にどうにかできるような問題ではないことに。語られる事実を前にして、自分が空くう虚きよな気分だったのも納得がいった。大いなる陰いん謀ぼうだか野望だか知ったことではないが、それは為なされてしまったのだ。阻そ止ししようというのなら、まだ打つ手はあったのかもしれないが、そうではない。そして梨乱が納得するはずがないとも夜主には判っていた。

「和穂を助けるに決まっているでしょ！」

　流麗は駄だ目め押おしする。

「……理渦は間抜けだけど馬鹿じゃない。鏡閃の呪じゆ縛ばくから和穂を助けられるような宝ぱお貝ぺいは、最優ゆう先せんで回かい収しゆうして破は壊かいしてるでしょ」

　梨乱は言葉に詰つまる。だが諦あきらめる性しよう分ぶんではない。

「そうかもしれないけど、何か手があるかもしれないじゃない。ここにはこんなにも沢たく山さんの宝貝が居るのよ。皆みんな、私に手を貸かして！」

　流麗が喜んで賛さん成せいするとは梨乱も考えてはいない。だが恵潤、静嵐、綜現は自分に力を貸してくれるはずだと期待した。

　恵潤は静かに答えた。

「あなたが私の所有者だったら、反はん抗こうしても意味がない話よね。夜主さんとかいう人と梨乱のどちらが私の所有者なの？」

　夜主は言う。

「どっちにつくかは好きにすりゃいい。ま、その口調じゃ私の方に来るんだろうけど」

　梨乱には恵潤の反応が意外であった。静嵐と綜現の沈黙は恵潤の意見に従したがっているようにすら見えた。

「待ってよ恵潤！　どうして和穂を助けてあげないの」

「梨乱。あなたの言ってることは、七百二十六個の宝貝回収に比くらべても、さらに無茶な話よ。操あやつられている仙人を助けるなんて」

「そうかもしれないけど、やってみなけりゃ判らないじゃない」

　恵潤は言いきった。

「自殺に手を貸す趣しゆ味みはない。人の命は短くて脆もろい。あなたは和穂の友達なんでしょ？　だったら和穂を悲しませるような事に手を貸したくない。自分の為ためにあなたが死んだら和穂はどう思う？」

　ぐうの音もでない言葉だった。だがそれでも引き下がるわけにはいかない。

「そ、それは……だってあなたたちは元々封ふう印いんから逃にげ出した宝貝なんだ！　だから和穂のことなんかどうでもいいんだ！」

　梨乱の瞳から涙なみだが零こぼれた。自分が言っている言葉の酷ひどさを、一番よく自覚しているからだった。涙を抑おさえもせずに梨乱は言った。

「殷雷なら、殷雷なら私の気持ちを判ってくれる。殷雷なら私に力を貸してくれる！」

　夜主の瞳が引き絞しぼられ、その顔に怒いかりの形ぎよう相そうが浮うかぶ。その怒りは梨乱に向けられたが梨乱の為の怒りだった。

「いい加か減げんにしろ！　いつまで駄だ々だを捏こねている！　殷雷はもういないんだ！」

　滴したたる涙。思い詰めた眼光は一点を見つめた。

「私が殷雷を、殷いん雷らい刀とうを打ち直す！」

　その言葉に夜主は立ち上がり、梨乱の胸むなぐらをきつく締しめ上げた。夜主の怒ど号ごうが飛び出る前に彼女の手に誰かが触ふれた。

　氷のように冷たい指先は流麗のものだった。流麗の行動が夜主には理解できない。

「なんのつもりだ流麗」

「……仙せん人にんの存そん在ざいを自分の目で見てないから、和穂を助けるなんて世よ迷まいごとをその娘むすめはほざいている」

「そんなことは判ってる！」

「……できるかどうか判らないから、その娘はできると信じた。その娘は技ぎ術じゆつ者しやなんでしょ？　だったらできないと判っているのに、できるとほざいたりはしない。殷雷刀を打ち直せる根こん拠きよがあるんでしょ？」

　涙は止まったが息は荒あらくなっている。梨乱は首を縦たてに振ふった。




　　　　＊




　この熱い視線の意味はなんだろう。なんとなく判っているが判りたくないような気が静嵐にはしていた。梨乱と流麗の熱い視線を見て恵潤はあっさりと言った。

「静嵐を壊こわして、殷雷再さい生せいの材料にしようっていうの？」

「……面おも白しろいわね」

　恵潤が居てくれて助かった。そんな御ご無む体たいな話を恵潤がよしとするはずはない。恵潤は言った。

「そんなことってできるの？」

　できるという答えが返ったらどうしてくれるのか。流麗は恵潤の疑問に答えた。

「……よく似にた製法で造つくられし四本の刀。でもよく似ているって言葉は違うって意味。たぶん無理だと思うけど、やるだけやってみましょうか。駄目で元々、失敗したところで損そん失しつはたかがしれているし」

　逃げ出そうとする静嵐の襟えり首くびは豹絶に取り押さえられていた。静嵐は言った。

「勘かん弁べんして下さいってば！」

　梨乱は首を縦たてに振った。勘弁してやるという意味か流麗の言葉に同意しているか定かではない。首を振りつつ梨乱は席を立つ。

「静嵐、刀の状態に戻もどって。大だい丈じよう夫ぶ、殷雷を打ち直すのにあなたの体を使ったりしないから」

　流麗は何な故ぜか舌した打うちをしているが、梨乱の言葉に噓うそはなさそうだった。やむなく静嵐は刀の姿に形を変える。豹絶は刀と化した静嵐を梨乱に向けてヒョイと投げる。

　受け取った静嵐刀を鞘さやから引き抜き、梨乱は抜き身の刀をそのまま卓の上に置く。

「夜主さん、殷雷刀を断縁獄から出して。鞘はいらない」

　うなずき夜主はひょうたんに向かって殷雷刀の名を呼んだ。一いち陣じんの風と共に殷雷刀が現あらわれる。一瞬殷雷刀は形を保たもっていたが、すぐに卓たくの上でバラバラになった。

　静嵐刀と殷雷刀の破は片へんが卓の上に横たわっている。

　興味深く梨乱は破片を見つめた。

「どう？　気がついた？」

　夜主には梨乱の行動の意味が摑つかめなかった。

「流石さすがに似ているが、刀身の色味が少し違うな。活動中の宝貝と、破壊された宝貝の違いか？」

　恵潤が答える。

「そうじゃない。製せい法ほうの差が出てるの」

　梨乱も恵潤の説明をよしとし、自分の耳みみ飾かざりを外し卓たくの上に置く。やはり夜主には梨乱が何をしたいのかさっぱり判らない。

「その耳飾りがどうしたっていうんだ？」

「見て。それぞれの刀身と耳飾りを比べてみてちょうだい」

　銀色の耳飾りであったが、銀の輝きとは異質の光を放っていた。銀よりは鋼はがねの持つ彩いろどりに近い。恵潤は気がついた。

「！　その耳飾りってまさか」

「そう。殷雷の棍こんから造った耳みみ飾かざり」

　耳飾りの輝かがやきは静嵐刀の刀身の輝きとは違っていた。だが、殷雷刀の残骸の放つ輝きととても似ていたのだ。

　全すべてを理り解かいした流麗は卓に突つっ伏ぷし、ブツブツと独ひとり言を言いはじめた。夜主にはやはり意味が判らない。

「だからなんだっていうんだ？」

　梨乱は説明を始めた。

「殷雷が持っていた棍って、おそらく殷雷刀を造った真しん鋼こうで出来ている」

「静嵐刀だって真鋼製だろ？」

「原形の真鋼がどんなのか私は知らない。でもこれは殷雷刀を造る製法で、ある程度処理された真鋼だと思う」

「だったらどうなんだよ」

「どうして、そんな手間をかけていると思う？　武ぶ器きとして使うのならば普ふ通つうの真鋼を棍状にすればいいはずでしょ？　わざわざ殷雷の棍が殷雷と同じ素材でできているのよ」

「それって……」

「あの棍は、万が一の時に殷雷を打ち直す為ための材料だったのよ！」

　流麗の独り言は止まらなかった。

「……また、してやったりってつもりなのよあの小細工仙人め、本当に気に食わないったらありゃしない護ご玄げんめ護玄め護玄め護玄め……」

　殷雷が復ふつ活かつ出来そうで綜現は嬉うれしかった。だが、そう単純に喜んでいいのか綜現には判らない。

「あのう。真鋼があるからって、そう簡単に殷雷さんが元に戻るんでしょうか？　聞いた話なんですが、武器の宝ぱお貝ぺいを造るのにはそれなりの設せつ備びが必要なんだそうです。修しゆう理りだけでも大変そうなのに、打ち直しとなっちゃ簡単にはいかないんじゃ」

　綜現の声に反応して流麗は起き上がる。

「……その棍を仕掛けたのは龍華じゃなくて、よりにもよってあの護玄。そこらへんに手抜かりはないはず。あの棍の物質特性を把は握あくできるぐらいの知ち識しきがあれば、人間の腕うで前まえや知識や施し設せつでもどうにかなるように仕し込こんであるはず」

　流麗の太たい鼓こ判ばんが貰もらえて梨乱は喜ぶ。

「良かった。それじゃ流麗、殷雷は元に戻せるんだよね」

　綜現に向けていた微かすかな笑えみは梨乱の前で途と端たんに吹ふき飛ぶ。

「……元には戻らない」

「え？」

「……壊こわれた殷雷を完全に元に戻せるなんて芸当を、あの棍程てい度どに仕込めるわけないでしょ」

「でも」

「……刀かたな鍛冶かじの経験があるなら判ると思う。壊れた刀を打ち直して、それが以前と同じ刀になる？　完全に同じになるわけないじゃない。宝貝だって理り屈くつは同じ。修復修しゆう繕ぜんと打ち直しじゃ次元が違ちがう。あの棍の真鋼は特定の条じよう件けんで熔よう解かいしてその熔解時に一いつ緒しよに殷雷刀の刀身も熔解させるはず。破は片へんとはいえ尋じん常じような炎ほのおでは融とけないはずの刃やいばが融けて真鋼の塊かたまりになる。温度調整で硬こう度どが違う鋼が取り出せて、その鋼を使って刀を打ち直す作業になるんでしょうね。それで、寸すん分ぶん違たがわず元の殷雷刀と同一の物ができるとでも？」

「私を困こまらせようとして言ってる……んじゃなさそうね。以前の殷雷刀には戻らないと？」

「……判らない。過か去この記き憶おくが全て飛ぶか、魂たましいそのものが別物になるか、いったいどんな変化が起きるかは判らない。殷雷とは似にても似つかない刀の宝貝ができる可か能のう性せいだってないわけじゃない。それでも打ち直す？」

　非ひ情じようの選せん択たくであった。だが、今は打ち直すしか手はないと梨乱は決けつ断だんした。かつての殷雷とは違う物ができ上がっても、その素材は殷雷と同じ物なのだ。必ず和穂を助ける手伝いをしてくれるはずだと梨乱は信じた。

「それでも私は殷雷刀を打ち直す」

「……手は貸かさないわよ。自分の信じるようにやりなさい」




　　　　三




　鏡閃の肉体は既すでになかった。果てのない草原に一人、理渦は佇たたずむ。

　門は最後の一つとなった。理渦は胸むねの高鳴りを隠かくそうともしなかった。一本の刀が突き刺ささる、骨ほねのような枯かれた大たい樹じゆを、彼女は少しばかり離はなれた場所から見上げる。

　ゆっくりと時は満ちていく。

　もはや何なん人びとであろうがこの計画を阻そ止しできない。己おのれの命を賭かけてもいい確かく信しんがあった。

　常つねに自分に付きまとう『肝かん心じんな部分で致ち命めい的な間違いを犯おかす』という欠けつ陥かんは今まさに否ひ定ていされようとしているのだ。

　この果てのない草原に侵しん入にゆうするのも、破壊するのも別に不可能という話ではない。だが、その為ためにかかる時間を計算すれば、理渦の計画は既に成じよう就じゆされたと言っても過言ではない。

　そんな者は居いるはずもなかったし、もしも誰かが破壊や突入を試みても、それより早く計画は完かん了りようするはずであった。

　ゆっくりと大樹を見守る理渦の瞳ひとみに、小さな光が映うつった。透とう明めいで純じゆん白ぱくな光でなければ、蛍ほたるの緑光と見間違えそうな光だった。
















　心しん臓ぞうの鼓こ動どうのような定期的な周期で明めい滅めつを繰くり返す光だった。

「はじまる……」

　風のないこの世界で、まるで風に煽あおられるように光の粒つぶは舞まった。舞いながら骨の大樹に引き寄よせられていく。

「あれが和穂であったモノ、そして再ふたたび和穂になるモノ」

　黄昏たそがれと闇やみ夜よの狭はざ間まで輝かがやく明みよう星じよう、一番星の現れに導みちびかれ天に数多あまたの星が輝くごとく、一つの光に導かれ別の光も姿すがたを現してきた。

　光は何ど処こから来たのか？　それは無意味な問いだった。夜の帳とばりが星を輝かせるだけであり星は常にその場にあるのだ。和穂であった魂こん魄ぱくは数多の地平に散り、そして再ふたたび集つどおうとしているのだった。

　光は軌き跡せきを引きつつ、大樹の枝に導かれていった。光はゆっくりと、そして確実に数を増ふやしていく。

　枯れた枝に光は灯ともり、光の葉となり大樹を形作っていく。そこが世界の中心とばかりに無数の光たちは渦うずを巻まきながら大樹に引き寄せられていく。

　何が起きるのか熟じゆく知ちしていた理渦でさえ、その光の軌跡に心を奪うばわれ、ふと意味のない涙なみだを零こぼす。

　どれだけの時間が流れたのだろうか、光の流れは止まり、そこには大樹があった。




　光の葉を纏まとう無数の枝を広げ、大樹は世界の中心に在あった。




　ざ。ざざ。ざざ。

　永えい遠えんにも等しいような僅わずかな時間が流れる。

　ざざざざ。ざざざざ。

　光の葉が、さやぐ。




　光でも骨ほねでもなんでもない。全すべては最初から、ただの砂すなでできていたのだ、とでも言いたげに崩ほう壊かいははじまる。

　光はゆっくりと散りはじめ、それと歩みを同じくして大樹の崩壊も始まる。腹はらの底に響ひびくような震しん動どうを起こしながら、大樹であったものは崩くずれていった。

　意味のある小さな部分の集合体であった大樹は、意味を維い持じできない小さな塊を撒まき散らしながらゆっくりと分解していく。

　瓦が解かいの巻まき起こす風が理渦の髪かみをなびかせる。理渦は一言も発せず、自分が作つくりあげた大樹の崩壊を見つめる。

　全ては塵ちりに還かえりゆく。修しゆう復ふくの可能性は宝ぱお貝ぺいとしての力を全て吐き出した残ざん骸がいたちには存在しない。

　全ては塵に還りゆく。宝貝であった物は大樹となり、大樹であった物は塵となった。

　あとには宙に浮かぶ一人の娘むすめの姿が在った。

　大樹の幹みきの中程に突つき刺さされた刀だけは崩壊から免まぬかれ、大樹が消え去った今でも大樹が在った時と同じ空間に留とどまっていた。

　宙に浮うかぶ道服姿の娘の胸むねに、その刀は突き刺さっている。大樹に呼び寄せられ尸解した和穂の体がそこに在った。
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　宙に浮かぶ和穂の、力なくだらりと垂たれ下がった首と手足が一いつ瞬しゆんピクリとする。

　理渦は固かた唾ずを飲む。いかに間違いのない計画で、失敗の虞おそれがないとしても、不安は常に彼女と共にあった。自らの主あるじ、鏡閃は無事に和穂の肉体を乗っ取れたのか？　自らの欠陥を否定しながらも、もし自分の欠陥が現れるのならば今、この瞬間をおいて他ほかにないと彼女は考えた。

　俯うつむいた和穂の首が正面を向く。いつもは結ばれている柔やわらかい髪は解とかれ、軽くばさついていた。その瞳は未いまだ閉とじられている。ゆっくりと、ゆっくりと和穂は刃をその身に沈しずませたまま地面に向けて降こう下かしていった。

　少しばかり離れて大樹の崩壊を見守っていた理渦は急いで和穂の下もとへと歩み寄る。

　理渦の到とう着ちやくと和穂の足が地面に触ふれるのはほぼ同時であった。

　胸に刺さる刀。その刃を無む造ぞう作さに摑つかみ、和穂は刀を抜き去る。傷きず口ぐちはなく、道服にも全く異い常じようはない。刃を鷲わし摑づかみにしていた刀を持ち直し、腰こしの鞘さやへと仕し舞まう。それと同時に閉とじられていた瞳ひとみが開く。

　赤い瞳であった。

　色を別にしても和穂の持つ眼がん光こうではない。理渦は安あん堵どの息を吐はいた。姿すがた形かたちは変わり、異様な眼光ではあるがその瞳には鏡閃の面おも影かげが確たしかにあった。

　両の手を開き、そして閉じる。その動作を何度も繰くり返し、手の動きを赤い瞳は見つめ続けた。

「どうやら成功したようだな、理渦よ。ありがとう、よくやってくれた」

　和穂の口からでるのは和穂の声だった。だが、それは鏡閃の静かな口調で和穂の口調ではない。かつて殷雷刀を操あやつっていた時に、殷雷が和穂の声を使って喋しやべっていたのと同じように。

「この鏡閃、ついに和穂の体を手に入れたか」

「おめでとうございます、鏡閃様！」

「刀を抜いていなくても和穂の体を制せい御ぎよできるのだな？」

　満面の笑えみを浮かべて理渦は説明する。

「一いち応おう、鏡閃様の本体はその刀でございますが、肉体は常つねに鏡閃様の意思に従したがいます。武器の宝貝が使用者の肉体を操る理を使用しておりますが、当然、鏡閃様がある限かぎり和穂の意い識しきは何もできません」

　柄つかに手を掛かけ、瞬時に刀を抜き、素す早ばやい素振りを鏡閃は繰り返した。

「刀の宝貝に準じゆんじているのか？」

「左さ様ようでございます。基き本ほん的に刀の宝貝としての最さい低てい限げんの能のう力りよくがございます」

　不意に鏡閃は刀を投げ棄すてた。投げられた刀は不自然な軌道を描えがき地面に落ちる。まるで見えない綱つなで肉体と繫つながれているようであった。それを証しよう明めいするかのように、左手をしゃくり上げると地面に転がる刀は跳はね飛び、その手に返る。

　自分の注文どおりにできているか確かく認にんするかのように、鏡閃は念を押おす。

「刀と肉体を縛しばりつけるこの綱には実体はなく、綱の破壊はほぼ不ふ可か能のう。万が一破壊できたとしてもそれは刀の破壊と同どう義ぎ」

「仰おおせのとおりでございます。そして刀の破壊と鏡閃様の死、和穂の死も同義でございます」

「そしてこの刃は仙人を殺すに足る鋭するどさを持っている。まあ、それは宝貝の刀だから当然か。仙人相手に通用するのが武器の宝貝なのだからな」

　懐ふところに手をやり、鏡閃は一つの白い珠たまを取り出した。眼がん球きゆう程ほどの大きさの艶つやの消えた珠だ。

「こいつが程穫の仙せん骨こつなんだが、和穂の仙骨の代わりになったのではないか？」

「仙骨こそが仙せん術じゆつの鍵かぎではございますが、仙骨そのものにはたいした力はありません。文字どおり仙術的な力へと至いたる扉とびらを開き制御する為ための鍵で、仙骨を失ったのならば、それは仙術的な力の消しよう滅めつ、すなわち仙人にとっての死を意味しますが……

　和穂が死の淵ふちに立った時に、程穫の仙骨が発動し尸解を行い和穂は仙人となりました。仙人としての扉が開いた時点で神しん農のうの封ふう印いんは解かい除じよされたのでしょうね。程穫の仙骨は一度きりの使い捨すての鍵としての能力しかなかったのでしょう。和穂自身の仙骨封印が解除されているので、もう用はないはずです」

　理渦とて全すべての理ことわりを知った上で策さくを巡めぐらせていたのではなかった。八はつ卦けにより策を立て、卦の意味をかなり解かい析せきしてはいたが、やはりどうしても細かい部分で不明な点も残っていた。

「そうか。ならば崩れるままにしても大だい丈じよう夫ぶなのだな」

　鏡閃の言葉と共に白い珠は二つに割れ、割れながらも塵と化し宙ちゆうに舞う。

　和穂の肉体だけを奪うばい取り、その精せい神しんは消滅させることもできたかもしれない。だが、鏡閃はそれをよしとしなかった。復ふく讐しゆうの相手は龍華と和穂なのだ。和穂にも自らの行こう為いが巻まき起こす惨さん劇げきを目もく撃げきさせる必要があった。龍華の死に行く姿すがたを和穂に見せなければならない。

　和穂の精神は確かにここにある。だが、鏡閃はあえて同じ肉体の中にある和穂の精神に焦しよう点てんを合わせていなかった。今はまだ、和穂に語りかける必要もなかったからだ。

　全ては完かん璧ぺきに計画どおりだった。和穂の肉体を手に入れた鏡閃の前で理渦の喜びはさらに大きくなる。自分は導果や流麗にも出来なかった仕事を成し遂とげたのだ。

　その喜びに鏡閃の言葉が影を投げる。

「……時に理渦よ。お前の欠けつ陥かんについてなのだが」

　凌しのいだはずの恐きよう怖ふ。それが鏡閃の言葉で再ふたたび理渦に忍しのび寄よる。

「！　まさか鏡閃様、そのお体になにか不具合でも！」

「『肝かん心じんな部分で致ち命めい的な間ま違ちがいを犯おかす』それがお前の欠陥であったな」

「確かにそう言われていますが、今回に限ってはいかなる間違いも起きてはいないはずです！」

　成功している、間違いはない。自分の喜びに比くらべて鏡閃の落ち着きが理渦は気になりはじめた。落ち着いているのか、致命的な失敗を知り絶ぜつ望ぼうしているのか。いやそんなことはない、あってはいけないことだ。

　赤い瞳ひとみが理渦を見つめる。

「お前の欠陥を綴つづる、あの言葉はあまりに仙術的な代しろ物ものだ」

「どういう意味です？」

「理渦よ。お前は本当によくやってくれた。今までのお前の策に間違いは一いつ切さいなかった」

「ありがとうございます」

　礼を言いながらもやはり理渦の焦しよう燥そうは募つのっていく。鏡閃は何な故ぜ、こんな話をしているか？　やはり自分は致命的な間違いを犯してしまったのか？

　ゆっくりと、あまりにゆっくりとした瞬まばたきは瞑めい目もくにも似にていた。閉じられた赤い瞳は再び開かれ理渦を見つめる。

「……私の願いを叶かなえる為にお前は働いてくれた。そこには一切の間違いはない。導果を使わずお前に頼たよったのは、お前が間違いを犯さないという確信があったからだ」

　判わからない。自分の主はいったい何をいわんとしているのか？

「……鏡閃様、どうしたのですか？」




　ひゅん。




　刃は一いつ閃せんした。先せん刻こくまでの素す振ぶりと大差ない動きだった。だが、その刃は空を切るのではなく理渦を切り裂さいた。

　鏡閃は言った。和穂の肉体を手に入れてから初めて発する嬉うれしそうな声だった。

「お前は最初の一手で致命的な間違いを犯してたんだよ。そうさ。だからお前は完璧だったんだ。もう致命的な部分で間違いを犯しているんだ、それ以外では間違いを犯すはずがないよなあ！」

　飛び散るのは切り裂かれた本の残ざん骸がいだった。自分の仮かり初そめの肉体から飛散する、自分の本ほん質しつを構こう成せいする紙だ。本の宝ぱお貝ぺいである理渦記は自分の体が紙切れへと化すのを見た。

　鏡閃の顔には笑みが浮かんでいる。冥くらい喜びに満ちあふれた赤い瞳が理渦を見下ろしていた。

「……もう判ったな？　俺おれは宝貝なんか大だい嫌きらいなんだよ！

　お前は俺に仕えるべきじゃなかった。自らの安全を考こう慮りよすべきだったんだ。無む駄だ死じにをよしとする宝貝なんざ居いまい。俺の身の上を知っているのなら、俺が宝貝を心の底から憎にくんでいると気がついて当然だったな」

　風のないこの世界で鏡閃刀の斬ざん撃げきの風ふう圧あつだけで、千切れた無数の紙し片へんは雪のように舞まい踊おどった。

　不意に鏡閃の胸むねが痛いたんだ。

　起こりえないはずの悲しみに、少しばかり鏡閃は戸と惑まどったが、すぐに笑顔が戻もどる。

　理渦の破は壊かいに痛みを感じているのは自分ではなく、自らの中に居る和穂だと気がついたのだ。
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　廃はい墟きよの中に大きな卓たくがあった。

　和穂が八はつ卦け炉ろを暴ぼう走そうさせ、結果として欠陥宝貝をばらまいてしまった事じ件けんの後、龍華はこの九きゆう遥よう山ざんを修しゆう復ふくしてはいない。

　爆ばく発はつの傷きず痕あとが残る九遥洞どうの廃墟の中心に大きな卓があり、卓を中心として幾いくつかの秩ちつ序じよが戻りかけてはいた。人間界と仙界を隔へだてる結界を破壊する為に龍華は幾つかの試作宝貝を造つくりあげた。だが全て失敗に終わっていた。廃墟に飛び散る瓦が礫れきと、散らかされた宝貝の材料が卓を中心に混まざり合っている。

　まるで、奇き怪かいな化け物の心しん臓ぞうから伸のびる無数の血管のようであった。

「龍華様。収しゆう容よう物の転送は完かん了りようしました」

　老人のような声を上げたのは、卓の上に置かれたひょうたんであった。

　名は四し海かい獄ごく。見た目はただのひょうたんであったが、その正体は宝貝である。その内部に莫ばく大だいな空間を持ち無数の物ぶつ質しつを収容できる。

「うむ」

　卓に座すわる龍華が四海獄の報ほう告こくに答える。深しん紅くの道服に身を包み、その眼がん光こうには一点の衰おとろえもない。少し前に見られたやつれた感じは完かん璧ぺきに消え去っていた。道服自体は派は手でであったが、いつもは髪かみを飾かざっている派手な装そう飾しよく品はない。

　不安そうに四海獄は尋たずねる。

「龍華様。私は用なしなのでございますか？　今までに私の収容物を全すべて他ほかに移うつすなどということは一度もございませんでしたのに」

　虚こ空くうから煙管きせるを取り出し、一息つき、龍華は答えた。

「お前には暇いとまをやる。今までの働き御ご苦労であった」

　使用人ではない、宝貝なのだ。龍華の言葉は冗じよう談だんにしか聞こえない。

「お戯たわむれを」

「まあ、あれだ。お前は汎はん用よう性せいに富とんでいるが万ばん能のうじゃない。たまには向いてない仕事もあるってわけだ」

　理り屈くつは通っている。収容力、保ほ管かん能力において勝まさっているとはいえ、ひょうたんは、ひょうたんだ。取り出しには少し手順がかかる。命令により龍華の道服の袖そでの中に収容物を移い動どうしたのは、取り出し手順を早めたいからなのだろう。

　理屈は通っているが、四海獄は落ち着かない。龍華がそんな細かい部分を気にするなど今までなかったのだ。いつもは咄とつ嗟さの対たい応おう用に袖に幾つか符ふを用意し、あとは適てき当とうに力ちから任まかせで、ひょうたんから道具を引き出す時間を作り出していた。

　それに、龍華が冗談を言い放ったのも四海獄には不思議だった。和穂が人間界に降おりてから、とてもじゃないが冗談を言えるような余よ裕ゆうはなかったはずだった。

「……龍華様」

　深い息で紫し煙えんを吐はき出し、龍華は四海獄を手に取る。

「どうせ暇ひまなだけだろうから、活動を止めておいてやろう」

「な、何を！」

　龍華が、さらりと、ひょうたんを撫なでると四海獄は沈ちん黙もくした。

　暇だからといって、間ま違ちがっても四海獄は余計なことをする宝貝ではない。先の見えない待機命令に飽あきることもありえない。だが、龍華は四海獄の活動を一時休止させた。

「お前はよくやってくれたよ。だからお前に辛つらい思いをさせたくないんだ」

　龍華は大きく伸びをして、卓の引き出しから銀色の仮か面めんを取り出した。顔全体を覆おおうような仮面ではない。目と鼻だけを覆い隠かくすような仮面だった。目にあたる部分に穴あなはなく、目隠しめいて見える仮面だ。

　申し訳程てい度どに彫ほり込こまれた飾かざりも、この仮面が目隠しなどの拘こう束そく道具ではなく、装飾品であると弁べん明めいする為だけにつけられたように見えた。結果として独どく自じの禍まが々まがしさが銀色の仮面からは漂ただよっている。

　その装飾も一部ではあるが、まだぼやけた部分があり、龍華はその部分に手を加えはじめた。細い小刀を手に取り、ガリガリと力強く彫り込んでいく。
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「えらく不用心だな。もっとも鍵かぎを掛かけるような門もないか」

　少年と呼よぶことさえ躊躇ためらわれるような幼おさない子こ供どもが龍華の卓の向こうに突とつ如じよとして現あらわれた。

　まだ五歳になるかならないかぐらいの背せ格かつ好こうをしている。幼よう年ねんの皇こう帝ていが身につけるような色しき彩さい豊ゆたかな衣服を身につけているが、衣服に埋うもれ飾られた人形じみて見えないのは、その眼光の強さ故ゆえだった。

　龍華とて眼光の鋭さはかなりのものであったが、少年の眼光の深みには到とう底てい及およびはしなかった。

　少年の背はい後ごには、二人の青年が控ひかえている。

　ガリガリと仮面の飾りを彫り込みつつ龍華は答えた。

「これでも、馬鹿な狐きつねの類たぐいは侵しん入にゆうできないような仕掛けはしてあるんですがね。無礼なのは勘かん弁べんして下さいよ。五仙の一角である有ゆう巣そう様の御ご訪ほう問もんとあらば、今からでも応おう接せつ間まの一つや二つ、適当に建てますが？」

　五仙。仙人の頂ちよう点てんに立つ五人の仙人である。子供の姿すがたをしているがその実力は龍華と比くらべるまでもない強大さであった。

　龍華の言葉は冗談ではなかった。仮面から離はなした手を袖の中に入れ、ごそごそやりはじめる。有巣は龍華を制せいした。

「構かまわん。元より無礼は覚かく悟ごの上だ。その仮面は宝ぱお貝ぺいなのか？」

　仮面を再ふたたび手に取り、気もなさげに龍華は返答する。

「なあに、ただのお洒落しやれ装そう備びって奴やつですよ」

「仙界屈くつ指しの宝貝の造り手の仕事にしてはいい加か減げんだな」

「何において『屈指』なんですかね？」

　龍華は笑う。ふわりと有巣は宙を舞まい直接卓に座る。椅い子すらしい家具は龍華が座っているものしかない。そして自分の肩かたごしに龍華の姿を面おも白しろそうに見つめた。自や棄けになっているだけかもしれないが、肝きもの据すわりっぷりはたいしたものだと有巣は考えた。

　龍華は有巣の側そばに立つ二人の青年に目をやった。

「化か修しゆうですか。使い捨すてじゃない恒こう久きゆう的化修と見ましたが」

「そうだ。よく判わかったな」

「一時的にしか存そん在ざいしえないという、化修の前ぜん提てい条じよう件けんを無む視ししてるとこなんざ流石さすがは五仙様で御ご座ざいますな」

「解かい体たいして研究したいから一体寄よ越こせなんて言わんでくれよ」

「先手を打たれましたか」

「お前じゃ解体もできんし、万が一解体できても解かい析せきは無理だ」

　遠えん慮りよなく龍華は大きく舌した打うちをした。あまりの無礼さに有巣は怒おこる気にもなれなかった。

「さて本題に入るか」

「やはり下っ端ぱ仙人の工こう房ぼう拝はい見けん、ってわけじゃありませんでしたか」

「そこまで気さくじゃないし、下っ端の動向に気を遣つかうほど暇でもないんだ」

「当然でしょうな」

　他の五仙、神農あたりならば咳せき払ばらいの一つでもした後、厳おごそかに語りだしそうな空気だったが、有巣はただ面おも白しろそうに口を開いただけだった。

「五仙たる有巣が直じき々じきに勅ちよく命めいを持ってきてやったぞ。真っ赤も真っ赤、真っ赤っ赤な赤紙勅命だ」

　言葉のまま、有巣は赤い紙切れを袖そでから取り出し、無む造ぞう作さに放ほうり投げる。

　宙ちゆうを舞う紙切れは、不自然な動作を一いつ切さい見せず、それでも龍華の目前に舞い降おりる。

　龍華は勅命書を手に取った。

「勅命の受け渡わたしなんざ、そこいらの童どう子じにでもお言いつけになれば宜よろしいのに」

「流石に童子じゃ無理だな。うちの仙せん主しゆ級じゃなければ使者の役には立たない。なんせ人間界との狭はざ間まにある結界を越えなければならない任にん務むだからな」

　龍華の表ひよう情じようが引き締しまる。

　有巣は命じた。

「人間界に仙人が現れた。由ゆ々ゆしき事じ態たいだ、このまま放置はできん。仙人の名は和穂。龍華よ、和穂を討とう伐ばつしてくるんだ」

　既すでに決めていた覚悟だったのか、龍華の表情からは動どう揺ようは見て取れない。有巣は言った。

「師し匠しように弟で子しを討うたせるんだ。なかなか悪あく趣しゆ味みだろう」

　有巣は笑ったが、龍華は真顔で答える。

「いえ。感かん謝しやしております」

「他の五仙の中には、お前以外の仙人を討伐任務に就つかせようという意見もあった。

　だがな、あれだけ和穂に会いたがっていたんだ、お前が一番の適てき任にんだろ」

「…………」

　有巣の瞳ひとみから笑えみが消える。

「くだらぬ茶番は、これで終わりにしろ。鏡閃の一いつ件けんも含ふくめて、全すべてはお前の蒔まいた種だ。和穂を仙人化させて体を乗っ取った鏡閃は、お前への復ふく讐しゆう、お前の命を欲ほつしている。己おのれの始末は己でつけろ。仙界まで下らん騒そう動どうに巻まき込むな」

　勅命とは別にもう一枚まいの紙切れを有巣は龍華に投げつけた。

　五仙以外の何者にも解かい読どくできない複ふく雑ざつな文様が刻きざみこまれた符ふ。その符こそが人間界との間にある結界を突とつ破ぱする為ための符であった。ゆらりと有巣は卓たくから床に降りる。背を向け化修たちを従したがえつつ、この場から消え去ろうとした。

「龍華よ。お手て並なみ拝はい見けんといこうじゃないか。数多あまたの邪じや仙せんを殲せん滅めつ、封ふう印いんし、血祭りに上げたその手しゆ腕わんで、封ふう仙せん娘にやん娘にやんの名をほしいままにしたお前だ、期待しているぞ」

　言葉だけを残し、有巣たちの姿は消えた。巫ふ山ざ戯けた言葉だった。和穂討伐を命じてはいるものの、その意味は和穂、いや鏡閃に殺されて来いというものでしかない。龍華に復讐をとげさえすれば鏡閃は、和穂の肉体ごと自らの精せい神しんも滅ほろぼすだろう。

　そうすれば全てが終わる。

　しばし思し索さくにふけり、龍華は席を立った。そして、周囲をゆっくりと、ゆっくりと見回す。どれだけ見ても目に入るのは廃はい墟きよだけであった。

「意外だ。結けつ構こう名残なごり惜おしいじゃないか。もう二度とここには戻もどれないと思うと、胸むねに来るものがあるな」
















幕間　『鏡きよう閃せん討とう伐ばつ』










　仙せん界かい。人間界との間に結界が張はられる前の、少しばかり昔の話。
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　そこに居いたのはあまり見たい顔でもなかったので、龍りゆう華かは適てき当とうにあしらうと決めた。

「なんだか知らないが間に合っている。余よ所そをあたってくれ。では失礼する。その扉とびらに挟はさんだ靴くつを引っ込こめてくれないか。足ごと扉を閉しめてもいいんだが、前にそれをやってえらく逆さか恨うらみされたことがあったんで、一いち応おう警けい告こくするように決めたんだ。どうだい、意外と私も良りよう識しき派はだろ？」

　九きゆう遥よう山ざんに構かまえられた龍華の洞どう府ふ、九遥洞。今、その九遥洞の門を挟はさみ龍華と相対しているのは一人の道どう士しだった。

　白い道服を身にまとい見た目は十七、八の少女の姿すがたであったが、見たままの年ねん齢れいではなかった。仙人資し格かくを取る前の道士とはいえ、その姿のままの本ほん性しようである例は少ない。ひっつめた髪かみのせいで少しばかり釣つり上がった目はくったくがなく、見た目の姿のままの年相応の眼がん光こうに見えたかもしれない。

　だが、毒どく蛇へびの二、三匹びきも退たい散さんさせようかという、龍華の機き嫌げんの悪い眼光を前にして、爽さわやかな笑え顔がおを作れる時点で尋じん常じようならざる度ど胸きようの持ち主であることだけは確たしかだった。

「またまたぁ、龍華姉さんたら冗じよう談だんばっかり言って」

「燕えん寿じゆよ。誰だれが、龍華姉さんだ。お前は護ご玄げんの妹弟で子しだが、私とは何の関係もないぞ。判わかったな？　判ったら帰れ。私は留る守すだ。今、お前の相手をしてるのは留守番用の幻げん影えいだ。本物の龍華仙人は行方ゆくえ不明で、帰き宅たくの予定は不明です」

　いかに道士とはいえ、その程てい度どの噓うそが燕寿に通用するはずもなかった。

「ふっふっふ。今日は、私の師し匠しようの紹しよう介かい状じようを持参で来たんだから門前払ばらいってわけにはいかないよ」

　相手が悪いと諦あきらめたのか、紹介状の一言が効きいたのか、龍華は渋しぶ々しぶと門を開ける。
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　門の側そばでの立ち話で済すませてやろうかと龍華は考えたが、わざわざ燕寿の話を聞く為ためだけに時間を割さくのも馬鹿らしく思えた。

　それならば工こう房ぼうで仕事をしながら、適当に話を聞き流す程度で充じゆう分ぶんだろうと考え、やむなく龍華は燕寿を工房へと連れていく。

　龍華の工房は庭に置かれていて母屋おもやを通らずに、そのまま門から向かうことができた。

　案内されてというよりは、龍華の後ろから燕寿はヒョコヒョコとついて歩いているに過すぎない。そして燕寿は物珍しそうに庭を見回した。

「割わりと普ふ通つうだね。もっとこう武ぶ器きやらなんやらの物ぶつ騒そうな物が所ところ狭せましと並ならべられてると思ったのに」

　冗談という口調ではない。どちらかといえば期待はずれの空気が言葉にこもっている。

「お前さんは、私の洞府に何を期待しておったのか。いや、答えんでいい。道士の訪ほう問もん程度で応おう接せつ間まを使うのも面めん倒どうだから、工房で話を聞くぞ」

「どうぞ、お構いなく」

「ああ。これ以上構ってられるか」




　　　　＊




　工房の椅い子すに座すわり、燕寿は腰こしに着けた、ひょうたんを外す。このひょうたんは宝ぱお貝ぺいではあったが、道士に貸かし出される程度の物であり簡かん素そなできであった。

　燕寿はひょうたんの中から湯ゆ吞のみを二つ取り出し、その中にやはりひょうたんからお茶を注つぐ。

　茶を出す気は毛頭なかった龍華だが、自分の行動を予よ測そくされ、茶の準じゆん備びがなされていたことに軽く腹はらが立った。

　工房の卓たくを挟んで相対する龍華の形ぎよう相そうを気にも留めずに、燕寿は寛くつろいでいるのか、大きく伸のびをした。

「いやぁ、でも光栄だわ、龍華姉さん。私の名前を覚えていてくれたなんて」

　妙みように上等な茶は、こいつの気遣いではなく絶ぜつ対たいに師匠の気配りであろうと龍華は考えた。

「忘わすれるものか。新弟子のお披ひ露ろ目めの酒席で『目指す仙人は龍華仙人』なんてことをほざきやがって、座ざの空気を妙にしやがった馬鹿の名前だぞ。

　お前さんが悪いのに、どうして私がバツの悪い思いをせねばならんのだ。だから私は出席したくなかったんだよ。

　だいたい、ああいう時は師匠や兄弟子の名前でも言うものだろうが」

「だって、龍華姉さんも私の一門だと思ってたんだもん」

「冗談言うな。お前さんの一門は正せい統とう派はも正統派、私の所はキワモノ一門じゃないか。キワモノ過すぎて哀あわれんだお前の師匠が、お披露目に招待してくれたんだよ」

　判らないというより興きよう味みがなさそうに燕寿は言った。

「そこのところの関係はよく判らない。だってまだ道士だし。それに道士になる前の童どう子じの頃ころから龍華姉さんは有名だったんだよ」

　間ま違ちがえても尊そん敬けいされるような噂うわさで有名になっていたのではないと龍華は知っている。だが、どこにも物事を履はき違える奴やつは居いるのだ。ろくでもない噂を、武勇伝とでも勘違いしたのか。

「どうでもいいや。さっさと用よう件けんを済ませて帰りな。紹介状があるんだろ」

　こくりと頷うなずき、燕寿は袖そでから書状を取り出し龍華に渡わたす。受け取った龍華はサラリと書状を開き目を通す。

「あの師匠らしい几き帳ちよう面めんな文字だこと」

　達筆ではあるが細やかな文字に龍華は目を走らす。当然のごとく丁てい寧ねいな挨あい拶さつから始まる文面だった。

　読み進める内に龍華の顔が青ざめていく。

「おい、燕寿！　お前はこの書状の中身を知ってるのか！」

「道士預あずかりの依い頼らいでしょ、知ってるよ。お師匠様から説明して頂いただいてるから。師匠以外の新米仙人に、自分のとこの道士を数日間預ける習しゆう慣かんがあるんだってね。いきなり正式に弟子を取るってのもなかなか大変だから、何日か道士の世話をして、新米仙人に師匠としての訓練を積ませるのが目的だって」

「待て待て待て待て。そういうのは同じ一門でやることだ。お前さんの所には護玄という打ってつけの人材がいるじゃないか！　あいつは私と同期だから文もん句くもあるまい」

　燕寿は不服そうだった。

「ええぇ。護玄兄さんは真ま面じ目めだから、あんまり面おも白しろそうじゃないじゃないですか」

　うちじゃどんな面白い見世物が見れると思っていたのか、胸むなぐらを摑つかんで白状させてやりたいところだったがそれどころではない。道士の面めん倒どうを見るなどという厄やつ介かいごとはなんとしてでも御ご免めんこうむりたかった。

　そして燕寿は付け加えた。

「どっちにしろ護玄兄さんは、急に仙せん獣じゆうの調ちよう査さに出かけて、しばらく虎こ壮そう洞を留る守すにしてますよ」

「あの野や郎ろう、逃にげやがったな！」

　ケラケラと燕寿は笑う。龍華の言葉を冗談と受け止めたのだろう。冗談ではないし、龍華にとっては笑いごとでもない。護玄が駄だ目めなら、誰にこの厄介ごとを押し付けるか考えを巡めぐらす。

「そうだ！　お披露目の酒席に鷲わし鼻ばなで妙に声の高い仙人がいただろ？　あいつの名前は孫そん歳さいといって私や護玄と経けい歴れきは殆ほとんど変わらない。あいつは間ま抜ぬけだから、からかって遊ぶと面白いぞ。よし、孫歳のとこで世話してもらえ。なんなら、あいつをぶっ倒たおして仙人資し格かくを奪うばい取るってのはどうだ。そうすれば一気に面めん倒どう臭くさい道士生活ともおさらばできるぞ」

　仙人資格を奪えば奪った者が新たな仙人になれるという規き則そくは龍華とて聞いた記き憶おくはなかったが、気にはしていられない。

「駄だ目めですよ。あの人は私の一門や龍華姉さんの所みたいな神しん農のう系けいじゃなくて軒けん轅えん系の仙人じゃないですか。道士預かりは別系列じゃ駄目なんです」

「そうなのか、あいつは神農系仙人じゃなかったのか？　でも、そんな奴がどうしてあの酒席に居たんだ？」

「うん、あの人は護玄兄さんの知り合いってだけの理由で、ただ酒を吞のみに来てただけですよ」

「あのオトボケ仙人め、仙人の誇ほこりはないのか！」

　本ほん格かく的に困こまったと龍華は思案した。適当な仙人を推すい薦せんして逃げ切りたいが、生あい憎にくそうそう適てき任にん者に覚えはなかった。

「今思えば、新弟で子しお披露目にしちゃおかしかったんだ。お前の師し匠しようの目は弟子を見る目つきじゃなかったな。あれはどう見ても、初はつ孫まごを愛めでる爺じい様さまの目つきだったぞ。孫の間抜けな我わが儘ままに、困りつつも満まん更ざらでもないってことか。箱入りの我が儘娘むすめを他人に預けようとは全くもってはた迷めい惑わくな」

「えぇぇ、私は我が儘なんて言いませんよ。だったら好き勝手やってる龍華姉さんはもっと我が儘でしょ。それに師匠なら弟子の望みを聞いてあげようとするのが普ふ通つうですよ」

　痛いたい痛い、頭が痛い。世間一いつ般ぱんではもしかしたらそうなのかもしれないが、実体験に基もとづく龍華の知ち識しきでは、師匠と弟子は不ふ俱ぐ戴たい天てんの天てん敵てきのような関係でしかなかった。

　腕うで組ぐみしながら龍華は観念した。

「仕方ない」

「ありがとうございます、しばらくお世話になります！」

「勘かん違ちがいするんじゃない」

「？」

「お前の師匠殿どのの紹しよう介かい状じようってのは、あくまで依頼状に過すぎない。師し弟てい関係でもない仙人相手なんだから、もとより命令できる筋すじ合あいじゃないしな。つまり断ことわるのはこっちの勝手だ。

　まあ、お前の師匠ってのには少しばかり恩おん義ぎがあるんで、ちょっとぐらいの頼たのみならきいてやりたかったが、これは面倒過ぎる」

　燕寿は龍華の言葉に納なつ得とくしない。

「道士預あずかりをやってないと、龍華姉さんも弟子を取る時に色々大変なんじゃないんですか？　師匠が言ってました」

「そこが誤ご解かいの第一歩だ。だいたい、私は弟子を取る気なんてさらさらないんだ。弟子を取った時の練習なんざ必要じゃない。師匠殿も私のキワモノ一門じゃ、道士預かりなんてできないだろうと考えて気を遣つかってくれたんだろうさ。気持ちは有り難がたいが、有り難迷めい惑わくだったな。……可愛かわいい弟子の我が儘に、首を横に振ふるのが嫌いやなだけだったのかもしれんが」

「私は別に師匠に甘あまやかされていませんよ」

　言い返したかったが、師匠と弟子の関係について龍華は語れる程ほどの経けい験けんはない。だが、少なくとも燕寿の師匠殿は、兄弟子たる護玄の教育にはもう少し厳きびしかったはずだ。とはいえ、初歩の雷らい撃げき法の教本を渡しただけで獰どう猛もうな魔ま獣じゆうの棲すむ洞どう窟くつに放り投げるという、自分の師匠の厳しさとは全く異い質しつの、常じよう識しき的な厳しさだったが。

「甘やかされてない？　それじゃ雷撃法も苦労して覚えたか？」

「はい、一日四時間ずつ二週間みっちりやりましたよ。そりゃ四時間の間に途と中ちゆうで休きゆう憩けいぐらい挟はさみましたが、覚えるのは大変でした」

「五十六時間で習得か。私よりちょっと早いが、たいしてかかった時間は変わってないな」

「でしょでしょ。だから特に甘やかされてるわけじゃないです」

「私の場合は二週間じゃなく二日と半日だった」

「？」

　どうでもいいと龍華は手を振る。

「さて困ったぞ。他の仙人なら『お断ことわりだ』の一文で済すますんだが、相手が相手で丁てい寧ねいな書状まで頂いただいておるしな。あんまり無礼な返書も出せんぞ。おい燕寿、お前ならまともな書状の書き方も習ってるだろ、代わりに断り状を書いてくれ」

「嫌ですよ」

　当然と言えば当然の反はん応のうだった。だが龍華が想そう像ぞうしたほど燕寿は断りの言葉に驚おどろいていないようだった。

「……嫌な予感がするな。最後の切り札を隠かくし持ってる奴やつの余よ裕ゆうを感じるぞ」

　にこりと燕寿は笑った。

「流石さすが、龍華姉さん読みが鋭するどい。もう一通の書状を預かってきてます。はいどうぞ」

　言葉の通り袖そでからもう一通の書状を取り出し燕寿は龍華に渡わたす。署しよ名めいのない書状に龍華はとてつもない不ふ吉きつさを感じる。

　目を走らす程の長い文章は書かれていなかった。当然挨あい拶さつの類たぐいも記されていない。そこには単たん純じゆんに『預かれ』の一言と『師匠命令』の判はん子こが押おされていた。

　燕寿はこくりと頷うなずく。

「そりゃそうでしょうよ。いきなり自分の一門じゃない仙人に道士を預かれなんて依い頼らいはしないもんね。当然、龍華姉さんの師し匠しよう殿に一言相談するのが当然ですよね。でも、即そつ決けつで快かい諾だくして下さったって師匠は言ってました」

　ぴしっ。

　怒いかりで龍華の血管が切れた音だと燕寿は確かく信しんしたが、実じつ際さいには師匠命令の書状に亀き裂れつが入った音だった。両手で鷲わし摑づかみにされた書状は引き裂さかれグシャグシャになる。

「道士から仙人になり、一人前に洞どう府ふを構かまえて、やっと奴とは縁えんが切れたと思って、せいせいしていたのに、まだ私に嫌いやがらせをしようというのか！」

「おぉ！　実の師匠を『奴』呼よばわりだ！」

　燕寿の声が龍華に届とどいているのか定かではなかったが、書状を読んだせいで、だいぶ頭に血が昇のぼっているのは確たしかだった。

「一いち応おう、師匠だから遠えん慮りよしていたが、奴にはちょいと痛い目にあってもらう必要があるようだな！　燕寿、奴の洞府に殴なぐり込みを掛かけるぞ！」

　残念ながら燕寿には龍華を押し止めることはできなかった。こんな面おも白しろそうな騒そう動どうを押し止める理由など思いもつかなかったからだ。
















「期待通りよ龍華姉さん、師匠の洞府に殴り込みなんて、他ほかの仙人の所じゃ絶ぜつ対たい起きない！」

　もはや道士預かりの件けんは二の次になりはじめている。今はいかにして自らの師匠を討うち滅ほろぼすかしか龍華は考えていない。

「これが奴の洞府、一いつ色しき洞の見取り図だ」

　龍華がドスドスと小こ突づくと卓たくの表面が純じゆん白ぱくに光り、そこには一色洞の地図が浮うかび上がった。邪じや魔まだとばかりに卓の上に置かれていた細々とした工具や材料を端はしっこに押しやる。

　かなり怪あやしい雲行きに、龍華の腰こしに括くくられていたひょうたん、四し海かい獄ごくがおずおずと口を開く。

「あの、龍華様。いくらなんでも師匠の洞府に殴り込みはまずいんじゃないでしょうか？　道士様への教育上もよろしくないかと」

「おう、四海獄。丁度いい、この間、完成したばかりの刀を出してくれ。あれで奴を血祭りに上げてやる」

　やはり、まともに声は聞こえていないようだ。自分が抵てい抗こうしてどうなるものでもないと四海獄は観念する。隣となりに居いる道士様に説得を頼たのむのは無む駄だ手で間まだろう。

「判わかりました。少々お待ちを」

　一いち陣じんの風と共に一ひと振ふりの刀が、ひょうたんの中から姿すがたを現あらわす。龍華は受け取り、無む造ぞう作さに腰帯に差し込んだ。一人、燕寿は感かん嘆たんの声を上げた。

「おおおぉ！　これが仙せん界かいに名高い『龍華の宝ぱお貝ぺい』なんですね！　数多あまたの邪仙を冥めい府ふに叩たたき落とし、混こん沌とんの具ぐ現げん化、志こころざしのない技ぎ術じゆつの無意味な暴ぼう走そうと謳うたわれる、龍華の宝貝だ！」

　やはり言われていたのか、言われていないはずもないと四海獄は思ったが、面と向かって聞いたのは初めてだった。その中に自分も含ふくまれているのかと考えると、四海獄は存そん在ざいしない胃いが痛いたむ思いだった。

　しかも龍華は特に反はん論ろんせず、腰に着けた鞘さやから刀を抜ぬき放つ。

「この刀はちょいとした自信作さ」

　その自信作の刃やいばを指し棒ぼう代わりにして、龍華は一色洞攻こう略りやくの説明に入る。

「さて、この一色洞だが堅けん牢ろうな防ぼう御ぎよ機き構こうが働いていて、少しぐらいの攻こう撃げきじゃびくともしないようにできている。普ふ通つうの仙人ではなく仙首級の洞どう符ふと思ってくれていい。だが、絶対の防ぼう御ぎよ能力というより、特定の仙人を想定した防御機構が働いているんだ。

　想定されているのはどうやら私らしい。道士の修しゆ行ぎよう中に、私の技わざの得意不得意やら癖くせを調べあげて、それに最もっとも効こう率りつよく対応出来るように防衛線が張はられているんだ。全くもって嫌な師匠だろう。どこの世界に弟で子しの襲しゆう撃げきを用心する師匠が居いるんだ」

　龍華の師匠の察しの良さに燕寿は驚おどろく。いや、恐らく修行中の龍華を見ていれば当然の反応だったのかもしれない。だが、燕寿は適てき当とうに話を合わせておくことにする。

「酷ひどいですねえ、弟子を信用してないなんて」

「うむ。だが心配はいらない。生きるか死ぬかの辛つらい修行中の息抜きとして、一色洞の防御機構に色々と細工をしておいた。お前さんが私の偽にせ者ものとして防御を引き寄よせている間に、私の仙せん術じゆつで突とつ破ぱ点てんを作る。む？　道士じゃろくな術が使えないか。縮しゆく地ち法ぐらいで飛行術もまだ習ってないな？」

「はい、攻撃に使えそうな雷らい撃げき法も初歩の初歩しか習ってません」

　龍華は頭を少し搔かき、僅わずかに思案する。

「まあいい。私が飛行術と火か炎えん術を適当に教えてやろう」

　龍華直じき伝でんで技を教えてもらえるのだ、燕寿は飛び上がらんばかりに喜ぶ。

「ありがとうございます！　でも、飛行術と火炎術は正式な仙人にならないと伝でん授じゆされないんじゃなかったですか？」

「気にするな。私以外の仙人の前で使わなければ問題はない。まあ、万が一、術を使っているのがばれてしまったら」

「……ばれてしまったら？」

「その時は『龍華仙人の書庫に忍しのび込んで勝手に覚えました』で切り抜けろ」

「いや、それで切り抜けられるのは龍華姉さんで私は切り抜けられないじゃないですか」

「心配するな。『龍華仙人に教えてもらいました』なんて言っても信用する奴やつは居ないよ。違い法ほう伝授云うん々ぬん以前に、修行中の道士に、仙人用仙術を仕し込こむなんて面めん倒どうをわざわざ私がするなんて誰だれが信じるか」

　流石さすがの燕寿も少し慌あわてる。万が一ばれて破は門もんにでもされたら一いち大だい事じだ。

「待って待って龍華姉さん」

「今さら何を怖おじ気けづいてる。師匠に歯向かうという大たい罪ざいを犯おかすからには、それぐらいの覚かく悟ごがなくてどうする」

　そんな無む茶ちやをする仙人は皆かい無むなので、特に大罪とされているのではないが、燕寿には龍華の勢いきおいだけで迸ほとばしる言葉を疑うたがう術すべを持たない。

「歯向かうのは龍華姉さんの師匠であって、私の師匠じゃないですよ！　うちの師匠に恨みなんてないんですから！」

　龍華は刀の切っ先を燕寿の顎あごに当てた。

「嫌なら構かまわないぞ。その代わり道士預あずかりの件は、そっちから辞じ退たいしてくれ。一色洞襲撃に使えないのなら、お前になんぞ用はない」

　可哀かわい想そうだがこういう話の流れになっては、道士様も退たい散さんするしかないと四海獄は考えた。龍華仙人はある意味、単たん純じゆん明めい快かいだが頑がん固こであることに間ま違ちがいはない。道士預かりの件が流れれば、一色洞を襲撃する意味もなくなるのであり、一色洞襲撃が行われないのなら禁きん則そくを破やぶって道士様も術を教わる必要がなくなる。全すべては収おさまるべき場所にきっちりと収まるのだ。

　泣きそうになりながらも燕寿は答えた。

「判りました、ばれないように気をつけます」

　幸か不幸かは別問題として四海獄には、痛める胃と同じように、疑うべき耳もなかった。

「うむ、良い心がけだ。ならば道士預かりを引き受けてやろう」

　無駄だと知りつつ四海獄は口を挟はさむ。

「龍華様、本気なのですか？」

「何を言うか。私はいつだって本気なんだよ」
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「目的を履はき違えるなよ、燕寿。飛行で手て一いつ杯ぱいじゃ肝かん心じんの攻撃ができんではないか。飛行印にかかりっきりになるな」

「わ、判っちゃいますが落ちちゃうじゃないですか！　それにこんな所で練習してて、誰かに見つかったりしませんか？　ばれないように屋や敷しきの中で教えて下さいよう」

　九遥山の東の崖がけっぷちで龍華は燕寿に飛行術を仕込んでいた。

　崖の下には森が広がり高さがどの程度あるか確たしかではなかったが、落ちれば只ただでは済すまない。見つかる見つからないより、この高さが燕寿を怯ひるませる。

　崖の上ではどうにか飛べる燕寿であったが、崖の向こう側で飛ぼうとすると途と端たんに安定がなくなる。

「九遥山に顔を出すような物好きは滅めつ多たにいないから安心しろ。お前のじゃ浮ふ遊ゆう術だ。万が一落下しても他の術でどうにかすればいい」

　どうにかする術は、まだ恐おそらく習ってはいない。どうにかする術まで教えるような手間を龍華はかけない。

　悲鳴を上げつつ崖の周りを行ったり来たりする燕寿を見ながら、龍華は大岩の上に片かたひじついて横たわっていた。徳利とつくりの準じゆん備びは万ばん端たんで酒を吞のみつつ燕寿に指し示じを出す。

「しょうがないな。出来るだけ上空に上がってそこで術を解とけ。落下中に火炎術を打ってまた飛行印を組んでみな。飛行印なしでどれぐらい浮ういてるか判わかれば、少しは気が楽になるだろ。もし、もたついて飛行印が地面への激げき突とつまでに間に合わないようならば、私が助ける」

　悲鳴と共に疑わしき視し線せんが燕寿から龍華に届とどく。

「そう言いつつ、危あぶなくなっても何もしないって魂こん胆たんなんでしょ？」

「利口過すぎると色々損そんするぞ。墜つい落らくした後に仙せん丹たんぐらいなら食わせてやるから」

　ゆるりと上体を起こし、龍華は岩の上に座すわり直す。

　勘かんが良い燕寿は、無む理り矢や理り上空に巻まき上げられ、度ど胸きようを付ける為ためにそこで飛行術だけ封ふう印いんされるのではないかと警けい戒かいする。

「落ちても大だい丈じよう夫ぶそうな高さで練習、ってわけにはいきませんか？」

　欠伸あくびをかみ殺しながら龍華は答えた。

「なんか水練の授じゆ業ぎようみたいになってきたな。飛行術を封印したりしないから、崖の向こうで飛んで来い」

　言って龍華は杯さかずきをあおる。

　面倒そうな龍華に四海獄は尋たずねた。

「あの道士様、使い物になりますかね。火炎術の飲み込みの早さを拝はい見けんします限かぎりには優ゆう秀しゆうな道士様のようですが、仙人と仙人の実戦で、いきなり囮おとり役やくは難むずかしいのでは？　それに他の術の知ち識しきなしで飛行術を使えってのは酷こくな話なんじゃないでしょうか？」

　連続して出る欠伸を龍華は隠かくしもしなかった。

「んなこと言い出したら、いつまでたっても実戦には出られないぞ。やっぱりこういうのは勢いきおいだな」

「飛行術を覚える為の度胸の話でございますか？」

「いや、燕寿じゃなくて襲しゆう撃げきの件けんの話だ。勢いに任まかせて襲撃なら面おも白しろかったんだろうが、こうやって準じゆん備びに手間をかけてると、だんだん飽あきてくるな」

　ここは下手に口を挟まない方が得とく策さくだと四海獄は判はん断だんした。『左さ様ようです、襲撃などお止やめになられた方が賢けん明めいかと存ぞんじます』と言葉にして、逆ぎやくに意地になって襲撃計画を遂すい行こうする危き険けんを考こう慮りよしたのだ。四海獄は龍華は信念のある仙人だと思っている。ただ、結けつ構こう飽きやすいのだ。

「しょうがない、しばらく雑ざつ用ようにでもこき使って道士預かりを終わらせるか」

　と、その時。龍華や燕寿とは別の気配が一いち陣じんの風と共に現あらわれた。

　気配の主は一人の童どう子じだった。童子は龍華の寝ね転ころぶ岩の前で深々と礼をする。

「突とつ然ぜんの訪ほう問もん、失礼いたします」

　全然驚きもせず龍華は答えた。

「しまったばれたか。燕寿、見つかっちゃったよ、命運尽つきたな」

　飛行術が身につきはじめたのか、突然の事じ態たいに気が動転しつつも燕寿の体は宙ちゆうに浮ういたままだった。

　童子は振ふり向き燕寿を見る。

「お弟で子し様ではないですよね。あ、道士預あずかりでございますか。……ところで命運ってなんですか？」

　童子は惚とぼけていない。道士になる前の童子である。飛行術が道士に禁きんじられていると単たん純じゆんに知らないのだ。

　龍華は親切に説明を始めた。

「うん。本来、飛行術というのは仙人資し格かくを」

「おっと危ない！」

　燕寿の両手から放たれた、素す早ばやい火か炎えん術じゆつが龍華に飛ぶ。もとより威い力りよくの知れた攻こう撃げきであり、龍華は軽く火球を弾はじく。

「おっかない奴やつだな。口封じか」

「洒落しやれにならない冗じよう談だんは勘かん弁べんして下さいよ！」

「お。飛行術と火炎術を同時に展てん開かいできたじゃないか、仙人資格もない道士でそこまでやるなんて才さい能のうあるよ。よくやった燕寿道士」

　御ご丁てい寧ねいに名前まで披ひ露ろうされて流石さすがの燕寿の頰ほおもひくつく。

　童子は一人、ぽかんとしている。燕寿は冷や汗あせを流しながら考えた。この童子が道士になる前に仙人資格を取得しなければ、少しばかり厄やつ介かいなことになるのではないか？　仙人にさえなってしまえば、笑い話で済すませるだろうが、現げん状じようはあまりにも危あやうい。

　龍華は尋ねた。

「用件はなんだい？」

　燕寿からの熱い視線を不思議に感じつつ、ぺこりと頭を下げ、童子は懐から赤い紙を取り出す。

「龍華仙人。邪じや仙せん討とう伐ばつの勅ちよく命めいが下っております」

「そうかい。お使い御苦労」

　勅命の赤紙を龍華は読む。

「ふむ。標的の名前は鏡きよう閃せん。罪ざい状じようは人間界への逃とう走そう。罪状がこれだけってことは、仙界で何かをしでかして逃走ってんじゃないんだな」

　童子は頷うなずく。

「はい。鏡閃は人間界に降おりられてから、仙界への復ふつ帰き期き限げんを長期に亘わたって越こえておられます。

　再さい三さんの警けい告こくを無視し続けた結果、邪仙認にん定ていされました。龍華仙人には鏡閃の強きよう制せい送そう還かんか、送還を受け入れない場合は討伐をお願い致いたします」

　この勅命に書かれている情じよう報ほうは少なかった。それは鏡閃に関する情報の入手が困こん難なんなのではなく、特記事じ項こうがないだけの話であった。勅命書に載のせられない情報を童子から言伝される例も過か去こにあったが、今回はその様子もない。油ゆ断だんする気は毛頭なかったが、裏うらがありそうな一件ではないだろう。

　一色洞襲撃の取りやめで溜たまった憂うさを晴らすには適てき当とうな仕事かもしれない。

「人間界に無用な混こん乱らんを巻まき起こさない為に、第十二等仙術までと、『適切な』宝ぱお貝ぺいの使用許きよ可かも降りてるか。楽勝だな。了りよう解かいした」

　一礼して童子は、一陣の風を残して姿すがたを消す。

　さてと、龍華は思案した。ぷかぷか浮きながら、初めて見る討伐勅命に瞳ひとみを輝かがやかせている道士様も、仕事に連れていかなければならないのだろうか？
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「嬉うれしいわ龍華姉さん、絶ぜつ対たい留る守す番ばんでもやらされると思ったのに、討伐に連れていってくれるなんて」

　杖つえを出すのは面めん倒どうだったので、刀を入れた鞘さやの先で、龍華は複ふく雑ざつな図形を地面に描かいていた。

「お前のような手合いは、目の届とどく所に置いておかんと何をしでかすか判わからないからな」

「凶きよう悪あくな邪仙とそれに相対する封ふう仙せん娘にやん娘にやん！　まさかこの目で見られるなんて！」

「その呼よび方は止めてくれ」

　ガリガリと図形が描かれていく。

「ねえねえ、邪仙と戦う時の注意点とかはないんですか？」

「仙人と仙人の戦いだ。巻き添えをくらったら、半人前の道士様には万に一つも生き残る可か能のう性せいはないな。それが注意点だ」

　割わりと本気で言ったつもりだったが燕寿は冗じよう談だんと解かい釈しやくして笑い転げる。自分に都合の悪い話はとりあえず冗談として済ませようというやり方らしい。

「いざとなったら龍華姉さんが守ってくれるんでしょ？」

「まあな。相手が弱けりゃ適当に守ってやるが、強かったら諦あきらめろ。最悪の場合、私の身の安全を優ゆう先せんさせる」

　やはり燕寿は笑う。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、龍華姉さんの手は煩わずらわせませんから。こんなこともあろうかと、実戦でも充じゆう分ぶん使える防ぼう御ぎよ用の符ふを師し匠しようから沢たく山さんいただいて来てます。まともな仙せん術じゆつは無理でも符ならば私にだって使えます」

　龍華はげんなりとした。鋭するどい読みではあるが、たかだか道士預かり程てい度どでどれだけ用心されていたのだろうか。

「お優やさしい師匠をお持ちで、羨うらやましい限かぎりですな。まさか無事にやってるかどうか、気配を消して見守ってるんじゃあるまいな」

　燕寿の周囲で龍華は刃やいばを振り回したが、残念なことに手て応ごたえはなかった。流石さすがにそこまで過保護ではないらしい。ヒュンと刀を一いつ閃せんし刀身を鞘に収おさめ、再ふたたび図形の作成に戻もどる。

「ま、こんなもんだな。燕寿、その陣じんの真ん中に立て」

　それほど大きい図形でもなかったが、燕寿は飛行術を使って陣の中心部の空白に飛び込む。燕寿が図形の一部でも踏ふみ崩くずしていないかを確かく認にんしてから龍華も陣の中心に立つ。

「なんか緊きん張ちようしてきました！」

「しっかり術者である私に捉つかまってないと、界から界への移い行こうの途と中ちゆうで虚きよ無むの異い世せ界かいに振り落とされる危き険けんがある。ってのはちゃんと勉強して知ってるようだな。だが、後ろから羽は交がい締じめにされてると肝かん心じんの術が使えないんですがね道士様」

　逃にげようとする泥どろ棒ぼうを逃のがすまいという勢いきおいで燕寿は龍華にしがみついていた。龍華に言われて渋しぶ々しぶ肩かたに回していた手を離はなして首に回す。

「では、お前に絞しめ殺される前に始めるか」

　龍華は術を唱え始める。

「龍華姉さんの詠えい唱しようってかなり無む茶ちやがありますね」

「そうかな？」

　返事があったことに燕寿は驚おどろく。詠唱中に無駄口を挟はさめることが既すでに常じよう識しき外れであった。

　こんなことをして術の精せい度どは大丈夫なのか燕寿は不安であった。これでは人間界どころかどこの異世界に吹ふっ飛ぶか知れたものではない。これ以上、口を挟むのは危険と判はん断だんした燕寿は地面の陣形に目をやった。

　この陣の描き方もかなり乱らん暴ぼうな代しろ物ものであると、燕寿は気がつく。

「なんか、お留守番でもいい気がしてきましたよ」

「そうかい。じゃ降りるか？　あ、陣が発動したからもう遅おそい。観念しな」

　詠唱に誘いざなわれ、地面に描かれたただの図形に仙術的な力が宿る。そして図形が活いき陣と化す。

　龍華は刀を鞘ごと地面に突つき刺さし、陣を抜ぬく。

　時間感覚、空間感覚が一いつ瞬しゆんにして消しよう滅めつし、知覚の外にある光と音の奔ほん流りゆうが全てを洗あらい流し、龍華たちを無に帰す。

　だが瞬まばたきを超える長きに亘わたる無の存そん在ざいは許ゆるされない。純じゆん然ぜんたる無は、理によって埋うめつくされる。無に帰した龍華を埋めつくすのは龍華という存在の理であった。




　そして龍華たちは森に居いた。

「やっぱり女だな。髪かみの乱みだれが気になるか？」

　龍華の隣となりでは燕寿が、懐ふところから出した手鏡を必死になって覗のぞきこんでいる。あれだけ乱暴な描き方をされた陣だ、人間界に出現した時に、髪形どころか目や鼻の数に狂くるいが生じても不思議はなさそうだった。

　少なくとも外見上に問題はないと確認して燕寿はほっとした。

「かなり無茶な陣でしたよ！　書式が無む茶ちや苦く茶ちやじゃないですか」

　龍華は周囲を見回した。

「細かいことは気にするな。勅ちよく命めいの時ぐらいしか陣を抜いての移動はしないんだ。いちいち正式な書式を覚えてられるか」

　正式かどうかという段だん階かいの話ではなく、陣として無茶苦茶だと燕寿は指し摘てきしていたのだが龍華は取り合わない。失敗したのならまだしも、無事に移動に成功しているのだ。
















「龍華姉さん、ところでここはどこです？　人が入ったこともないような物もの凄すごい山やま奥おくのようですが？」

　ふむ。と、龍華は顎あごを撫なでる。

「どこだここ？」

　笑うべきだ。これは冗じよう談だんに違ちがいないから笑うべきだと燕寿は努力したが、そう簡かん単たんにはいかなかった。

「どこって、陣を作ったのは龍華姉さんじゃないですか！」

「怒おこるな怒るな。せいぜい数百里程ほどの狂くるいしか出てないはずだ」

　燕寿は一息吐く。確たしかに焦あせる必要はない。仙界の魔ま境きようならともかく、ここは人間界だ。間違っても仙人が遭そう難なんなんてするはずはない。

「そうですよね、まあ落ち着いて、勅命に記されている鏡閃の居い場ば所しよに向かいますか。感づかれないように注意して、奴やつの動向を見て仕し留とめましょう。ありゃ困こまったな。感づかれないように仙気を消したら、飛行術どころか縮しゆく地ち法も使えないじゃないですか。気配を消しながらの仙術ってどうやるんですか？」

　燕寿から少し離はなれて龍華は歩きはじめていた。森を抜けようとしているのなら燕寿もついて行くところだが、どうもそうは見えない。まるで適てき当とうな木を探さがしているように、周囲をうろうろしている。

　そして、丁ちよう度どいい大木を見つけたのか腰こしに着けた刀を抜き放ち、斧おのを使うように大木に向かい刀を振ふるう。

「あの、龍華姉さん。何をしてらっしゃるんです？」

「見ての通りだよ」

「鏡閃討とう伐ばつの仕掛け作りですか？　でもそんな木を伐きってどうするんです？」

　流石さすがは宝ぱお貝ぺいの刀。通常の刀では考えられないような力強さで大木に刺し込み、あっという間まになぎ倒す。

　わざわざ切り倒した木は何な故ぜか龍華の足によって蹴けり転がされ、そのまま山の斜しや面めんを転がっていった。

「見て判わからないか？　碁ご盤ばんを作ってるんだよ」

　用事があったのは切り株かぶだった。切断面をまたしても刀によって奇き麗れいに面取りし、その刃やいばによって碁盤の路みちをきっちりと刻きざみこむ。邪仙討伐中の状じよう況きようでこの行動の意味を見て判れというのも無理な話だ。

「……碁盤を作って何をするんですか？」

　心底呆あきれた顔で龍華は言った。

「大だい丈じよう夫ぶかい道士様？　碁盤を作るのは碁を打つ為に決まってるだろうが。まさか碁が打てないなんて言うなよ。碁の弱い仙人は居ても、碁の打てない仙人なんて居ないからな。

　四海獄、適当な椅い子すと碁石を出してくれ」

　いまいち燕寿は状況が飲み込めない。どうも自分と龍華で碁を打つようだ。

　切り株の高さにあつらえたかのように、丁度いい高さの椅子に燕寿は座すわった。対面には龍華が座る。やはり燕寿は納なつ得とくがいかない。「こんなことしてる場合じゃないのでは？」

「心配するな、ちょっとした時間稼かせぎだ。討伐任にん務むをさぼろうってわけじゃない。いいからお前から打ちな」

　邪仙討伐の任務とは懸かけ離れた吞のん気きな空気が流れるが、龍華の指し示じに従したがう他ほかはなかった。燕寿は言われるままに黒石を手に取る。




　　　　＊




「いやいやいやいや、本当に誤ご解かいなんだってば、やましいとこなんてこれっぽっちもないんだから。大だい体たい、お前が思ってる程、俺おれはもてないんだって。え？　そりゃ祝しゆう言げんをあげてからの方が、前よりもてるようになったのは不ふ思し議ぎだねえ、とかなんとかを隣となりの旦だん那なと話してたのは事実さ。だからってそれが浮うわ気きの証しよう拠こになんかならないでしょうが。他に証拠なんてないでしょ。いやだから開き直ってるんじゃなくてね」

　来た。でも遠い。正確な位置が判ってないのか？　警けい戒かいしてるのか？

「いや、だからどうすりゃいいの？　謝あやまればいいわけ？　いやいやいやいやだから、謝らなきゃいけないことなんかしてないんだってば。本当だって、信じてちょうだいよ。子供が生まれたんだからもっとしっかりしろって？

　そう言われても、本人はしっかりしてるつもりなんだけど、そんなに頼りないか？　あぁ、甲か斐い性しようがないのは判ってるってば。でもこればっかりは商売が軌き道どうに乗るかどうかの問題であってだね」

　一人じゃない。二人組か。いや、違う。片方の気配が弱い。仙せん獣じゆう使つかいか？　どうする。

「いつ軌道に乗るの？　って、それに答えられれば苦く労ろうはないって話でしょ。大だい丈じよう夫ぶ、どうにかなるから。もうちょい金が貯たまったら畑でも借りて食料だけはなんとかするからさ。まだ貯金も残ってるでしょ。判った判った、貯金は三年分ぐらいあるよね？　あと、二年ほど頑がん張ばって商売の芽めが出ないようなら諦あきらめるからさ。違う違う違う、浮気の話を誤ご魔ま化かしてるんじゃないってば。本当に信じてくれよ。まあまあまあまあ、取とり敢あえずお前も酒でも吞のみなさいよ。おお、いい吞みっぷりだねえ」

　説せつ得とくできるか。迎げい撃げきできるか。ここに来させるわけにはいかない。

　鏡閃は指をぱちりと鳴らす。途と端たんに女は卓たくの上につっぷし、手に持った杯さかずきが床に落ちて割れる。

「……悪いがしばらく眠っていてくれ。必かならず帰ってくる」




　　　　＊




　バシッ、バシッと手は進む。

　燕寿には意外だったが龍華の碁は緻ち密みつだった。無茶な手による無理な狙ねらいを緻密な掩えん護ごで成立させる手て筋すじは相手をしていて面おも白しろかった。先手を貰もらっていなければ相手にならなかっただろうが、どうにか龍華を相手に燕寿は立ち回れた。

　燕寿は言った。

「道士だから、もっと弱いと思ってましたか？」

「こんなものは道士でも強い奴は強いさ。護玄の妹弟で子しだから、弱いとは思っていたな」

　ぶんぶんと燕寿は顔の前で手を振ふる。

「あぁ、護玄兄さんはうちの一門でも別べつ格かくですから。あれだけ仙術論ろんに精せい通つうしてるくせに論外に弱いじゃないですか」

「弱いねぇ。最初は喧けん嘩かを売ってるのかと思ったよ。お前さんがまともな打ち手で助かった。これなら時間を潰つぶせる」

　時間を潰して何をしたいのかは燕寿には判わからない。局数を重ねるうちに時間だけが過すぎていく。陽ひの光も落ち周囲は暗くなったが、切り株の碁盤の周囲だけは白い光に包まれていた。

　途と中ちゆう、道に迷まよった狸たぬき狩がりの猟りよう師しをからかって遊んだりしたが、特に何も起きない。

「ねぇ、龍華姉さん。そろそろ何をしようとしているのか教えて下さいよ。さっきの狸猟師をからかったのも関係ないんでしょ？」

「狸のふりして脅おどかしてやったが、詫わびにちょっと福を授さずけといた。まあ、間の悪い奴ってのはどこにも居いるもんだな。当然あいつは何の関係もない」

「だったら」

　龍華は唇くちびるの前に指を立て、燕寿の言葉を遮さえぎる。

　闇やみの中に何かが居る。龍華は平気な顔だったが、燕寿は首筋の産うぶ毛げが逆さか立だつような感覚に襲おそわれた。長時間の碁で惚ぼけていた。私は邪じや仙せん討伐に来ていたのだ。龍華の調子に乗せられてしまい目的を忘わすれかけていた。だが、気を引き締しめたところで気配の異い様ようさは際きわだっていると燕寿は考えた。

　純じゆん然ぜんたる仙人の気配とは違う。何かこう原初的な力ののたうちを感じる。

　いまだ碁盤から目を離さず龍華は言った。「何度も何度も繰くり返して嫌いやになってるだろうが、言うぞ。鏡閃、仙界に戻もどれ。初見の相手を呼よび捨すてにして無礼な奴と思うかもしれんが、そこは勘かん弁べんしてくれ。今や貴き様さまは邪仙認にん定ていされてるんだ」

　闇の中で何かが光る。うすぼんやりとした燐りん光こうのような緑色の小さな光が二つ。龍華に返答する声の出所は燐光のすぐ下だった。燕寿は燐光が眼がん光こうだと判はん断だんした。

「頼たのむ。見み逃のがしてくれ」

　鏡閃より碁が大事だとばかりに、龍華は碁盤を覗のぞきこんだまんまだ。

「私にそっちの方の権けん限げんがないのぐらい承しよう知ちだろ。今までの奴やつと私が違ちがうのは、私にはお前を処しよ罰ばつする方の権限を与あたえられてるってことだ。わざわざ、地上に降おりた私たちの仙気を追ってやって来てくれたのに悪いが、うまい具合に言いくるめようとしても無む駄だなだけだよ」

　燕寿は呆れた。

「龍華姉さんは自分で捜さがすのが面めん倒どうだから、向こうがやって来るのを待ってたんですか？」

　ぷい、と顔を上げて龍華は煙管きせるを取り出し息を吐はく。

「ま、そういう魂こん胆たんだった。それと討伐相手の前であんまり軽々しく名前を出すもんじゃないぞ燕寿道士様。仕し留とめそこねると逆さか恨うらみされてこじれるし、こっちの手の内を読まれたりする。

　おっと、鏡閃。この娘むすめは気にしないでくれ。

　邪仙だ討伐だと騒さわいじゃいるが、罪つみは軽い。黙だまって私と仙界に帰ってくれれば悪いようには……しないと言いたいところだが、そっちの権限もないんでね。今までの判例からして、厳げん重じゆう注意の後、幾いくつかの仙術に制せい限げんがかけられるってとこだな。軽くもないが、その程度の罪だ。駄々をこねて私と命のやりとりをするのは割わりに合あわないと思うが」

　燕寿と呼よばれた未み熟じゆくそうな道士が何な故ぜ、邪仙討伐に同行しているのか鏡閃には理り解かいできなかった。

「あなたが龍華仙人か」

　龍華は大おおげさに落ち込む振りをするが、大げさ過ぎて全く落ち込んでいるようには見えない。

「私って、一部の筋に無駄に有名らしいな」

　明るい笑え顔がおで燕寿は言った。

「下へ手たな邪仙より邪仙ぽいのに、邪仙討とう伐ばつ人だもんね」

　碁ご盤ばんより燕寿の頰ほおが何ど処こまで伸のびるか龍華は興きよう味みを覚えた。早さつ速そく、両手で燕寿の頰を摑つかみ引っ張ぱってみたが予想より伸びた。

　吞気なやりとりを目の前にしても、闇の中の鏡閃は焦あせりを感じた。

　龍華は辣らつ腕わんだ。もはや全てを理解しているのだろう。仙気を隠かくしもせずに吞気に碁を打ったのは、自分を呼よび出す為ためだ。いかに標的が仙気を感じ取ろうとも逃にげ出さないと判はん断だんしたのだ。夜になるのを待っていたのは、私が家を抜けだしやすくする為か。

　闇の中を進み、鏡閃は碁盤の側そばに姿すがたを現あらわした。

　鏡閃の姿を見て、一人燕寿だけが怪け訝げんそうな顔をしている。

「あれ。邪仙というからもっとこう、凄すごいのが出てくると思ったのに」

　鏡閃の姿は何ど処こにでも居そうな平へい凡ぼんな青年だった。取り立てて才気走った感じもなければ、邪悪な気配もない。目の前に居る心配ごとのせいで、その眼光に少しばかり窶やつれたものはあったが、この状じよう況きようではそれが普ふ通つうだろう。邪仙討伐人を目の前にしていなければ、優やさしい目をした男であるに違いない。

　それに間違っても仙人めいた服を着てもいない。作業着ではないが、そこらへんで農業を営いとなむ人間の普ふ段だん着ぎだ。

　質しつ素そではないが豪ごう華かな代しろ物ものではない。

　燕寿は未み熟じゆくだった。自分が何な故ぜ拍ひよう子し抜ぬけしたか理解していない。闇の中の気配と今の気配の差こそが違い和わ感の正体であることを見抜けていない。

　無む表ひよう情じように龍華は言った。

「家族を置いて仙界には帰れない、ってとこだな」

「妻つまや子こ供どもたちを捨すてて、仙界に戻もどるわけにはいかないんだ」

　龍華の眉み間けんに皺しわが寄よる。

「まあ、なんとなくだがお前の気持ちは判わかる。判ったからといって何も変わらないがな。もとより知っていた規き則そくのはずだぞ。仙界から人間界への干かん渉しようはできる限かぎり避さけるというのが基き本ほん原則だ。それを知っていて深入りしたのならば、それは罪だろう」

　焦りと共に僅わずかの安心感に鏡閃は包まれた。もしかしたら話せば判ってくれる種類の仙人なのかもしれない。

「ああ知っている。最初はささいな話だった。山中で虎とらに襲おそわれている娘むすめを」

　龍華は手で制せいす。

「興きよう味みないよ」

　鏡閃は食い下がる。ここで龍華を説得できなければ家族が引き離はなされるのだ。

「人間界への不干渉原則は充じゆう分ぶん承しよう知ちしている。妻を虎から助ける時に仙せん術じゆつは確たしかに使った。だがそれ以い降こうは仙術を使っていない。私は仙人であることをやめて人間になると誓ちかったのだ。もう仙術は二度と使わない。人間の手がまだ触ふれていない知ち識しきについても口を閉とざす。だから見逃してくれ！　お願いだ！」

　一ひと際きわ深く煙管から煙けむりを吸すい込こみ、龍華はゆっくりと紫し煙えんを吐はききった。

「妻だ子供だという、しがらみがあるから迷まよっているんだな。どうだ、そのしがらみを私が断たち切ってやろう」

　龍華はゆるりと席から立ち上がる。そして燕寿や鏡閃の居ない方向に向き直った。

　紫煙が不自然な渦うずを巻まき搔かき消えたのは、龍華の声にすらならない小さな詠えい唱しように巻き込まれたからだ。龍華の右手には途と端たんに深しん紅くの炎ほのおが宿る。

「鏡閃。お前の家はこっちだったな」

　どん。

　何かが弾はじけたような重い空気の震しん動どうが走る。本ほん能のう的に燕寿は立ち上がり、道服の袖そでの中に手を引っ込め、隠かくし持っていた符ふの束に指をからめる。そして、燕寿は知った。今、この気配こそ闇の中の鏡閃から漂ただよってきた気配だった。強大さとわずかな生なま臭ぐささ、獣けもの臭しゆうの混まじった異い質しつな気配だ。

「え？　え？　え？」

　燕寿の目の前で、暴ぼう風ふうにさらされた蠟ろう燭そくの明かりのように龍華の炎が揺ゆらめく。この場に居いる誰だれの髪かみの毛の一ひと筋すじもそよいではいないが、風が荒あれ狂くるっている。

　龍華による家族への攻こう撃げきを止めようと鏡閃が妨ぼう害がいしているのだと燕寿が気づいた時には、既すでに鏡閃の姿は先せん刻こくまでのものとは変わっていた。

　いつ姿が変わったのか燕寿には見えていなかった。鏡閃そのものの姿は変わっていない。鏡閃の服だけが瞬しゆん時じに変わっていた。いや、服ふく装そうにしたところで丈たけの長い上着を羽は織おったに過すぎない。

　異様な上着に間ま違ちがいはない。素す早ばやく上着を纏まとっただけで、鞘さやから刃やいばを抜きはなったような鋭するどい殺気が充じゆう満まんしている。鏡閃から漂うのは燕寿が今まで見たことも想そう像ぞうすらしたこともない仙人の本気の殺気だった。

　上着を覆うのは龍りゆうの鱗うろこを思わせる無数の刺し繡しゆうだった。刺繡の隙すき間まからは青白い光が漏もれてきている。

　龍華は言った。

「もう二度と仙術は使わないんじゃなかったか？」

　迷いにも似た言いよどみが鏡閃の言葉にまとわりつく。

「こ、これは仕方がない！　仙術から守る為には仙術に頼たよるしか手がない！　家族を傷きずつけるのだけは止やめてくれ、その炎を消せば私も龍りゆう衣いを下げる」

「家族を助けてくれるなら、仙界に帰ってもいいって意味か」

　躊ちゆう躇ちよない人ひと質じちに燕寿は呆あきれた。

「身も蓋ふたもないよ、龍華姉さん」

　じり。じり。鏡閃を覆っていくのは焦りと迷いだった。

「……駄だ目めだ」

　再さい考こうを促うながす為か龍華は聞こえないふりをして燕寿に説明した。

「燕寿よ。お前は龍衣を知ってるか？」

　ぶんぶんと首が横に振ふられた。

「いえ、なんですかそれ？」

「身も蓋もない説明で申し訳わけないが、あれって龍だ。生いきたまま皮を鞣なめして鎧よろいに仕立て上げている」

　燕寿は興きよう味みを持った。道士から仙人になる試験では龍と渡わたりあう必要があったからだ。

「でも、龍を素そ材ざいにしたところで、たかが知れているじゃないですか？　仙人試験のダシに使われてるような生き物ですよ」

「馬鹿を言っちゃいけない。仙人の試験の龍なんかと一いつ緒しよにしちゃ駄目だな。年を重ねた狡こう猾かつな龍を苦く痛つうと共に鞣し、鎧にしちまうんだ。その恨うらみたるや物もの凄すごいものがあって、その恨みすら着用者は利用する。いわゆる厭えん呪じゆの系けい譜ふに連なる術だ」

　燕寿は首を傾かしげる。

「説明をきくと強そうですけどね。あんまり趣しゆ味みのいい作り方じゃないですよ」

「性しよう悪わるの龍を退治して、上う手まい具合に生け獲どりに出来た時に作るような代しろ物ものさ。生かしておいては為にはならない、だが殺すにももったいないって時に作る。あ、今お前『龍華姉さんで鎧を作ったら強そう』って考えただろ」

　燕寿は慌あわてふためきながらも怒おこる。

「ちょっと龍華姉さん！　いくら相手が道士だからって、心を読む術を使うのは失礼ですよ！」

　龍華はギロリと燕寿を睨にらむ。

「使ってないよ。冗じよう談だんで言ったまでだ」

「危あぶない！　龍華姉さん後ろ！」

　慌てて龍華は振り返るが、まだ鏡閃は思案の途と中ちゆうだった。

「私が言うのもなんだが、お前さん無む茶ちや苦く茶ちやな性せい格かくをしているな」

　誤ご魔ま化かす為ために真顔で燕寿は質しつ問もんした。

「それより龍衣の説明をお願いします」

「……龍衣を着用している仙人ってのは手ごわい。武ぶ器きと鎧の宝ぱお貝ぺいを着用すれば、物理的な戦せん闘とう力が跳はね上がるように、龍衣を着れば仙せん術じゆつ的な攻こう防ぼう能のう力りよくが跳ね上がる。

　鏡閃よ。お前は業ごうが深い。だから誓ちかいなどは無意味だ。家族の命と誓いがぶつかり合えば、お前は誓いを破やぶる。今みたいに家族の命が脅おびやかされた時にはお前は仙術を使うだろうよ。相手が病魔や怪け我がや仙人や人間であろうと関係ない。お前は家族を守る為には、己おのれにできることはなんだってするだろう」

　龍華は鏡閃とは面めん識しきはない。だが、短時間の言葉のやりとりだけでも、その性格を龍華は見抜いていた。

　鏡閃は静かに答えた。

「あぁ。道理は理り解かいできていても、その時になれば私は仙術に頼たよってしまうだろう。だが、どうしろというのだ！　家族を守る為に自分の力を使って何が悪い！」

　瞳ひとみに宿る殺気に龍華は怯ひるみもしない。流石さすがに燕寿は軽口を叩たたく余よ裕ゆうはなくなっていた。道服の袖そでの中に手を引っ込め、いつでも使えるように符ふを握にぎり締しめる。

「龍華姉さん、なんだかこの人が可哀かわい想そうになってきたよ。どうにかならないんですか？」

「どうだかね。あるとするなら、次々と襲おそい来る討とう伐ばつ人を全すべて返り討うちにするぐらいか？　龍衣があればできたかもしれないな」

「できたかもしれない？」

「生あい憎にく、私が討伐に来たから勝ち目はない」

　燕寿は思案する。龍衣を着た仙人てのは強いのじゃないのか？

「いくら龍華姉さんでも十二級仙術だけじゃまともに戦えないんじゃない？」

　龍華に睨みつけられて燕寿は自分の失言を知った。十二級仙術という言葉をきき、鏡閃の顔から迷まよいが消えた。

「……そうだった。いかに討伐人とはいえ人間界では仙界のように好き勝手に仙術を使えないんだったな。制せい限げんつきの追っ手ならば、この龍衣の力で戦い続けられるかもしれない。私は戦う。それが私にできる全すべてだ」

　龍華は舌した打うちする。

「道士様のせいで腹はらを括くくらせてしまったではないか。鏡閃よ、広い仙界の中には仙術制限なんか簡かん単たんに破る凶きよう悪あくな追っ手だって居いるかもしれないぞ」

「ちょっと龍華姉さん、仙術制限を破るのは、やばいんじゃないの！」

　真っ先に思いつかれた凶悪な追っ手が、自分であることに龍華はこめかみをひくつかせた。

「鏡閃さん、考え直して。知ってるかもしれないけど龍華姉さんは何をやるか判らないから！」

　最初から選せん択たくの余地など鏡閃にはなかったのだ。そして今、本人もそれに気がついた。龍華の言葉の通り、腹を括った鏡閃には微み塵じんも迷いはなかった。

「道士よ。龍華仙人だって馬鹿ではあるまい。何なに故ゆえに仙術に制限をかせられているか充じゆう分ぶん承しよう知ちしている」

「？」

「強力過すぎる仙術を使うと、人間界全体に影えい響きようが出てしまう。この世界は仙界のように強固な代物じゃないんだ。龍華仙人は私を討伐する為に世界を滅ほろぼしたりはしない」

「高等仙術を使わなくても龍衣と戦う術などあるよ。宝貝に砕さい鱗りん槍そう術じゆつを仕し込こんである」

　砕鱗槍術の言葉を聞き、鏡閃は一いつ瞬しゆん怯んだ。龍を屠ほふる為に編あみ出された槍術だ。龍衣による優ゆう位い性せいは無に帰すと言ってもいい。

　鏡閃は言った。

「同じことさ。仙界に帰るのもここで死ぬのも同じこと。どちらにしても家族と会えなくなる。ならばいかに不利だろうと死力を尽つくして戦うのみ！」

　互たがいに飛びすさり二人は間合いを外す。

「四海獄、適てき当とうな槍やりか矛ほこを出してくれ」

　龍衣に外見上の変化はない。だが仙人の目から見れば、それは既すでに強固な鎧と化しているのが見て取れる。二人の動きにあわせて燕寿は防ぼう御ぎよの符を切る。

　四海獄の反はん応のうが少し遅れる。

「龍華様」

「どうした！　どれでもいいぞ。槍か矛なら初歩の砕鱗槍術を使えたはずだ」

「残念ながら槍や矛は、整せい備びの為に九遥山の武器庫に出したままです」

「あぁ、そういえば出すだけ出して途中で面めん倒どうになって放置したままだったな」

　燕寿が叫さけぶ。

「どうしてそんな肝かん心じんなことを忘わすれるんですか！」

「まあ、無ければ無いでどうにでもなる」

　実戦経けい験けんに基もとづいての言葉なのか、大おお雑ざつ把ぱな性格から出た言葉のどちらかなのかは燕寿には判わからなかった。龍華たちの会話の最中にも鏡閃は攻こう撃げきを仕し掛かけてきている。

　鬱うつ蒼そうとした木々の中を二人の仙人と一人の道士は駆かけ巡めぐった。狩かる者と狩られる者、どちらも世界に傷きず一つ付けないように細心の注意を払はらいながら動く。

　木の幹みきに触ふれず下生えを踏ふみつぶすこともなく、龍華と鏡閃は戦う。

　龍衣の鱗うろこから漏もれる青白い光が残ざん像ぞうを結ぶ。実体に付き従したがう影かげのごとく在あるはずの残像が不自然にうねり鞭むちのようにしなる。

　龍衣の力を借りた鏡閃の仙術の動きは細さい緻ちを極きわめていた。鞭を思わせる残像は本来ならば矢のように打ち放たれる仙術的な力の塊かたまりであった。鏡閃はそれをよしとしない。龍華以外に着ちやく弾だんすればそれは世界に傷をつけるからだった。木々の隙すき間まを縫ぬい光の鞭は龍華に襲おそいかかる。

　鏡閃の伸のびやかな動きに比くらべ、龍華の動きはぎこちない。しなやかな赤炎を鏡閃と同じく操あやつっているが、蛇へびを思わせる鏡閃の光に比べれば余あまりに動きが硬かたい。

　青と赤の残像が森を縫い付けていく。

「龍華姉さん、もしかして旗色悪いんじゃないです？」

「黙だまってな」

　燕寿は鏡閃や龍華が張はり巡らせる光に、平然と接せつ触しよくしていた。符の力で光は燕寿に反はん応のう出来ていない。燕寿など存そん在ざいしないかのように光は道士を貫つらぬいている。上等な符だな、あれってどうやってるんだと龍華が考えた一瞬の隙を鏡閃が捉とらえる。

「！」

　龍華は青い光に触ふれた。

　触れた瞬間全ての青い光の糸は龍華に吸すい込まれ爆ばく発はつする。集中が途と切ぎれ、龍華の張った赤い光は消え去った。

　そして人間界では有り得ない音が広がった。

　爆ばく煙えんが融とけるように薄うすまり、そこには跪ひざまずく龍華の姿すがたがあった。よろよろと立ち上がり口元から流れる血を拭ぬぐう。

「手負いはやばいかもですよ鏡閃さん。ああいう人は一気に仕し留とめないと！」

　燕寿の言葉はもっともであった。一撃を食くらわせたところで鏡閃に余よ裕ゆうはない。また、燕寿を睨みつけるだけの余裕も最も早はや龍華にはない。

　龍華は言った。

「思わず調子を合わせてしまったが、こういう細かい戦いは苦手だ。私は私のやりやすいようにやらせてもらうよ」

　言葉と共に抜ぬく手も見せずに龍華は抜ばつ刀とうした。槍や矛ではない刀である、そう簡かん単たんに龍衣は貫つらぬけない。有利ではあるが鏡閃は苛いら立だちを感じた。

「龍華の宝ぱお貝ぺい、それも刀の宝貝ときたら、神速七手か」

「……噂うわさの類たぐいも馬鹿にはできんな。奥おくの手までばれてるか」

　龍華の造つくる大型武ぶ器きの宝貝は刀などの小型武器に比べて、総そう合ごう力は大きく勝まさっていた。宝貝の武器である。大型、小型を問わずに特とく殊しゆ能のう力りよくを持ってはいるが、その能力の格はあからさまに違ちがう。だが、総合力などは無意味であると言えた。

　総合でどれだけ劣おとろうが一点でも凌りよう駕がするものがあれば優ゆう劣れつは簡単に引っ繰くり返る。龍華の造る刀の宝貝は、その斬ざん撃げきの速さにおいて他の宝貝を圧あつ倒とうしていた。

「神気補ほ充じゆうも完全ってわけだ」

「……何かい？　邪じや仙せんの間で情じよう報ほう交こう換かんでもしてるのか。爆発的な斬撃を行う神速七手、ただし使用は六回が限げん度どで、無理に七回行えば刀自体が崩ほう壊かいする。再使用の為ためには神気を補充する必要があり。どこでこの情報がばれたんだ？」

「ほう。七手目は最後の手しゆ段だんなのか。丸ごと七手使えるものだと思っていた」

　間抜けな独どく白はくを龍華はしない。わざわざ不利に思えるような情報を暴ばく露ろしているようではあったが、それは些さ細さいな話だったのだ。相手が神速七手の存そん在ざいを知っていて、今目の前で使うと判っていてさえ、不意をつけるだけの速度がある。

　鏡閃は身み構がまえた。気き勢せいが乗れば刀の刃やいばとて龍りゆう衣いを切り裂さけるかもしれない。神速七手を凌しのげるかどうかは龍衣の頑がん強きようさにかかっている。

　ど。

　龍華が動き、衝しよう撃げき波はが周囲に広がる。龍衣の力で鏡閃の感覚もまた異い様ように研とぎ澄すまされていた。

　迫せまりくる龍華の姿が目で追える。斬撃はかわせはしないが受け切れると鏡閃は読んだ。

　刃が龍りゆう衣いに触れる。衝撃はない。完全に斬撃を弾はじいたのか？　鏡閃が考えはじめた時、再ふたたび衝撃波が走る。

　龍華は何度も斬撃を繰り出している。だが、衝撃はこない。鏡閃の額ひたいを冷や汗あせが流れる。攻撃は龍衣を貫いてはいない。それは確たしかだった。だが、防ぼう御ぎよの衝撃もないのは何な故ぜか？　不安の中でゆっくりと龍華の動きが歪いびつになっていく。加速と減げん速そくが入り交じり龍華の姿に焦しよう点てんが合わなくなる。神速七手の加速自体に変化はない。

　何かがぐらついている。

　だが何が？




　　　　＊




「よっこいせ。燕寿、これ持っといてくれ。食われないように気をつけろ」

　どう立ち回れば食われないのかまでは説明せずに、龍華は片かた手てに持つ蠢うごめく巨きよ大だいな布ぬのを燕寿に向かい放ほうり投げる。

　比ひ目ら魚め程ほどではないが、鰈かれい程てい度どにはビタビタのたうつ異様な布を頭から被かぶせられ燕寿は悲鳴を上げる。

　鏡閃の焦点が再び正常に戻もどる。

「龍衣の仕立てを解といたか！」

　刀の斬撃は龍衣を破は壊かいしようとしたものではなかった。生きながら鞣なめされた龍の皮を、龍衣として形作っていた糸を切せつ断だんしていたのだ。

　龍華は答えた。

「別にたいした仕事じゃない。斬撃をかわそうとしたならば、動きに隙間ができて仕立て糸がまる見えになる。かといってガチガチに防御を固めていたのなら、気勢を乗せた斬撃で鱗を貫いて仕し舞まいだ。そう考えて仕掛けたんだが、お前さんの動きはそこまで至ってなかったな。守りを固めていたつもりなんだろうが、仕立て糸が丸見えだった。まともな戦闘経験なんてないだろ？

　対近きん接せつ攻こう撃げきの防御能力は高いが、龍衣ってのは、こんな至し近きん距きよ離りでのやりとりの為に作られた物じゃないのさ。刀の間合いなんてものに近寄られそうになったら、仙術をぶっ放して仕切りなおすのが定石だろう。ま、そんなことをすれば山の一つや二つは吹ふっ飛ぶからその手はないけどな」

　龍衣は強力な装そう備びだった。鏡閃が己おのれの命運を託たくす気になる程である。だが、その強力さの意味は鏡閃よりも龍華が熟じゆく知ちしていた。強さを活いかす為には人間界での限げん定てい的な戦いには向いていない。
















　それでも相手の手に宝貝がなければどうにかなったが、龍華という追っ手を前にしては相あい性しようが悪過すぎた。全てを織おり込んで仙界は龍華を討伐人に選んだのかと、鏡閃は思い知らされた。

「……勝てないのか……」

「私だってそれほど強いというわけじゃない。幾いくらでも倒たおし方はあるが、お前に始末される程、甘あまくはない。それだけの話だ。仙界から逃げ出すのなら、仙界にいるうちから計画を練っておくんだな」

　そうしていないのは鏡閃の逃亡が突とつ発ぱつ的である証しよう拠こであった。人間界に降おりるまでは、仙界を逃亡する気など全くなかったのだ。

　まとわりつく布と悪戦苦く闘とうしながら燕寿は言った。

「鏡閃さん。龍衣がない今、龍華姉さんと戦っても勝ち目はないでしょ？　もう諦あきらめて仙界に帰りましょう」

　鏡閃ではなく龍華が答える。

「下手に生かしておくと禍か根こんが残るな。始末する」

　真正面から龍華は鏡閃の首を片手で押おさえる。左手一本でくびり殺しかねない程に力を入れ、右手の刀を鏡閃の腹はらに刺さし込こむ。

　龍華の行動に燕寿は啞あ然ぜんとする。龍衣は無む効こう化かされたのだ、圧あつ倒とう的な力でねじ伏ふせたと言っていい。なのに殺す必要が何ど処こにあるというのか。

　龍華の刀は仙せん骨こつを狙ねらっていると、道士の燕寿にさえ判った。

「！」

　斬ざん撃げきと言うにはあまりに生々しい仕し掛かけだった。鏡閃の腹に龍華は数回、刃を刺し込んだ。

「なぜ！」

　答えもせず、刀を一いつ閃せんさせ血ち糊のりを弾き飛ばし、刃を鞘さやに戻す。鏡閃の喉のどを放した左手はそのまま、刀が作った傷きず口ぐちに突き入れられる。龍華の動きに、なんのためらいもない。

　鏡閃の口からは断だん末まつ魔まの声すら零こぼれない。

　傷口から引き戻された龍華の左手は血で赤く染そまっていた。

　ゆっくりと、ゆっくりと、鏡閃は自分の腹を押さえながら前かがみに倒れ込む。

「龍華姉さん、どうして！」

「何を言うか。最初から討とう伐ばつ任にん務むだろ。ほら、燕寿、どうせ本物を見たことはないだろ？　これが仙骨だ」

　血みどろの手が開かれ、そこには小さな骨ほねがあった。仙人を殺すには仙骨を破壊すればいい。燕寿も当然、知っていた。だが、目の前で行われる処しよ刑けいに血の気が引くばかりだった。

　龍華は言う。

「燕寿、その龍衣を貸かせ」

「どうしてこんなことを龍華姉さん！」

　素す直なおに言うことをききそうにないので、龍華は無む理り矢や理り燕寿の体から龍衣であったものを引っ剝ぱがし、地面に置く。

　再び刀を抜き、地面の布に数ヶ所の切れ込みを入れる。

「難むずかしいな。ある程てい度ど無力化させなければまずいが、かといって龍衣を殺しては元も子もない」

　治ち療りよう術じゆつに、どれだけ意味があるか判らなかったが、燕寿は鏡閃の治療に取り掛かった。

　まだ息はある。だがそれは即そく死ししなかっただけの話ではないのか？　仙骨を失った今、もはや生き延のびられる理由がないのだ。

「鏡閃さんしっかりして下さい！」

　手持ちの仙せん丹たんを鏡閃に飲ませようとする燕寿に龍華は言った。

「仙丹なんか、もったいない。それよりこっちを手伝え」

　燕寿は龍華をキッと睨にらみ返す。判わかった判ったと龍華はかぶりを振る。

　やむなく一人で生きた布に切れ込みを入れ、布の中央に龍華は仙骨を放り投げた。餌えさに食くらいつく獣けもののように龍衣であった布は仙骨を覆おおいつくしていった。

　弱まった鏡閃の息が急に力強くなっていく。仙丹の効果だとしてもあまりにも劇げき的てき過ぎる。青ざめた表ひよう情じようで鏡閃は龍華に言った。

「……何をした？」

「何度も言うが、お前は業ごうが深過すぎる。仙界に連れ戻もどしたとしてもろくなことにはなるまい。かといって見み逃のがしても、家族の危き機きに仙術を使うようじゃ人間界の混こん乱らんは必ひつ至しだ。

　だからお前の仙骨を摘てき出しゆつして、無理矢理人間に戻らせた。お前はもう仙人じゃない、元仙人とでもいったところか」

　青ざめた中にも喜びに満ちた表情が鏡閃の顔に浮うかびはじめた。

「本当か！　ならば家族と共に生きられるんだな？　仙界に戻らなくていいんだな？」

　流石さすが龍華姉さんと首根っこに齧かじりついて喜ぶ燕寿であったが、とうの龍華の表情は曇くもったままだった。

「人間に戻したというのは、正せい確かくじゃない。お前は仙人ではない『何か』に変わった。お前の仙骨はお前の中にはないが、失われたわけじゃない。縁えにしによりてお前と仙骨は今も結ばれている」

　燕寿は首を傾かしげる。

「仙骨が失われれば死ぬ、ならば逆ぎやくに仙骨ある限かぎり不老不死なんですよね？　体外にある仙骨に関かん与よはできないだろうから仙術は無理っぽいですが。そこのところはどうなってるんですか？」

　燕寿の疑ぎ問もんと鏡閃の疑問は一いつ致ちしていた。

　笑いながら龍華は重い口を開く。

「思いつきでやってみただけだから、正直、どうなるか判らん」

　龍華は笑っていたが、燕寿と鏡閃の顔には不安の色が広がった。

「どうなるのか判らないだと？」

「恐こわい顔をするな。厄やつ介かい事ごとにならないようにしてるからには、そうそうややこしいことにはならない。燕寿も言ったが、せいぜい不死性がいつまで残るか判らないってのが問題なだけだ。

　お前の仙骨は摘てき出しゆつして龍衣の中に封じた。これによってお前と仙骨の縁は徐じよ々じよに失われていく。数年で縁が切れるかもしれんし、数百年かかるかもしれない。縁が完全に切れればお前は只ただの人間になる」

「自分の肉体の一部と完全に縁が切れるなんてありえるんですか？」

「言葉の綾あやだ。正確には仙骨の影えい響きようが鏡閃に届とどかなくなる状じよう態たいが、時期は判らないが必ず来る」

　鏡閃は言った。

「家族が年を取る中で俺おれだけが何百年もこの姿のままなのか？」

「うむ。そして気味悪がられ、化け物と罵ののしられ石もて追われるのが関の山かもな」

「ちょっと姉さん！　それじゃ鏡閃さんが可哀かわい想そうじゃないですか！」

「知るか。それがこいつの望んだ道だ。愛する家族が老いさらばえて死にゆく姿が見たいと望んだんだ。承しよう知ちしているだろ。お前は自分の言葉の意味を」

　鏡閃はゆっくりと頷うなずいた。家族と共に同じ時を生きるのは不ふ可か能のうなのだ。それは討伐人の来らい訪ほうの有う無むとは別の問題だった。

　燕寿は一人、納なつ得とくがいかない様子だった。

「何か手はないんですか？」

「そこまで面倒見切れるか」

「……本当は面倒なんかじゃなくて、できないんでしょ？」

「そんな安い挑ちよう発はつには乗らんね」

　鏡閃が尋たずねた。

「世話になりっぱなしで悪いが、擬ぎ鉛えん鉱こうの欠片かけらは持っていないか？」

　龍華は四海獄に手を伸のばす。

「なるほどな。仙骨なくとも己の肉体の制せい御ぎよぐらいはできるか。擬鉛鉱の毒どく素そを適てき度どに肉体に流し外見上の老化を操あやつろうというのか。よかろう、一欠片くれてやる」

「凄すごいわ龍華姉さん、どんな時でも毒薬の携けい帯たいは忘わすれないのね」

　宝ぱお貝ぺい素材の精せい製せい用だと親切に説明しながら道士様の頭を龍華は殴なぐりつける。

　そんな二人を見ながら鏡閃は深々と頭を下げた。

「ありがとう。家族と無事に暮らせるのもあなたたちのお蔭かげだ。なんといってお礼をすればいいのか」

　龍華は答える。

「礼には及およばない。ただの私の気まぐれだ。もう用事は済すんだ、さっさと帰るがよい」

　燕寿は手を振ふり、家路に着く鏡閃を見送った。

「これで一いつ件けん落着ってとこですね、龍華姉さん」

　龍華は、仙骨に食くらいつき球形に変わった龍りゆう衣いを足で転がした。

「まだ終わらない。こいつを何ど処こかに封ふう印いんせねばならない」

「仙界に持って帰れば良いのでは？」

「仙界は、ちと、遠過ぎる。別の世界に持っていけば鏡閃との絆きずなが無む理り矢や理り断たち切られて死ぬ恐おそれがある。人間界で適当な場所を見つけて封印した方が良い」
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　鏡閃討とう伐ばつにかかった時間の殆ほとんどは、仙せん骨こつを封じ込めた龍衣をさらに封印する為ための場所探さがしに費ついやされたようなものだった。

　龍衣は本ほん能のう的に仙骨の力を嗅かぎ取り、己の物にしようとするだろう。同じく本能的に仙骨は龍衣の支し配はいを拒きよ絶ぜつする。このせめぎ合いの均きん衡こうにより仙骨と龍衣は外見上は無力化されるのだ。

　いずれ龍衣が仙骨を打ち破やぶり己の物とするだろうが、その時には仙骨の力もほとんど残っていないはずであった。仙骨を得た龍衣がどうなるか定かではなかったが、龍衣を封じ込める為の仕掛けは必要であった。

　封印作業自体は単たん純じゆんであるが、ここは人の世界である。人の手が少なくとも今後数百年程ほど触ふれない土地を探さなければならなかった。偶ぐう然ぜんにでも外部から封印を破られる危き険けんを避さける必要がある。

　人じん跡せき未み踏とうの地に封印を築きずけばいいという単純な話でもない。踏破が無理である程、逆に人の意識を引きつけかねない。

　龍華が選んだのは、何ど処こにでもありそうな山やま奥おくだった。




「こんな場所でいいんですか？　街かい道どうからもそんなに離はなれていませんよ」

　四海獄に算そろ盤ばんをしまいつつ龍華は答えた。

「うむ。計算上、この地に人の縁はない。今後数百年はこの地にわざわざやって来る者はいない。ここより遥はるかに価か値ちのある場所が適度な間かん隔かくで周囲に散らばっている。この地は死角だ」

　言われてみれば、山奥にある癖くせに貧ひん相そうな土地であると燕寿も思う。かといって土地を切り拓ひらき、田畑を作るには少しばかり斜しや面めんが急過すぎる。

　沼ぬまだか湖だかハッキリしない水場から少しばかり離れた洞どう窟くつを龍華は封印場所と決めた。

　洞窟の中で少しばかり開けた場所の中心に球形となった龍衣を置き、龍衣を中心として結界の札を貼はっていく。厳げん重じゆうな封印は蜘く蛛もの巣よりは緻ち密みつで繭まゆよりは大おお雑ざつ把ぱな代しろ物ものへと仕上がっていく。

　札の書き写しぐらいは道士にでもできるので龍華は燕寿をこき使った。初めての、実じつ践せん的封印に最初は真ま面じ目めにやっていた燕寿だが、だんだんと無む駄だ口ぐちを叩たたく余よ裕ゆうも出てくる。

「でも良かったですね、鏡閃さん。家族と一いつ緒しよに暮らせるようになって。龍華姉さんにも人の情ってのはあったってわけだ」

「……いや、正直、鏡閃の気持ちはよく判らなかった。言ってる意味や道理は判るがいまいちピンとこない。えらく鏡閃の身になってやっていたが燕寿よ、お前は心底から奴やつの気持ちが理解できたのか？」

「と、言われると私も困こまっちゃうんですがね」

　無駄口を叩きつつも腕うでは動いている。基き礎そだけはみっちりやっているようで、符ふの書き方は龍華より丁てい寧ねいであった。

　龍華は適てき当とうにさぼり、煙管きせるから紫し煙えんを吐はいた。

「燕寿、お前も童子上がりだな？」

「えぇ。仙界にどうにか辿たどりつけたのは魂こん魄ぱくの一部だけでしたから」

　天と地の理ことわりを知り、人間界から仙界に辿りついた者が仙人となる。言葉にすれば簡かん単たんだがその道は険けわしい。人間の姿のまま無事に仙界に辿りつく方が珍めずらしいといえた。

　大たい概がいの者は死と紙かみ一ひと重え、いやほぼ死に等しい状態で仙界にかろうじて到とう達たつする。肉体は失われ魂魄は希き薄はくとなった者が仙界で取る姿が童子と呼よばれた。

　言葉のままに子こ供どもの姿をした童子は、その成長と共に失われた魂魄を再ふたたび成長により取り戻もどすのであった。人間以外のモノが仙人になる場合も、同じように童子と呼ばれる者となり人の形としての動きを学んでいくのであった。

「鏡閃か。あいつは童子上がりじゃないと見た」

「え？」

「奴は魂魄も肉体も損そこなわずに仙界に到達したんだ。いきなり道士扱あつかいだろ」

「へえ。優ゆう秀しゆうなんですね。理り屈くつとしては知ってましたけど実じつ際さいにそんな人が居いるなんて」

「そこが厄やつ介かい事ごとの始まりさ」

「どういう意味です？」

「魂魄も肉体も、ついでに業ごうまで背せ負おって仙界に来ちまったんだ。童子になった奴ってのは元来の魂魄すら失いかけた状態だろ。愛情とか憎ぞう悪おとか人間のドロドロした部分も殆ど失われている状態だ。童子となって再成長するにも、仙界での生活じゃそういう部分は積もっていかない」

　仙界に辿りつきさえすれば不老不死の身だ。危険は存そん在ざいしても、人間界での苦しみとは無縁の世界である。

「そう簡単に業から縁が切れるもんなんですかね？」

「切れないさ、仙人とて生き物は生き物だ。ただ仕切り直されるだけだ。だから邪じや仙せんなんて者が存在する」

　なるほどねえと、燕寿は頷うなずく。自分が仙界に辿りつく時に失った物を鏡閃は持っていた。感情は理り解かいできなくとも心のどこかでその行動が理解できたのかと道士は考えた。

「ところで龍華姉さん、えらく厳げん重じゆうな封印ですね。そりゃ人間がお札をはがしたぐらいで解ける封印は論ろん外がいですけど、これじゃ仙人だって簡単に解かい除じよできませんよ」

「念には念だ」

　龍華はこの封印に不ふ吉きつな物を感じていた。何かがこの封印を破る胸むな騒さわぎがしてならない。胸騒ぎが実体化したような影かげが幻まぼろしとして躍おどる。自分を恨うらむその影が嫌いやがらせの為にこの封印にちょっかいを出す妄もう想そうが湧わき起こって仕方がない。大おお柄がらな女の影だ。気配だけでも、その瞳ひとみに宿る蛇へびに似にた光が見える気がした。

　苛いら立だちを隠かくす為に、龍華は過か剰じようなまでに厳重な封印を施ほどこす。堅けん牢ろうさなど私の前では無意味だと影がせせら笑っているように思えてならない。そしてまた心の何処かで、そんな女が存在しないことを確信している。

　正体の判らない葛かつ藤とうに囚とらわれる龍華に燕寿は吞のん気きに言った。

「あれ？　結局鏡閃討伐の勅ちよく命めいは果たしたことになるんですかね？　鏡閃さんは生きているし、かといって仙界に連れて帰るわけじゃないんだし」

「この封印で仙骨を無む効こう化かしてるから、仙界から見れば鏡閃は死んだと解かい釈しやくするだろ」

「でも実じつ際さいには勅命は果たされてないんですよねえ」

　燕寿はニヤリと笑っている。なかなか質たちの悪い笑え顔がおだ。

「なんだ、その笑顔は？」

「龍華姉さん、わたし口止め料が欲ほしいなあ」

「待て待て、お前も鏡閃を助けてくれってほざいてただろうが！」

「それはそれ、これはこれってやつで」

「お前は尊そん敬けいする仙せん人にん様を脅きよう迫はくしようってのかい！」

　心外だとばかりに燕寿は首を振ふる。

「そんな大げさな。ちょっとした記念も兼かねて、私にその刀の宝貝を下さいな」

「道士風ふ情ぜいが自分用の宝貝だと？　贅ぜい沢たくな」

「いいじゃないですか、どうせ武ぶ器きの宝貝なんか沢たく山さん持ってるんでしょ？　仙人試験に合ごう格かくした時のお祝いの前まえ払ばらいで」

「いや、だからお前に合格祝いをやる筋すじ合あいなんてないだろ」

　やはり冗じよう談だんでもなんでもないのに燕寿は冗談と判はん断だんする。

「またまた、龍華姉さんったら。それに私の師し匠しようが刀の宝貝をいただいたって知ったら、絶ぜつ対たいに三倍ぐらいにしてお礼が返ってきますよ」

　むう。と龍華は考えた。確たしかにこんな無む謀ぼうな我わが儘ままを平然と言ってのけるぐらいに甘あまやかしている師匠だ。師匠に贈ぞう呈ていするより弟で子しに刀をくれてやった方が、お礼は上等な物が来るだろう。だが、謝しや礼れいを目当てにして刀を手放すのも釈しやく然ぜんとしないし、自分の為に造った宝貝だ。

「……判わかったよ。この宝貝はお前に貸かしておいてやろう。ただし、刀がお前の所に居いるのは嫌いやだと判はん断だんしたら、こいつはいつでも私の所に帰って来るからな。せいぜい大切に扱あつかってくれよ」

　渋しぶ々しぶ差し出された刀を燕寿はふんだくるように受けとり、飛び跳はねながら喜んだ。

「ありがとうございます、龍華姉さん！　師匠にはちゃんと宝貝をいただいたって報ほう告こくしますね」

「いや、だから贈呈じゃなくて貸すだけだから」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、きっと龍華姉さんの所より居い心地ごこちがいいから帰りたいなんて言い出しませんよ」

　はいはいと龍華は頷く。どうせこの手の我が儘娘むすめだ、宝貝を玩がん具ぐの一種程てい度どにしか考えていないだろう。すぐに飽あきてほったらかしにして、三ヶ月も経たてば刀は勝手に帰って来ると龍華は考えた。

　かくて燕寿の師匠からの謝礼は丸まる儲もうけとなるはずだ。

「さてと、さっさと封ふう印いんを仕上げて仙界に帰るぞ」
















第二章　『次の一いつ手て』
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『それから私は家族と共に幸せに暮くらしたんだよ』

　怒いかりが和かず穂ほに直じかに触ふれている。言葉の前の感かん情じようのうねりで次の言葉に込こめられる悲かなしみが予よ測そくできた。

『どういう風に幸せだったかは私の記き憶おくから失われてしまった。いや、あの生活そのものが、失われてしまったのだ』

　怒りよりも絶ぜつ望ぼうが強い。失った悲しみと何を失ったか判わからない悲しみが渦うずを巻まいている。

『半不老不死の肉体を引きずりながら、私は私の一族の行く末を見守った。子し孫そんの窮きゆう地ちに幾いく度どか手を貸かし、その度たびに私は私の子孫の生き方に介かい入にゆうすべきではないと悟さとった。

　私が手を貸すまでもなかった、私の子孫たちは己おのれの手で運命を切り拓ひらいていった。私は只ただの亡ぼう霊れいだったよ、自分の死が来るその日まで子孫たちを見守り続けるだけのな。だが、それに不満はない。叶かなうはずのない願いの結果だ。自らの仙せん骨こつとの縁えんが限かぎりなく希き薄はくになり、仙骨が消しよう滅めつしても私の命に何の別べつ状じようもなくなるその時、その時こそ私は人となり人としての時間を歩み、そして死んでいくはずだった』

『……鏡きよう閃せんさん』

『我わが一族たちの記憶も全すべて失われてしまった。我が一族は失われたのだ。今は只黒い影かげが躍おどるのみだ。記憶に刻きざまれていた笑え顔がおは影かげ法ぼう師しの暗い顔の中で見えない。あれはこの世に存そん在ざいするはずだった物の残ざん像ぞうだ。全ては失われてしまった。全ては宝ぱお貝ぺいのせいだ』

『責せき任にんは全て私にあります、復ふく讐しゆうするなら私に復讐してください！』

　鏡閃の意い識しきは笑う。甲かん高だかくどうしようもなく疲つかれた笑い声が和穂の神しん経けいを逆さかなでする。

『何を言い出すんだ和穂？　お前は突つき進まねばならんのだろ？　私の一族が失われたからといって、心の一つも痛いためずに宝貝の回かい収しゆうに邁まい進しんせねばならない。私の一族のような惨さん劇げきを繰くり返さない為ために、まだまだ地上に散らばったままの宝貝を回収せねばならない。私の復讐ごときに付き合って命を差し出すとは、なんとも見下げた心意気じゃないか』

　大おお筋すじでは鏡閃の言葉に間ま違ちがいはない。復讐に付き合うにしても、それは全ての宝貝回収が済すんでからの話でなければならない。だが、鏡閃の失ったモノの大きさが和穂には理り解かいできた。直に接せつする心から伝わる悲しみの大きさに和穂は圧あつ倒とうされるしかない。

『確たしかにそうです。償つぐないきれるモノではないと判わかっていますが、全ての責任は私にあるんです』

『そうだよ和穂。宝貝を人間の世界にばらまいてしまったお前の責任だ。だが、それだけでは私の気は済まない。私に全てを与え、自らの宝貝で全てを奪うばったあの女、龍りゆう華かに復讐しなければ私の気はおさまらない』

　重い。どうしようもなく重い。鏡閃は師し匠しようや私に復讐を果たしたところで何にもならないと充じゆう分ぶんに承しよう知ちしている。僅わずかな心の安らぎを得ることすらないと知っている。復讐の喜びに陥おちいれない自分を自覚しているのだ。

『和穂。後こう悔かいや懺ざん悔げなどしなくていい。

　私の苦しみを理解して、私に命を差し出そうなんてやめてくれ。お前はただ苦しんでくれればそれでいい。私の呪じゆ縛ばくをいかにして解とくかもがき苦しんでくれ。呪縛が解けずに自らの手で師匠をなぶり殺しにする様を見て、せいぜい苦しんでくれ』

　そして、そのあとに私を殺すんだ。私の肉体を操あやつりながら、私を殺す。それは鏡閃の死も意味している。和穂は本ほん能のう的に感じ取っていた。鏡閃が施ほどこした呪縛はとても強い。私が死んだからといって解けるような呪縛では決してない。もはや一心同体といっても過か言ごんではない。鏡閃を私の体から追い出す方法があったとしても、その前に鏡閃は私を殺すだろう。

　和穂は気がついた。

　鏡閃の行動は復讐ではない。

　存在を消された自分の血族が存在した証あかしを立てる。その手しゆ段だんとしての復讐であり、目的としての復讐ではない。それは轟ごう武ぶが殷いん雷らいに仕し掛かけた復讐とは異い質しつのものであった。

『確かにそうなんでしょう。私はあなたの呪縛から逃のがれ、宝貝の回収を続けるべきなんでしょう』

『ま、ああは言ったが解けるような呪縛ではないんだがね』

『でも鏡閃さんの気持ちが判るんです。私の兄さんが、顔も覚えていない私の親を殺したと言った時、悲しみより、もっと別の気持ちがわき上がりました、大切だけど知らないモノを永えい遠えんに失った……』

『黙だまれ。私を理解しようとするな。抗あらがうんだ。そして苦しめ。理解などいらぬ。苦痛と共に我が一族が存在した証しよう拠ことなれ』

『……その前にいかに仙人に戻ったとしても、龍華師匠と会えるんでしょうか？　仙界と人間界の間には結界が張はられているはずで、その結界は簡かん単たんに破やぶれないはずです』

　鏡閃は答えた。

『わざわざ結界を破って仙界の龍華の下もとに出向くとでも思ったか？　お前は仙界のやり方を理解していないようだな。

　人間界に存在してはならぬ仙人が、今ここに存在している。その仙人が龍華への復讐を望んでいるのは仙界にはお見通しだろう。龍華は邪じや仙せん討とう伐ばつの勅ちよく命めいという、厄やつ介かい払ばらいを受けて人間界にやってくるさ。龍華は弟で子しの手で殺され、弟子は私の手で殺される。勘かんづいて居いるようだがお前の死は俺おれの死で、俺の死はお前の死でもある。そして全ては静かに終結する。それが仙界のやり方だ。お前や龍華を助けるよりも、俺の望みを叶えた方が簡単だからな』

　和穂の葛かつ藤とうと苦く悩のうが伝わり、鏡閃は満足した。だが、それは鏡閃が望む葛藤と苦悩ではなかった。和穂はどうにかして鏡閃を助けたいと苦悩していたのだ。

　鏡閃の呪縛すら解けないその身で何ができるというのか。状じよう況きようはあまりに絶望的であったが、それでも和穂は希望を失わなかった。どこかに鏡閃を助ける糸口があると信じていたからだった。自分にはできないかもしれない。だが龍華師匠の手を借りれば何か方法が見つかるかもしれない。

　龍華師匠だけが頼たよりであった。師匠がただ殺される為にやって来るとは考えられない。きっと何か手を打ってくれるはずだ。

　それに師匠が来るのならば、殷雷の復ふつ活かつだって可か能のうになるだろう。

『……殷雷』

『悪いが殷雷刀を復活させるような時間を龍華に与あたえるつもりはないぞ。殷雷が元に戻もどったとしても何も変わらんがな』

　鏡閃はゆっくりと空を見上げた。

　視し界かいに入るのは真っ青な空と白い雲だった。

　どこまでも空は高い。

　和穂の体はふわりと宙ちゆうに浮ういた。鏡閃に操あやつられ、和穂の体は空に向かい浮かんでいった。




　　　　＊




　飛行術じゆつを使いながら、仙せん術じゆつの腕うでは鈍にぶっていないと鏡閃は確かく認にんした。

　仙術を習得するとは、その術が反はん射しや的に使えるようになるまで鍛たん錬れんすることを意味していた。一度泳げるようになれば、そう簡単に泳ぎ方を忘わすれないのと同じである。水がなければ泳げないように、仙せん骨こつがなければ仙術の発はつ現げんは無意味であった。

　当然、他人の体を使っての仙術であり、違い和わ感はあったが手間取りはしなかった。違和感は違和感でも、かつての鏡閃の肉体より和穂の肉体が持つ仙人としての潜せん在ざい的能力が勝まさっている為の違和感が強い。

　大分高くまで鏡閃は浮かび上がっていた。足あし下もとには山々が広がり、街に集つどう人々の影かげはもう肉にく眼がんでは見えない。

　鏡閃は神経を研とぎ澄すます。

『来る！』

　鏡閃に体を乗っ取られているとはいえ、和穂もその気配を感じ取った。仙界を離れて幾いく日にちが経たったであろう。その間、一日たりとも忘れはしなかった師匠の気配だ。

　あまりに懐なつかしく暖あたたかい気配がすぐそこまで近づいているのが判わかる。

　今はどうしようもない窮きゆう地ちである。鏡閃は師匠を無き者にしようとしている。師匠はここに来てはいけないのかもしれない。だが、師匠ならばこの状況を打だ破はしてくれる、師匠ならば鏡閃の一族を助けてくれる、和穂を包むのは信念にも似にた信しん頼らい感だった。

　空間が揺ゆらぎ師匠の気配が一点に収しゆう束そくしていく。

　そして、元よりそこに在あったかのごとく、龍華の姿すがたが現あらわれた。一いち陣じんの風すら起こさずに龍華は和穂の目前に居いた。

　以前より少し窶やつれている。心労をかけた自分のせいであろう。だが、その眼光の鋭するどさには一点の翳かげりも無い。宙を舞まうことを考えて作つくられた道服が和穂の目の前でたゆたっている。

『師匠！』

　和穂は叫さけんだが声は届とどかない。その胸むねに飛び込みたかったが、指の一つも動かせなかった。鏡閃に操られた体は、再さい会かいの喜びで涙なみだが零こぼれることさえ許ゆるしはしなかった。
















　鏡閃に操られた和穂の肉体は冷ややかな目で龍華を見つめた。上空の風は激はげしかったが、龍華と和穂の髪かみと衣はゆったりとはためいていた。二人の仙人は今ここに対たい峙じした。

「久ひさしぶりだな龍華。あの時は世話になったな。今でも感かん謝しやしている」

　言葉を聞きつつ龍華は静かに頭を下げた。

「すまなかった」

　龍華は何が起きたかを知っていた。鏡閃の一族の存在が消えてしまったことを承しよう知ちしていた。

　鏡閃は少しだけ追つい憶おくに浸ひたった。

「あの時、お前は俺の業ごうは深いと言っていたな。それは正解でもあり不正解でもある。俺の業はお前よりも深かった。だが、それは特別な話じゃない。弟子の一人も持たない仙人に業なんて代しろ物ものはなかっただろうからな」

「ああ。今なら判る」

「弟子という家族を持って、やっと俺の気持ちが理解できただろう。俺の今の気持ちも判るだろ。我わが家族、我が血族の存在を消された俺の気持ちを」

　龍華はキッと目を見開いた。

「全すべては私の責せき任にんだ。和穂は許してやってくれ。私の命ならくれてやる、だから和穂は許してやってくれ！」

　待ち望んだ復ふく讐しゆうの時だったが、鏡閃は何の高こう揚ようも感じなかった。

「残念だがそれは無理だな。お前を殺して和穂も殺す。それで我が一族が存在した証あかしに代えさせてもらう」

　ゆらりと鏡閃に駆られた和穂の体が動く。

　龍華よりほんの少しばかり高い場所に浮かび、浮かびながらもその位置を細かく調整していく。

　鏡閃の狙ねらいを知ってか知らずか、龍華は同じ位置に留とどまり続けた。

『鏡閃さん、お願いです！　私に師し匠しようと話をさせて下さい！　師匠なら鏡閃さんの一族を助けられるかもしれません』

『流石さすがだな』

『？』

『七百を超こえる宝ぱお貝ぺいを全て回かい収しゆうしようという、絶ぜつ望ぼう的なまでの楽天主しゆ義ぎ者しやは言うことが違ちがう。万が一、僅わずかでもそんな可か能のう性せいが残っているとしたら、お前の師匠は何な故ぜ黙だまって佇たたずんでいるんだ？　説得の一つもしないのは、己おのれのしでかした罪つみが償つぐないきれないと知っているからだ』

　単たん純じゆんかつ明めい快かいな鏡閃の理り屈くつに和穂は声が出ない。

『でも、もしかしたら』

　鏡閃は和穂の声を無む視しした。

　和穂の指がゆっくりと印を組み、周囲の風の流れが変わった。

　鏡閃は風を操あやつろうとしているのではない。印により呼よび込まれた炎ほのおの塊かたまりの熱が周囲の風を歪ゆがめていったのだ。

　和穂の右手の掌てのひらの上に炎の塊は浮かんでいた。巨きよ大だいな渦うず潮しおに巻まき込まれる海流のように周囲の風が炎に向かって流れ込んでいく。

　空いた左手で鏡閃は地上を指差した。

「知らぬはずもないだろうが、これは偽ぎ真しん火かだ。威い力りよくはでかいが、こんな射出速度の遅いモノを仙人相手に撃うち放ったところで当たりはしない」

　龍華の位置からは和穂の体を見上げる形になっている。和穂の指が何を差しているか、龍華は振ふり向いて確かく認にんした。そこには街があった。

　鏡閃の説明は続いた。

「簡かん単たんな話だ。龍華よ。お前がこの炎を避よければ、あの街は消しよう滅めつするだろう。仙界ならば偽真火の攻撃に対応するには周囲の空間ごとふっ飛ばせばいいんだが、人間界でそんなことをすれば世界が綻ほころんで、あんな街なんか真っ先に虚きよ無むの異世界に落ち込こむ。

　さあ龍華、この偽真火をその身で受けて貰もらおうじゃないか。お前の肉体と魂こん魄ぱくを以もつてすれば、この炎と相そう殺さいできるはずだ。当然だ、相殺できるような大きさに作ったんだからな」

　龍華は静かに言った。

「やめるんだ鏡閃」

　鏡閃は笑った。

「これは珍めずらしい、龍華仙人が命いのち乞ごいか？　この炎と共に永えい遠えんに消え去るがいい！」

　防ぼう御ぎよ術じゆつは役には立たない。あの炎は防御術ごと全てを飲み込む。炎を消し去ろうという意志のみがあの炎を抑よく制せいできる。

　消し去ろうという意志を持つ仙人の全てを焼き尽くすことによってのみ、あの炎は消えてなくなる。

　和穂の両の掌の上で炎は燃もえ盛さかっている。

　和穂はそっと、炎を龍華に向けて撃ち放った。

　それは矢の速さで真まっ直すぐに飛んでいった。炎の尾おのように風たちが後に続く。

　仙人同士の戦いで使う類たぐいの炎ではない。矢のようとはいえ、所しよ詮せんはその程てい度どの速度の攻こう撃げきであり、仙人からすれば避けられて当然だった。防御術も効きかないが炎を後から誘ゆう導どうする術もまた効かない。撃ち放たれた炎はただ真っ直ぐに飛ぶだけだった。

『師匠！』

　龍華は動かない。静かな瞳ひとみで炎の動きを見つめている。炎の勢いきおいは増ましていき、周囲を明るく照らし出す。紅ぐ蓮れんに近かった炎の色は今は純じゆん白ぱくへと変わっていた。

　無む意い識しきの内に和穂の瞳どう孔こうは引き絞しぼられる。白熱していく光に焦しよう点てんが合わせられた為、周囲が闇やみに落ちたかのように色を無くしていく。

　和穂の仙術に関する知識は既すでに復活していた。だからこの攻撃の恐おそろしさも充じゆう分ぶんに判っていた。いかに龍華とはいえ、あの炎にまともに食いつかれたら消滅は免まぬかれない。肉体も魂魄も全てが消え去るだろう。

　何もできない。師匠を目の前にして何の術すべもない自分の無力さが和穂を襲う。

『師匠……』

　ほぼ光と同どう義ぎになった炎の塊は進んでいく。

『これで終しまいだ。他愛たわいもない』

　龍華の消滅を目前としても、やはり鏡閃の心は晴れなかった。だが、もはや突つき進むしかない。龍華の消滅を確かく認にんしたら、残るは和穂を殺すのみだ。一族存在の証を立て、それで全てを終わらせる。

　しん。

『…………』

『？』

　ぞわぞわする違い和わ感が唐とう突とつに生まれた。鏡閃だけでなく、和穂も同じ違和感を感じ取った。

　何が起きた？　いや、何が起きなかったのだ？

　龍華のことだ、理り論ろん的に不可能でも力ちから技わざで偽真火を吹ふき飛ばしたのか？　いや、なんの足あ搔がきも無い。炎ほのおは予定の軌き道どうを進み続けている。炎には何も影えい響きようが出ていない。

　炎が作る純白の光の中で、和穂の額ひたいから汗あせが流れ出した。炎の熱によるものではない。悪あく夢むから覚めた時、いや悪夢の最中に流れる汗だった。

『おい、和穂』

『……そんな』

　ごおっ。

　偽真火の衝しよう突とつにより巻まき起こった衝しよう撃げき波はが走る。どんな暴ぼう風ふう雨うでも作り出せないような風が和穂に襲いかかる。偽真火は標的に命中したのだ。

　和穂の汗が止まらない。

『噓うそだ、そんなはずはない！』

『でも！』

　計算が合わなかった。

　鏡閃と和穂は計算が合っていないと知る。綿めん密みつな計算が必要な話ではない。概がい算さんで充分な話だった。

　風が吹きすさび、和穂の髪かみを乱みだす。炎に合わせられていた和穂の瞳孔がゆっくりと普ふ段だんの状じよう態たいへと戻っていく。

　光は薄うすれ、風も弱まっていく。

　和穂の背はい後ごに気配があったが、彼女は振り向けなかった。彼女は偽真火が衝しよう突とつした物をその目で見ていた。そして目を離はなすことはできなかった。

　背後の気配は龍華の気配だった。

　龍華は言った。

「あれを食くらうと流石さすがに死ぬ。魂魄まで滅めつせられたら厄やつ介かいだから、避よけさせてもらったよ」

　炎は衝突した。だが龍華に衝突したにしてはあまりに衝撃が届くのが遅おそい。計算が合わない。

　煙けむりすら焼き尽つくしそうな業ごう火かが街を覆おおっていた。風も木も土すらもその糧かてとして吞み込み炎は燃え盛っていた。

　龍華は炎を避け、そのまま炎は街に直撃していた。

　どうにか絞しぼり出した声で鏡閃は言う。

「龍華……貴き様さま、自分が何をしたか判っているのか！」

　和穂の背後で愛いとおしそうに龍華は弟で子しの髪を撫なでた。

「何をとち狂くるっている。あの炎を打ち出したのはお前だろ」

「何な故ぜだ！」

　それは和穂の絶ぜつ叫きようでもあった。何故、何故こんなことを。

　和穂の髪から手を離し、龍華は指を四本立てた。

「お前は算術が苦手なのかい？　私にとって最さい善ぜんは、和穂と私の命が助かることだ。その次は和穂が助かり私が死ぬ。最悪なのは和穂と私が両方死ぬだ。

　判ってるだろ？　選せん択たく肢しは四つ。今ので三つ出ているな。残った一つは、私が助かり和穂が死ぬだ」

「貴様！」

　静かに、そして魂たましいの奥おく底そこまで響ひびくようにゆっくりと龍華は言った。

「さて、鏡閃。お前の失われた一族ってのは何人ぐらい居ただろうな？　百人か二百人か？

　まあ、どんなに多くてもあの街の人口よりは少ないだろうな。いや、今の攻こう撃げきで死んだ人数よりも少ないだろ。自分の復ふく讐しゆうの為ために、無関係の人間を殺すなんて、非ひ道どいことをするなあ鏡閃よ」

　こんなことをするつもりはなかった。こんなことになるはずはなかったのだ。だが、それは目の前で起きている。

　鏡閃の神しん経けいは虚きよ脱だつしていく。

『師匠！　どうしてこんなことを！』

　届とどかないのは判わかっていた。判っていたが和穂は叫さけぶ。

　小こ刻きざみに震ふるえながら和穂は振り向き、龍華と向き合う。

　龍華は袖そでに手を入れゴソゴソとやっていた。そして袖から一つの仮か面めんを取り出した。周囲に広がる夕焼けのような紅べに色いろが仮面に映うつりこむ。その色を作るのは街を燃やし尽つくそうとする火か炎えんだった。

　龍華は仮面を装そう着ちやくする。目と鼻が仮面の向こうに消え口元だけが残される。

「あんなに優やさしい師匠が、こんなことをするはずがない、多分、あの禍まが々まがしい仮面のせいで誰だれかに操あやつられてるんだ！　とか考えるなよ、和穂。こいつは只ただの飾かざりだからな」

　巫ふ山ざ戯けけながら、一度仮面を外し、再び龍華は仮面を被かぶる。

　仮面がしっかりと装着されたのを確認して龍華は首を鳴らした。

「さて、そろそろ決着といこうじゃないか」

　ひゅんと音を立てつつ龍華は次から次へと印を組む。

「鏡閃よ。判っちゃいるんだろ？　仙術は日進月歩で、お前が人間界で家族だなんだと騒さわいでる間にも当然進歩している。まあ、判っているから私を倒すのに和穂を人ひと質じちにとろうと考えたんだろうな。どうだ、この炎ほのおが何か判るか？」

　瘴しよう気きが燃えたような緑色の炎だった。

「これって三さん倍ばい火かだ。お前の時代じゃ炉ろの中でしか精せい製せいできなかっただろ。今じゃ仙人同士の戦いじゃ基き本ほんの技わざだ。さっきの時し化けた偽ぎ真しん火かなんかと違ちがって避よけるのは骨ほねだぞ。もっとも防ぼう御ぎよ法ほうもあるんだが、お前の時代には確かく立りつされてなかったはずだ」

　ひゅんひゅんと見せつけるように印は組まれ龍華の両手にそれぞれ一つずつ緑色の炎が浮うかび上がった。

「木こっ端ぱ微み塵じんにしてやる。せいぜい冥めい府ふで吠ほえ面づらでもかくんだな」

　和穂の叫びで鏡閃はどうにか正気を取り戻す。

『鏡閃さん、位置取りが悪い！』

　先せん刻こくと丁ちよう度ど立ち位置が逆ぎやくになり、龍華が和穂の上空に立つ形になっていた。鏡閃に防御はできないとはいえ、回かい避ひ出来る可能性は充じゆう分ぶんにある。そうなるとこの位置取りでは、かわした炎が地面にぶつかってしまう。射しや線せんを外す為には龍華の上空に立つ必要があった。

　全速力で鏡閃は和穂の体を上じよう昇しようさせる。

　雷らい光こうにも似にた輝かがやきを残し、和穂は上空を目指す。

「えらく勝手なやり口じゃないか。自分の攻撃の時は避けられないように、街を射線に入れて、自分の時は逃げやすいように上昇かい？」

　風を切り轟ごう音おんを立てつつ移い動どうしながらも、龍華の声は耳によく響いた。和穂と同じ速度で龍華も移動していた。逃にがさないという追撃の形ですらない。先刻と位置関係は全く変わっていない。

　和穂と同じ移動を龍華も繰くり返していた。

　見上げる和穂の前で緑の炎はより輝きを増していった。

「！」

「鏡閃、移動は無意味だな。撃ち下ろす格かつ好こうになるから、どの道、地面に炎はぶち当たり只ただではすまん。下へ手たに海にでも弾たまがそれたら、それこそ洒落しやれにならんぞ」

「やめろ！　これ以上、被ひ害がいを増ふやすな」

　龍華の口元が綻ほころぶ。仮面の向こうには笑え顔がおがあるとしか思えなかった。

「だったら、避よけずにその身で攻撃を食らうがいい。下手に足あ搔がいたり抵てい抗こうすれば余よ計けいに人間界への被害が増える」

　間に合わない。高度が全く足りない。炎の威力が無力化するにはもっと高度を上げなければならない。風圧で身を切り裂さかれそうになりながらも、鏡閃は和穂の体を上昇させた。

　こちらは全力で逃げようとしている。だが、龍華は炎を練り上げながらでさえ、余よ裕ゆうをもってピタリと距きよ離りを保たもっていた。

「さらばだ鏡閃。そろそろ討とう伐ばつ任にん務むを終わらせてもらう」

　和穂の移動が止まり、龍華の追つい尾びも終わる。焦しよう点てんを失いかける瞳で鏡閃は叫ぶ。

「何故だ！　何故だ！　お前にとって弟で子しは家族も同然であろう！　それが何故そうも簡単に殺すなどとほざける」

　龍華の動きがふと止まる。両手の炎だけが静せい寂じやくの空間の中で静かに爆はぜていた。

　しばしの間をおき、龍華は答えた。

「一人ぐらい死んでも構かまわないだろ。弟子なんざあとから幾いくらでもとれる。

　鏡閃よ。仙せん骨こつの縁えにしが消え、全く人間と同じになったんだろ。お前も失われた一族の復讐なんざ止やめて、別の女と別の家族でも作れば良かったんだよ」

　殺気と共に鏡閃の気き迫はくが爆ばく発はつ的に増ぞう大だいした。それを見ても龍華は先手を取らない。ただ静かに和穂を操あやつる鏡閃を見つめる。

『そうすればこんな事じ態たいにはならなかったというのか……』

　自らの手で炎に沈しずめた街の記き憶おくが鏡閃を憔しよう悴すいさせ、増大した気迫がすぐに薄うすれていく。

　和穂には師し匠しようの言葉が信じられなかった。これが本当にあの龍華師匠なのだろうか？　自分を見み捨すてようとするのは構かまわない。それで師匠の命が助かるのならば、望むところでさえあった。

　だが、師匠は何の迷まよいも見せずに偽真火から街を見捨てた。本当に打つ手がなかったのだろうか？　いやそんなことはない。龍華師匠ならば論外の奥おくの手を持っていて不思議はない。

　和穂の心に差さし込むような痛いたみが走った。あの時、龍華師匠は街を救えたのだ。和穂はその方法に思い至いたった。鏡閃が仙人だった時代にはなかった技ぎ術じゆつかもしれないが、街そのものを移動すればよかったのだ。街も無む傷きずでは済まなかっただろうが、それで確実に鏡閃の虚きよを突つけ、人が死ぬこともなかっただろう。一いつ瞬しゆんの隙すきがあれば私ごと鏡閃を倒たおすなど師匠にとって造ぞう作さもないはずだ。

　判らない。和穂には判らなかった。師匠が何を考えているか和穂には理り解かいできなかった。

　道士になりたての頃ころに聞いた龍華の言葉が記憶の中から蘇よみがえった。

（相手の行動が理解できない？　逆だ。行動から相手を理解するんだ）

　街を見捨て、鏡閃の復讐を嘲あざ笑わらう、そんな行動から理解出来る人物と師匠がどうしても同じ仙せん人にんには思えなかった。

　いっそ目の前に居いるのは師匠の偽にせ者ものであって欲ほしかった。だが、仙せん術じゆつの癖くせや漂ただよう雰ふん囲い気きは紛まぎれもない師匠のものだった。私の知覚を誤ご魔ま化かすぐらい手て練だれの仙人ならばいくらでも可能だろう。仙界は人間界に不ふ干かん渉しようである。すなわち仙人による混こん乱らんを仙界は良しとしない。仙界と人間界の境さかいにある結界を越こえて、街を見捨てるような偽者を仙界がわざわざ派は遣けんする意味など全くない。逆ぎやくに言えば目の前に居るのは龍華師匠としか考えられない。

　何か師匠には考えがある。

　和穂はもう一度考える。

　街を見捨て、鏡閃を嘲笑う。

　この行動で何を導みちびこうとしているのか？　考えるにしても与あたえられた時間はあまりに短い。今、目の前で師匠は攻撃に移うつろうとしているのだ。混乱と葛かつ藤とうを切り捨てながら和穂は一つの答えに辿たどりつく。

　鏡閃の精せい神しんに揺ゆさぶりをかける目的がそこにはある。実じつ際さいに鏡閃の神経が受けた衝しよう撃げきは大きい。大き過すぎるといってもいい。もはや茫ぼう然ぜん自失している。揺さぶりをかける為だけに街を一つ犠ぎ牲せいにしたのか。憤いきどおりに流されそうになりながらも和穂は思考を紡つむぐ。

　両手に緑の炎を纏まとい、龍華は背せ中なかを大きく反らす。それは今まさに炎を撃うち放とうとする構かまえだった。

　欺あざむく。仕掛ける。裏うらを搔く。

　和穂の頭の中で、龍華の行動の意図が一気に組み上がる。

　街は無事ではないのか？　街を移動させ、その後に街が炎に包まれたような幻げん覚かくを被かぶせている。私では見み破やぶれないほどの精せい密みつな仕掛けで。

　両手を広げ龍華は天を仰あおぐ形になった。大きく仰のけぞり、顔は見えなくなり白い喉のど笛ぶえだけが見える。肉体そのものが引き絞しぼられる弓を思わせた。

　判った。そうだったのか。

　鏡閃の気き勢せいが削そがれている今なら肉体の主しゆ導どう権けんを取り戻せる！

　全てはその為の仕掛けだったのだ。

　愕がく然ぜんとして瞳の焦点を失いかけていた和穂の瞳に、瞬時にして光が戻る。

「師匠！」

　和穂の言葉は、龍華の攻撃より僅わずかばかりに後おくれた。

　龍華の両手より緑色の炎が撃ち放たれる。

　和穂は観る。炎は無造作に撃ち放たれたのではない。炎を導く力線が存そん在ざいするはずだった。炎を打ち出すのにあれだけ大きな構えをしていたのだ、炎を誘導し確実に標的に命中させる力線が何ど処こかにある。

　和穂は出来うる限かぎり背後に飛びすさる。鋼はがねすら打ち砕くだくであろう、移動による衝撃が仙人の肉体を取り戻した今は心地ここちよくさえあった。轟ごう々ごうと唸うなる風が和穂の髪かみを乱みだす。炎と自分の乱れる髪を視界に入れ、和穂は背後に飛び続ける。龍華の姿が瞬時に遠く小さくなる。

　力線はまだ見えないが、炎は真まっ直すぐに地上には向かわなかった。予想通り炎は自分に向かって疾はしってくる。

　目を凝こらし、どうにか力線の影かげを和穂は見て取った。自分の胴どう体たいに纏まとわり付くように僅かな線がある。この線を断たち切らない限り、炎ほのおの追つい尾びは止まらない。

　執しつ拗ような追尾の仕掛けに、和穂はホッとした。これこそが自分の考えの裏づけであると和穂は考えた。避ければ炎が地上にぶつかるというのは龍華のハッタリだったのだ。避けようがどうしようが炎は確実に和穂を追う。

　もし、まだ鏡閃の呪じゆ縛ばくが解けていなくとも、この状じよう況きようから助かる為には、鏡閃は肉体の制せい御ぎよを和穂に還かえすしかない。鏡閃の時代にはなかった防御術ではあるが、和穂はその術を使える。

　僅かの差で、龍華は攻撃を仕掛けていたが、もし、もう少し早く師匠に呼よびかけていたら、この攻撃は行われていなかったと和穂は考える。

　力線による追尾は素す早ばやい。だが、小回りが利きかなかった。細かい転回を繰くり返し和穂は緑色の炎との間合いをあけ、そして防御術を打ち込む。

　途と端たん、和穂の周囲の空間が粘ねん性せいを増まし、二つの炎そのものを包み込んでいく。池の中に巨きよ石せきを投げ込こんだかのような波は紋もんが、球形に広がり炎の勢いを一気に消し去る。

　崩くずれいく波紋は、自然には存在しない角かどのある煙けむり、結けつ晶しようのような煙となり周囲に広がる。

　和穂は安あん堵どの息を吐つく。

　これでもう大だい丈じよう夫ぶだ。後は鏡閃の一族を救う方法があるかだけが気がかりだった。

　薄れゆく煙の向こうで気配が収しゆう束そくしていく。

　師匠の気配だった。和穂の頭よりさらに上に龍華の影かげが見て取れた。師匠に会えるのだ。安堵と喜びで和穂の瞳ひとみに涙なみだが浮かびはじめた。

　泣いていては怒おこられると、和穂は涙を手で擦こすり、上じよう昇しようを始めた。煙が散り、龍華の姿が和穂の目の前にあった。

「師し匠しよう、会いたかったです！」

　もう少しで手が届とどく。和穂は手を伸のばす。仮面のせいで龍華の表情は見えない。

　龍華も和穂に向かい両手を差し出す。水の中から上がろうとする我わが子に手を差し伸べる母親にも似にた仕草だった。




　仮面。

　龍華の仮面の禍まが々まがしい瞳ひとみに、和穂は不ふ吉きつな物を感じ取る。

「！」

　火花が散る音がした。それは一いつ瞬しゆんにも満たない時間で発せられた龍華の詠えい唱しようだった。

　薪たきぎの爆はぜる音がした。それは詠唱により龍華の両手に瞬時に造つくりあげられた炎の塊かたまりが唸うなる音だった。

　和穂の笑え顔がおが凍こおりつく余よ裕ゆうすら与えずに、龍華の手から火球が撃ち放たれた。

　極限まで力み筋すじ張ばった龍華の指先は美しい鉤かぎ爪づめを思わせる。龍華の腕うでは滑なめらかな軌き跡せきを辿たどりつつ舞った。腕がうねる時、火球は撃ち放たれる。指が揺ゆらぐ時にも火球は撃ち放たれる。至近距離から無数の火球が和穂に向かい走る。

　和穂の目は力線を捉とらえられない。それは弾だん幕まくといっていい程ほどの無差別な攻撃だった。いちいち力線を張って攻撃を誘ゆう導どうするような手間をかけていない。

　龍華の手から離れた火球は爆発的に成長していく。途端に周囲には熱と光が溢あふれ出す。

　一つの息に無数の言葉を乗せて和穂は防御術を張る。一つの炎が術に囚とらわれ無害な波紋へ変わろうとするが、波紋を打ち砕く別の炎が襲おそいかかる。天より降ふり下る無数の雨あま粒つぶを両手で拾い尽つくそうとする程に無む駄だな抵てい抗こうだった。

　術を放った龍華でさえ、炎が作る爆風でその髪を逆さか立だてている。

　術を打ち破り火球が和穂に命中する。

『しまった！』

　詠えい唱しようのせいで、歯は嚙がみする事さえできなかった。これだけの数の火球である。一つあたりの威い力りよくは弱い。自分の腕を焼く炎より和穂は取りこぼしてしまった炎に心が乱みだされる。あの炎が地上に落ちれば、厄やつ介かいなことになる。先せん刻こくの偽真火よりましだとはいえ、周囲への影えい響きようはかなり強く出る。

　無駄な抵抗に必死になりつつも、和穂は血の気が引く思おもいに襲われた。師匠は今、自分に対して攻撃している。鏡閃の呪じゆ縛ばくから逃のがれた自分に攻撃している。それはつまり、先刻の偽真火の攻撃に対して師匠は何もしていなかったのではないのか。わざわざ街を移動させて幻術を張るなどというのは、自分の都合のいい憶おく測そくだったのか。

　自分の考えは全すべて間ま違ちがっていたのではないか。全ては目の前で起きたまま、それが真実なのではないか。龍華師匠は自分が生き残る為ために私を殺そうとしている。人間界に甚じん大だいな損そん害がいが出るのを覚かく悟ごの上でだ。

　偽真火は消えない。仙人といえども消せないのだ。ただ、仙術に依よって燃えている物を、あの街を虚きよ無むの異い世せ界かいに送るだけだ。三倍火は仙術によって無む効こう化かはできる。だが、誰がその仙術を使うのか。もし仙術がないとすれば、土や水すら燃やす炎を人の手でどうやって消せるというのか。

　和穂の意い識しきは乱れ、被ひ弾だんが増ふえていく。

　龍華の攻撃はまだ続いていた。

　被弾した部分から、全てが熱に還かん元げんされていく。言葉も手で組む印も意味をなくしていく。

　自分の喉のどから迸ほとばしっているのが詠唱なのか絶ぜつ叫きようなのか和穂にも判らなくなっていった。

　そして、最後の堰せきは崩くずれ、和穂の防御術は瓦が解かいした。

　漆しつ黒こくの煙けむりを上げながら和穂は地上へと向けて墜つい落らくしていった。

　落ち行く弟で子しの姿を見ても龍華の口は真一文字に閉とじられたままだった。




　　　　＊




「龍華！　貴き様さま、何を考えている！　人間界で五等仙術による攻撃を行うなど正気の沙さ汰たではないぞ！」

　まだ周囲には余よ熱ねつが残っていた。遥はるか上空の龍華の足あし下もとでは炎が燃もえ盛さかっていた。

　龍華はその声にあまり興きよう味みをひかれずに、ただ和穂が撒まき散らした煙を見つめていた。

「聞いているのか龍華！」

　面めん倒どうそうに龍華は仮か面めんを男に向けた。

　龍華と同じ高みにその体を浮うかばせている。その姿からして仙人に間違いはなかった。

「監かん視し付きの討とう伐ばつ任にん務むだったか。有ゆう巣そうも人が悪い。私がとち狂くるって暴あばれるとでも思っていたのか」

　仙人は怒おこっていた。

「有巣様の懸け念ねん通りではないか！　偽ぎ真火の攻こう撃げきは幻げん術じゆつを張はり、その後、都市移い動どうで防ふせいだようだが自ら三倍火を地上に打ち込むなど、錯乱しているとしか言いようがない」

　仮面の瞳は仙せん人にんに向けられている。

「幻術ねえ。あれは幻術を張ったように見せかける幻術だ。手を抜ぬかずに調べろよ」

「何を言っている。偽真火は三等仙術でその被ひ害がいは致ち命めい的に甚大だ。仙界ならともかく人間界では……」

　仙人の言葉が途切れる。仙人は何かを聞いたのだ。みるみる顔が青ざめていく。

「……ちゃんと確かく認にんしたのだな」

　それは龍華に向けての言葉ではなかった。それに続く僅わずかな空間の歪ゆがみだけで龍華には充じゆう分ぶんだった。この仙人は一人でここに居いるのではない。三人、いや四人居る。

　龍華の袖そでの中から引き抜ぬかれた白銀の槍やりが一いつ閃せんする。空間の歪ひずみに差し込こまれた穂ほ先さきは振しん動どうしているかのように見える。

　声も立てずに歪みから一人の仙人が引きずり出された。口元から血を流し、槍を抜かれると同時に地上に向けて落下を始めた。

「龍華！」

　最初の一人を合わせて四人の仙人に龍華の槍は閃ひらめく。そして、四人の仙人は同じように地上に向かい落下していった。

　構かまえを解とかない龍華を見て、笑い声が起きた。声と共に一人の仙人が姿すがたを現あらわす。先刻の仙人とは違い、みすぼらしい格かつ好こうをしている。煤すすけたような黒い道服の袖口や裾はほつれてボロボロだった。ただ、姿すがた形かたちや柔やわらかい口調とは裏うら腹はらに眼がん光こうは龍華の物に近かった。

「まったく、教本通りにやっても半人前なのに、教本通りにすらできないなんて、最近の仙人の質しつの低下にはうんざりするな、龍華仙人よ」

　仙人は龍華の槍の間合いの外に居た。たとえ宝ぱお貝ぺいの槍であろうと、その間合いから攻撃するには、ふた呼こ吸きゆうは必要であった。

　仕し留とめるのは無理だと判はん断だんした龍華は槍の構えを外した。

「一人か二人なら助けられたんじゃ？」

　ぶるんぶるんと仙人は首を横に振ふった。

「何の躊ちゆう躇ちよもなく仙せん骨こつを、槍で串くし刺ざしにするようなおっかない姉ちゃん相手に、そんな無理はできんな」

「あなたは私と同類のようですな。さっきの四人組とはわけが違う」

「ああ。同類だ。ただ、お前は一線を超こえてしまったがな」

　龍華は鼻で笑う。偽真火による被害を少しでも食い止めようとした、あの四人の仙人たちは未み熟じゆくなだけだった。動どう揺ようを悟さとられ、目の前に居る敵てきから、一瞬気を逸そらしただけだ。ただそれが致命傷となったに過ぎない。

　偽真火の被害など知ったことかという態度、それの何ど処こが私と違うのかと龍華は考えた。

「邪じや仙せん討伐人と邪仙など、どれだけの差があるというのですか」

「僅かな差だから、その差は重要なんじゃないか」

　四人組は邪仙討伐人とは明らかに違った。死ねば死んだ時、使い捨すてである単たん独どく行動の邪仙討伐人と比くらべ、任務の安全性せいを確かく保ほする為ために四人で組んでいる時点で真っ当な仙人である証しよう拠こと言える。

　真っ当だから龍華の非ひ道どうに思わず動いてしまったのだ。監かん視し人たちの保ほ護ご者しや役としてついていたこの男も本来は邪仙討伐人なのだろう。

「いいんですか？　子こ守もりでも任務は任務なんでしょ」

「そりゃ、たっぷり怒おこられるだろうね」

　男は大笑いし、続ける。

「それにしてもいい弟で子しだな。和穂といったか。師匠譲ゆずりの度ど胸きようの良さがある。お前さんのあれだけの攻撃を食くらって、派は手でに吹ふき飛ばされたようだが死んではいない。仙骨さえ無事なら後はどうにでもなるからな。間ま抜ぬけ面づらさらして仙骨の防ぼう御ぎよをがら空きにしてた四人組とはえらい違いだ。全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをおく自分の師匠にさえ致命的な隙すきは見せなかった。

　それにあの娘むすめ、最後に生き延のびる為の面おも白しろい術を使っていたな。三倍火を無効化した時にできた雲に落ちた、自分の影かげを使って術を仕し掛かけていたぞ。あんな術まで教えていたのか？」

　惚とぼけた面つらして細かいとこまで見ている、この手の韜とう晦かいした連中が仙人にはなんと多いことかと龍華は嘆たん息そくした。

「あれは護ご玄げんの奥の手ですよ。仙術による大だい規き模ぼ攻撃を食らう時には、光こう源げんも多数発生しますからねえ。影もそれだけできる。だから、影に詠唱を手伝わせるんですよ。優ゆう秀しゆうな護玄仙人がそんな状じよう況きように追い込まれるなんて想そう像ぞうもできませんがね。和穂はあれを一回見て覚えたらしい。あの手があるとは、うっかりしていた」

「ほおお。うっかりねえ」

　男は龍華の表情を見ようとしたが、仮面に邪魔されて見えない。あの仮面は何だ？　宝貝の造つくり手として名を馳はせる龍華だ。宝貝である可か能のう性せいは高い。だが、あまりにみえみえで囮おとりである可能性もありそうだった。

　龍華は再ふたたび槍を構えた。

「これ以上、無む駄だ話ばなしをする気にはなれませんな」

「おお、恐こわい恐い。ではさっさと退たい却きやくさせてもらうとするか。お前にこんな説教など無駄の極きわみであろうが、最後に言っておくぞ。こんな無茶をして逃にげ切れるわけはない。仙界はその名めい誉よに懸かけてお前を始末にかかる」

「承しよう知ちの上だ」

「お前の討伐命令が私に下されぬよう心から祈いのってるぞ！」

　言葉だけを残し黒衣の仙人は光と共にその姿を消しよう滅めつさせた。

　熱い風が吹ふいていた。燃え盛る地上から吹き上げる風だった。




　　　　二




　仙界に渡わたって幾いく星せい霜そうが流れたことか。

　だが、仙界にここまで混こん雑ざつしている場所があるとは今まで燕えん寿じゆは知らなかった。

　雑ざつ多たで混乱の極みのように見えるが、それは部外者からの感想であり、この場に居いるべくして居る者にとっては統とう一いつした規き則そくで全てを運うん営えいしているのだろう。そういう意味で人間界での魚うお河岸がしや大市場のようだと燕寿は考えた。

　忙いそがしく行き交かう仙人たちの手には魚や野菜ではなく巻まき物ものや書物、宝ほう珠じゆが抱かかえられている。

　吹きさらしの屋外ではないのだが、あれは天てん井じようと言って良いのか燕寿には判わからない。部屋は緩ゆるやかな曲線を描えがき内側に湾曲している。巨きよ大だいな球の内側で無数の仙人が蠢うごめいているのだ。遥はるか頭上を見上げれば、天井に足をつけ釣つり下がっているように見える仙人も、その仙人から見れば燕寿が釣り下がっているように見えただろう。

　さてと。

　燕寿は思案した。道士の頃ころとは違ちがい、今は桜さくら色いろの道服を身につけている。幾つかの刺し繡しゆうが施ほどこされ華はなやかではあるが、龍華に比くらべればまだ良りよう識しきの範はん囲いに収おさまっているだろう。道士であった遥か昔に龍華からふんだくった黒くろ鞘さやの刀がその腰こしに差されている。

　孫そん歳さいがここに居ると聞いて訪たずねて来たのだが、まさか内部がここまで広いとは燕寿の予想以上だった。もっと正せい確かくな位置を聞いておくべきだったと反省したが、今さら嘆なげいても遅おそい。

　仕方ないので燕寿は宝珠を懐ふところから取り出した。白色の、掌てのひらに握にぎりこめる程ほどの大きさの宝珠だ。こいつを使って孫歳の位置を調べてみようと燕寿は考えた。

　が、宝珠が反はん応のうする前にせわしなく歩く一人の仙人が燕寿に声をかけた。

「孫歳さんなら、この角度で真まっ直すぐ進めば会えますよ。二度手間だからここで宝珠は使わないで下さい。知りたいことがあるなら、そこらの仙人をつかまえて質しつ問もんすればいいですから」

　礼をする間もなく仙人はあたふたと人ごみの中に消えていった。




　　　　＊




「おお、珍めずらしい。誰だれかと思えばタダ酒仙人じゃないか」

「人聞きが悪い。私は孫歳にタダ酒を振ふる舞まった方でしょうが」

　孫歳は他ほかの仙人のようにせわしなく歩き回っていなかった。巨大かつ威い圧あつ感を漂ただよわせる卓たくに一人座すわっていた。

　孫歳は大きな鷲わし鼻ばなに、早口にまくしたてる甲かん高だかい声を持つ、薄うす墨ずみ色いろの道服を身にまとう男の仙人だった。外見は龍華や護玄と同じぐらいの二十代半ばから後半に見える。

　鼻以外は整った顔だちなので、思案顔の一つでもしながら卓に向かっていればそれなりにさまになったかもしれないが、ひとたび口を開けば荘そう厳ごんな卓の前であまりにも浮いてみえた。

「ひよっこ仙人が何の用だ？　判った、社会見学を騙かたった暇ひまつぶしだな。よし説明してやろう。この素す晴ばらしい卓が我わが権けん力りよくの座ざだ。この卓の前ぜん任にん者しやを追い出し、今の地位に就つくまでどれだけ権けん謀ぼう術数をくわだてたことか！

　まさに勝利の証あかし、我が栄光への道の輝かがやかしい第一歩なのだ。凄すごいだろ、周りに居る仙人は全員俺おれの部下扱いなんだぜ」

　部下の前で堂々と権謀術数を誇ほこらしげに語るのは只ただの冗じよう談だんなのだろうか。

「あぁ、あれだ。韜とう晦かいってやつ？　実力はあるのに馬鹿のふりするってやつ」

「馬鹿？　俺は実力はあるけど、馬鹿のふりをして何か面おも白しろいのか？　新手の権謀術数か！」

「いや、違うんだったらいいよ孫歳」

「遠えん慮りよはいらん。もっと気楽に孫歳局長と呼よんでくれて構かまわないぞ。観かん測そく局の局長なんてまさに栄えい誉よの証じゃないか」

「……あれが凄いのは五ご仙せん直ちよつ轄かつの第十二局までだって話じゃないの。ここって第何局？」

「ちょっと待ってろ、今調べてみる」

　孫歳は卓の上に置かれた書類を動かし、卓そのものに刻きざまれた数字を読み上げた。

「えぇと、第四十二万とんで……」

　途中で読むのが面めん倒どうになったので孫歳は話題を変えた。

「そういうわけで、この観測局からの日々の観測情じよう報ほうが各種検けん閲えつを施ほどこした後に仙人の皆みな様さまに提てい供きようされるのでありますよ」

「四十二万？　それぞれの観測局にこれだけの仙人が居るの？　それって仙人の数が合わないじゃない」

「馬鹿だなきみは。ほぼ無む限げんの情報に対たい応おうするのに全仙人の人口じゃとても足りないじゃないか。観測局に勤つとめる仙人は、全仙人人口の数千倍だか数万倍だか数十万倍の人数なのだよ」
















「……頭が痛いたくなってきたわ。ここの仙人って無む償しようで奉ほう仕ししてるの？　お金を払はらって雇やとってるんじゃないでしょ」

「さては局長の口添えで観測局に潜もぐり込むつもりか！　無償じゃないが金じゃない。報ほう酬しゆうは情報だ」

「別に就しゆう職しよく先さきを探さがしに来てるんじゃないよ。情報ってそんなに凄いの？」

　全くこれだからと孫歳は首を横に振ふった。

「いいか？　龍華や護玄みたいに仙術の実験だ仙界の調ちよう査さだなんてやってるが、あれは一つの思い上がりだぞ。全ての情報は既すでに過か去こに調べあげられている、という考えもあながち間違っちゃいない。だったら実験や調査なんかせずに、ここで少しばかり働いて対たい価かとしてその情報を貰もらえばいいじゃないか」

「全ての情報は過去に集められている。だったらもはや観測の必要なんかないんじゃ？」

「貴き様さまは言ってはならんことを言ったな。だが、局長様は都合の悪い話は聞こえない素す晴ばらしい耳を持っているのだ」

　燕寿は言ってから気がついた。自分の言葉は間違っていた。過去に起こったことを観測調査するのなら観測局は無意味だが、現げん在ざいに起こっていることを観測するのだから観測業ぎよう務むは無意味ではない。当の局長は気がついてないようである。

「ねえ、本当に韜とう晦かいじゃないんだよね」

「待てよ、だいたいお前もひよっこ仙人なんて初うい々ういしい代物じゃないではないか。思い出したぞ。仙人合ごう格かく記念のタダ酒を吞のんでやってからもう何年経たっているんだ！　何が今さら社会見学だ」

「……最初から私は社会見学に来たなんて一言も言ってないでしょ。孫歳と見込んでお願いがあるの」

　ふん。と鼻から息を吐はき、少しばかり孫歳の顔が真顔になる。

「そうさ、全ての鍵かぎは情報さ。情報を握にぎった者が勝つ。それで来たんだな。何の情報が欲ほしい？」

　龍華や護玄と同期の仙人にしては、孫歳は少しばかり頼たよりなさそうだと燕寿は思っていたが、やはり押おさえる所はきっちりと押さえているんだと感心した。

「韜晦を解といてくれたみたいね」

「だから韜晦ってなんだよ。仙界に行き交かう情報の一番新しん鮮せんな所を握っているのが観測局の局長さ。局長様を見み込こんでの面会ならばその件けんとしか考えられない」

　コクリと燕寿はうなずく。孫歳と違って吞のん気きな気分でいたわけではないが、さらに気を引き締しめる。

「もう判わかっていると思うけど、龍華姉さんについて聞きたい」

「へ？　龍華がどうかしたのか」

「……どうかしたかって、龍華姉さん邪じや仙せん認にん定ていされたじゃないの」

「なんだと！　初耳だ！」

　慌あわてて孫歳は卓たくを覗のぞきこむ。孫歳の意思に反はん応のうして卓の上に幾つかの文字が浮かび消えていった。

「なんてこった。邪仙と顔見知りなんて知れたら、俺の出世に悪あく影えい響きようが出て来るかもしれんじゃないか！　ほら、そこの桜さくら色いろの道服を着た知らない仙人さん。私はあなたのことも全く知らないのでさっさとお帰り下さい」

　巫ふ山ざ戯けないで、と言いたかったが別に巫山戯ているつもりもなさそうだ。

「今まで知らなかったって、本当なの？　局長は新鮮な情報を押さえてるんじゃないの？」

「無茶を言うなよ。観測局の名前は伊だ達てじゃないんだから。数多あまたの情報がここに集つどってるんだからな。まずい。俺と龍華が知り合いだという情報を改かい竄ざんするにはどうしたらよかったっけ？」

　せわしなく孫歳は卓を操あやつった。

「よし、これで俺と龍華が遭そう遇ぐうした記録は一いつ切さい消しよう滅めつしたぞ」

　燕寿は手を挙あげて、近くを歩く仙人を呼よび止めた。

「すいません。孫歳と龍華についての最新の情報を教えて下さい」

「はいはい。孫歳局長によって龍華と孫歳局長の遭遇記録が改竄された、ってのが最新情報ですね。なんでしたら改竄前の二人の遭遇記録もご覧らんになります？　過か去こに事例はないですが、情報改竄による処しよ分ぶん規き定ていとかも面おも白しろいですよ」

　丁てい寧ねいに燕寿は断ことわり、仙人に礼をした。

　卓の向こうでは孫歳が頭を搔かきむしっている。

「何たる絶ぜつ妙みような罠わな！　これで俺の出世の道は閉とざされてしまったのか！　さては貴様、前局長に雇われて来たのだな！」

「そんなわけないでしょ。まあ、そんなことはどうでもいいとして龍華姉さんの件よ」

「俺は何も知らんぞ。だいたい龍華が邪仙認定されたなんて今知ったところなんだからな、本当だぞ」

　本当なのだろう。ここで噓うそをついてもどうにもならないのは燕寿も承しよう知ちしていた。

「うん。龍華姉さんが本当にあんな酷ひどいことをしたか知りたいのよ」

「そんな程度の情報なら、わざわざここに来なくても宝ほう珠じゆで調べられるだろ」

「なんかきな臭くさいのよ。もしかしたら情報改竄されてるかもしれないし」

「……今ので無理だと判っただろ。だいたい検けん閲えつにしたって、情報の閲えつ覧らん許きよ可かに階かい層そうがあるだけであって真実を隠いん蔽ぺいしてるんじゃないんだぞ。ろくでもない仙人がろくでもない技術を調べて、ろくでもない事件を引き起こさない為の措そ置ちであってでな」

　回りくどさに燕寿もじれてきた。

「だからさ、観測局の局長なら閲覧できる情じよう報ほうも深いんでしょ」

　鷲わし鼻ばなをさらに高々と伸のばして孫歳は誇ほこる。

「そりゃそうさ」

「だから、精せい密みつな情報を教えてもらおうって狙ねらいもあってわざわざ孫歳の所まで足を運んだのよ」

「気は確たしかかお嬢じようさん。なんで俺の権けん限げんをお前の為ために使わなければならんのだ」

「いいじゃない、今までに吞んだタダ酒の借りを返すつもりでさ」

「なんだと！　対たい価かを払はらったら全然タダ酒じゃないではないか！　この世で一番旨うまいのはタダ酒だという箴しん言げんもあるんだぞ！　あんなに旨かったタダ酒の美しい思い出を汚けがそうというのか！」

「……これって情報を私に見せない為にわざと馬鹿話をやっている、なんて手の込んだ仕し掛かけじゃないでしょうね？」

「馬鹿とはなんだ馬鹿とは。馬鹿と言う方が馬鹿なんだぞ」

　燕寿は孫歳の胸むなぐらを摑つかむ。

「ともかく私の言うことをきいて。そんなに酒が欲ほしいなら、幾いくらでも上等な酒をあげるから」

「人を酒吞みみたいに言うなよ。俺が好きなのはあくまでタダ酒であってだな……」

　腰こしの刀の柄つかに燕寿の手が伸びるを見て、孫歳は首を縦たてに振ふった。

「わかったわかった。どうせお前の考え過すぎだ。第一、改竄どころか情報に制限がついてるかどうかも怪あやしいぞ。言っておくが、ここで見たものは全て真実だと納なつ得とくしろよ。あれだ、自分に都合が悪いからといって仙界に渦うず巻まく陰いん謀ぼうとか言い出したらきりがないんだからな」

　燕寿は頷うなずく。

　渋々孫歳は卓たくを操そう作さする。水面に光が乱らん反はん射しやするように、高密度の情報が卓の上に浮かび上がる。

　少しばかり孫歳の声が低くなった。

「ふむ。鏡閃という邪仙の討とう伐ばつ任にん務むが龍華に下って、龍華は人間界に降おりた。その鏡閃ってのは龍華の弟で子しである和穂の肉体を乗っ取っていたようだな。で、鏡閃だか和穂だかよく判らない者との戦せん闘とうで、人間界に莫ばく大だいな被ひ害がいが出たと。なんだ、これって只ただの討伐任務の失敗じゃないのか。邪仙の悪足あ搔がきで放った仙術から人間界を守りそこねたんだろ」

「よく見てよ」

「鏡閃が放った偽ぎ真しん火かからの人間界保ほ護ごを放ほう棄き。でもこれって保護しろって方が無む茶ちやだろ。あんなのその場で対たい応おうできるかよ」

　燕寿は顎あごを突つき上げて先を見ろと指し示しめす。

「その後、討伐による戦闘で、三倍火を龍華は無差別に打ち出し、地上に被ひ弾だん、その被害は甚じん大だいなりと」

　燕寿は首を傾かしげる。

「そこなのよ。その被害が洒落しやれにならない」

　孫歳の目が留とまる。

「都市一つとその周辺区く域いきが壊かい滅めつ。人間の死者五千六百十五人っと。その場で龍華の監かん視し任にん務むにあたっていた五人の仙せん人にんの内、四人まで殺害か」

「……ちょっとありえない話でしょ」

「お嬢じようちゃん。ありえないからありえないってんじゃ道理から外れるぞ。今の情じよう報ほうは検けん閲えつもかかってないし、当然改かい竄ざんもない」

「意外と冷静なのね。もっと飛び跳はねて驚おどろくと思ってたのに」

　やれやれと孫歳は首を振ふる。

「いいかい、お嬢ちゃん。こちとら数百年の長きに亘わたって龍華を知っているんだ。龍華の手口なんか大たい概がい知っているさ。

　こういう派は手でな部分は目くらましさ。奴やつの狙ねらいは何か知らないが、本質は表に出てきているまい」

　孫歳の分ぶん析せきに燕寿は驚く。

「あら、私と同じ意見ね。でもね、龍華姉さんが無関係な人を巻まき込こむとは考えられないのよ……いや、巻き込みかねない人だけど、怪け我が人を出したり人の命を奪うばうなんて」

「怪我人なんていなかったぞ。いたのは死者だけだ。考えてみろ。偽真火や三倍火の影えい響きよう範はん囲いで生身の人間が助かるわけがなかろう。影響範囲から一歩でも出れば無む傷きずだろうから、死者しかいなくて怪我人はなし」

　また話をずらそうとしているのかと燕寿は訝いぶかった。

「だから、これって龍華姉さんがいかにもやりそうな話だけど、龍華姉さんが絶ぜつ対たいやらない仕し掛かけだと思うの」

　呆あきれ顔で孫歳は答えた。

「甘あまい甘い。お前さんは肝かん心じんな人物を忘わすれているじゃないか。龍華の付つき添そい人かつ保ほ護ご者の存在を忘わすれている。護玄は今何ど処こにいる」

「……護玄兄さんは消息不明」

　興きようを削そがれたのか孫歳は鼻はなをムズムズさせた。

「ほらみろ。これでネタは上がったようなもんじゃないか。龍華が表おもて舞ぶ台たいで派手に暴あばれ回って、その裏うらではキッチリと護玄が万ばん事じ上手うまく収おさめているんだ。何が面おも白しろくて護玄はいつも龍華の厄やつ介かい事ごとに首を突つっ込むんだろうね、悪あく趣しゆ味み極きわまりない」

「やっぱり護玄兄さんも絡からんでるの？　でもだからといって、あれだけの死者が」

「おい」

「？」

「どうでもいいが、龍華は龍華姉さんで、護玄は護玄兄さんで、どうして俺おれは孫歳と呼よび捨すてなんだ！」

「尊そん敬けいしてないから」

「なるほど、納なつ得とくした。だがそんな奴に、事じ件けんの裏を俺がどう読んだかは教えてやらない」

「仕掛けが判わかったって言うの？　もし何が起きているか正せい確かくに判ったのなら、『孫歳さん』ぐらいは呼んであげてもいいよ」

「どこの世界に、敬けい称しように釣つられる馬鹿が居いるんだ」

「どうして孫歳と話していると、話が横に流れそうになってばっかりなのよ。私はここに遊びにきたんじゃないの」

「仕方あるまい。敬称に釣られたわけじゃないが、俺の考えを教えてやろう。今回の一件は確かに龍華にしてもやり過ぎだ。ああいう手合いは防ぼう御ぎよ術じゆつを知ってる相手には平気で仙術を撃うち放つが、仙術とは縁えんのない者に対しては神しん経けい質しつなまでに無法がないように立ち回る」

「それはあると思う」

「しかるにだ。死者が出ておる。これは龍華にとって一番気に食わない事実だ」

「うん。で、結局の答えは？」

「言っておくが龍華は追おい込まれているな。あんまり自分の流りゆう儀ぎに添った奇き麗れいな手口じゃない。勿もつ体たいぶるほどの仕掛けじゃないから、さっさと教えてやろう。人間界に甚じん大だいな被ひ害がいが出ているが、死んだ人間の魂こん魄ぱくは護玄が保護している。事件のケリがついた暁あかつきには、魂魄を新しく作った肉体に戻もどすつもりだ」

「でも、仙界と人間界の間には結界が張はられている。護玄兄さんはどうやって結界を越こえたの」

「そんなことか、下らん。討とう伐ばつ任務の言い渡わたしの時に結界突とつ破ぱ用の符ふを龍華は渡されてるだろ。四し海かい獄ごくの中にでも潜ひそんでたら、護玄も一いつ緒しよに人間界に渡れるぜ」

「凄すごいわ孫歳さん！」

「だからお嬢ちゃんは、ひよっこなのだ。いかに俺の素す晴ばらしい読みに感動したとはいえ、その考えを裏づける証しよう拠こがないとはじまらないではないか」

「裏づける証拠なんてあるの？」

「護玄が四海獄に隠かくれてたかどうかなんか調べようがないし、仕掛けの肝きもだから、あいつらも調べられないようにしてるだろ。だからそっちは判らん。

　が、死亡認定なんて所しよ詮せん、肉体と魂魄が人間界から消えた時点でやってる。その隙すきを龍華と護玄は突ついたんだ。龍華が肉体をふっ飛ばし護玄が魂魄を仙界から見えないように保護してだ。つまり、本当に死んでるかどうかは冥めい府ふによる鬼き籍せき一いち覧らんを見れば一発で判るんだよ」

「そんなのがあるの？」

「冥府と仙界の協きよう定ていだ。最近は滅めつ多たに居ないが尸解して仙界に渡る奴が居て、色々ややこしいからな。仙せん骨こつ作動中の仙人は、たとえ冥府に居ても一覧には載のらん。四人の仙人は仙骨だけ保護して魂魄は飛ばしたと見た」

　孫歳は卓たくを操そう作さしながら言った。

「検けん索さく条件は、『龍華に殺された人間及および仙人』で構かまわないな。日付は龍華が討伐任務を受けてから現在までと。今から出てくる名めい簿ぼに一人の名前も見えなかった時点で、『素晴らしき孫歳さん』と呼んでくれたまえよ」

　卓の上部、燕寿が手をついている部分が白く発光した。自分の読みを信じきっている孫歳は鼻高々に顎あごを上げていた。

　光は薄うすまり、燕寿の前に名簿が浮うかび上がった。孫歳は言った。

「どうだ、間ま違ちがっても五千人とかなんて数字じゃないだろ。お嬢ちゃん、大きな声で名簿の中身を読んでくれたまえよ。まあ、白紙の名簿じゃ読む内容もないだろうがな」

　カカカッと笑う孫歳に向かって燕寿は言った。

「五千人とかじゃないし、読むのはちょっと無理ね孫歳。……該がい当とうする人間は三万人を超こえてる。仙人の方は五十八人だから読もうと思えば読めるけど、どうする？」

　そんなつまらぬ冗じよう談だんで、この俺が血相を変えるとでも思ったか？　と言いつつ、孫歳は自分の目の前にも資料を浮かび上がらせた。

　そこに記されていた数字は燕寿が語った物と同じであった。孫歳は思わず卓を叩たたく。

「馬鹿な！　ありえん！」

　孫歳を嘲あざ笑わらうかのように、資料の数字は刻一刻と増加していた。

「現在進行形なのよ、龍華姉さんの一件て」

　邪じや仙せんとしての龍華について孫歳は調べてみた。

「故こ意いに人間を一人殺しただけでも、充じゆう分ぶんに邪仙認にん定ていされるんだぞ！　ありえんありえん。それに数万人の犠ぎ牲せい者を出して仙界が静観するなどそれこそ、ありえない」

　燕寿は腕うでを組み、小首を傾かしげた。

「私が聞いた話じゃ、鏡閃との戦いで邪仙認定されてから三日の間に、規き模ぼの大小はあるけど第九次討伐隊まで派は遣けんされたそうよ」

「それが全員返り討うちだと？　龍華が実じつ践せん的な仙術に長たけているとはいえ、考えられんぞ。相手も遣やり手の討伐人なんだろ」

「そこんところはちょっと微び妙みようらしい。あまりに事件が重大かつ被害も大きいから、討伐人なんて呼ぶのは失礼そうな、まともな仙人が主に派遣されていたらしい」

　頭ず痛つうを堪こらえながら孫歳は言った。

「とんだ失しつ策さくだな。あいつを誉ほめる気はさらさらないが、龍華を相手に真っ当な仙人じゃ勝負にならんぞ。しかも人間を守ろうとしてる仙人と違って、龍華はどれだけ被害が出ようとお構いなしで仙術をぶっ放してるんだろ？　だったら上品な仙人様に勝ち目はない。六十人近い仙人の死亡者も納得できる。

　こういう汚よごれ仕事を専門に扱あつかう連中はどうしてる？　かつての龍華みたいに討伐勅ちよく命めいに従って邪仙を狩かっていたような奴やつ等らは？」

「それこそ、観かん測そく局の局長さんが調べてよ」

　無数の観測記録を追ってみると、いくつかの流れが明らかになっていった。

「流石さすがと言えば流石か。拒きよ否ひ出来るだけの余よ裕ゆうのある奴は、討伐命令そのものを断ことわってるな。勅命拒否の罰ばつ則そくはかなりきついが、それでも龍華との戦いを避さけている」

「その手の仙人でも龍華姉さんを恐おそれているの？」

「単純に関かかわりたくないんだろ。まともにやりあって、自分の仙術に人間を巻まき込こんで、下へ手たに死なせようもんなら、今度は自分が責任を問われる」

「でもさ、勅命には絶対服従、断るなどもっての外ほか、って立場の人が、討伐人なんてやってるんでしょ？」

「ああ。殆ほとんどがそういう連中で、そんな連中の方が手て練だれなんだがな。一いち応おう、既すでに討伐任にん務むを受けて人間界に降おりてる連中も居るが、討伐人だなんだと呼ばれている奴は吞のん気きに人間界で様子見を決め込んでるな。こいつらは討伐隊とは別べつ勘かん定じようで、死者は出ていない」

　哀あわれな仙人に被害が出るのを冷静に観察しているのだ。それで龍華の狙ねらいなり力量を推おし量はかろうとしている。凄すご腕うでの討伐人と呼ばれているだけの者だ、狩りは準じゆん備び期間こそが重要であり、行動に移るのは確定した結末に向かい全すべてのけりをつけてる時だ。

　龍華を始末するにはまだ情じよう報ほうが足りず、静観を決め込んでいれば他の誰だれかが始末をつけてくれるかもしれない。龍華は獲え物ものとしてはあまり旨うま味みのある代しろ物ものではないと討伐人たちは判はん断だんしているのだろう。

「討伐人たちは龍華に対する観測記録を執しつ拗ように見ている。でも、それは龍華も承しよう知ちの上だ。互たがいに手の内を知ってるから長期戦は必ひつ至しだな」

「でも、その間に人間界での被ひ害がいは広がり続けると」

「むむう。本当は仙界もしばらく龍華の様子を見るべきなんだろうが、被害がでかすぎてその手は使えないと見えるな。身内を殺された一門が、仇あだ討うちとばかりに討伐隊を仕し掛かけて返り討ちだ。状じよう況きようは泥どろ沼ぬま。観測局の局長としては、こんな面白い騒そう動どうが起きているのを知らなかったとは忸じく怩じたる思いだ」

「そうやって洒落しやれで済すんでる間はいいけどね。もう洒落じゃないのか」

　孫歳は言った。

「どうだ、納なつ得とくしたか。俺が色々調べたが、今の情報ってお前だって調べられた代物だぞ。局長権けん限げんで閲えつ覧らんしたものは一つとない」

　とんだ無む駄だ足あしだったと燕寿には判っていた。孫歳の言葉通り、ほとんどは燕寿の知っていた事実であり、ここでできたのは隠された事実や新しき発見ではなく、裏うらづけに過ぎなかった。それも、『もしかしたら』という燕寿の淡あわい期待を裏切る、残ざん酷こくな裏づけでしかない。

「手間を取らせたわね、孫歳。これで今までのタダ酒の貸しは帳消しにしてあげる」

　両手を頭の後ろで組み、孫歳は大きく後ろに仰のけぞった。ぼきぼきと孫歳の背せ中なかが鳴る。

「かくて燕寿お嬢ちゃんは、邪仙と化した尊敬する龍華仙人が仙界に帰って来るのを泣きながら、いつまでもいつまでも待ち続けましたとさ」

「……何が言いたい？」

「てなことになるような大人しい仙人じゃあるまい、お前さんは。ついでだ、こいつを見ていけ」

　孫歳は卓たくを叩く。一つの書類が浮うかび上がった。

「これは？」

「龍華討伐の討伐人募ぼ集しゆうの告知だ。さっき見ていた情報の中に混ざっていた。よほど業ごうを煮にやしたんだろうな。一いつ般ぱんの仙人でも希望者を探さがし始めてる」

「私に、龍華姉さんを殺しに行けっていうの？」

　カカッと孫歳は笑う。

「違ちがう。権力志向の俺は、ここで出世街かい道どうをひた走っているから、お前は龍華を助けに行って来い」

　龍華に何が起きているのか。龍華が何をしようとしているのか。それを確たしかめに行けと言ってるのだ。そして、それが判わかったのならば、龍華の為ために力を貸してやれと。

　燕寿はコクリと頷うなずいた。

「ありがとう、孫歳さん」




　　　　＊




　立ち去る燕寿の姿を見ながら、孫歳は考えた。一いつ体たい、龍華は何をとち狂くるってあんな無む茶ちや苦く茶ちやをしでかしているのか？　あいつの無茶はいつもの話ではあったが、やはりあそこまで他人に迷めい惑わくをかけるような無茶は、過去にも覚えがない。

　護玄が厄やつ介かい事ごとに巻まき込こまれた事じ件けんならば、幾いくつかあったが、あれは護玄の自じ業ごう自じ得とくだろう、龍華が巻き込んだというより護玄が首を突つっ込んだせいだ。

　龍華が気がかりではあったが、それと同時に護玄も孫歳は気がかりであった。

　こんな非常時に何ど処こに行っているのだ。燕寿が知っていたぐらいだから、護玄もとっくに事件を承しよう知ちしているはずだ。なのに姿すがたが見えない。

「龍華が無茶をする前に、その企たくらみに気がついて奴やつに消されたか？」

　有り得ない話ではないのかもしれない。人間の命を巻き込んで、人間界で仙せん人にん相手に戦おうというのだ。護玄ならば当然、龍華を止めようとするだろう。

　孫歳は頭をひねる。どうしても護玄が鍵かぎのような気がして仕方ないのだ。

「判らん。まあどうでもいいか。嫌いやでもそのうちにけりがつく。龍華が倒たおされるか、人間界が崩ほう壊かいするかどっちかまでは知らぬがな」




　　　　三




「すなわち情報を制する者が勝利をおさめるわけだよ、きみぃ。ともかく状況を報告してくれたまえよ流りゆう麗れい君。どうせ最悪の状況なんだろうけどね」

　舌した足たらずの口調で流麗に指示を出し、塁るい摩まは善ぜん哉ざいに箸はしを付けた。

　塁摩は、編あんだ髪かみを髪かみ飾かざりの布にくるんだ、幼い少女の姿をしていた。いかめしく命令口調で喋しやべったとしても遊んでいるようにしか見えない。

「……そうね、状況は最悪。頼たよれるのは塁摩の馬鹿力ぢからだけ」

　馬鹿力呼よばわりされて、少々ムッとしたが、ムッとさせるのが流麗の狙ねらいなのはみえみえだったので、塁摩はあまりムッとしないことに決めた。

　善哉は程ほどよく冷めていた。これは恵潤の仕し業わざだろう。元武器の宝ぱお貝ぺいとはいえ細かい所にまで気がつく。舌の火傷やけどに気を遣つかわなくとも、善哉を啜すする事が出来た。

　善哉の中の、焼き目のしっかりついた小こ振ぶりなモチにかぶりつきながら塁摩は周囲を見回した。

　なんだここは？

　塁摩の感想も無理はなかった。ここは、湿しめっぽい倉そう庫このような建物だ。壁かべ際ぎわには蓋ふたの開いた棺かん桶おけが無む造ぞう作さに置かれていて、部屋の別の壁には得え体たいのしれない代物があった。この建物の本来の使用目的の邪じや魔まにならないように、壁際に置こうとでもしていたのだろうか、だがそれは失敗のようで、建物の中央にまでその巨きよ体たいは伸のびている。

　あれはなんなのか？　どうやら道具というか設せつ備びのようで、しかも未完成なのは間違いない。今、この瞬しゆん間かんもその設備の周りでは、せわしく何人かの見知った顔が動いていた。

　未完成とはいえ、もうすぐ完成するのだろう、仕上げにかかっている。

　見知った顔の一つが塁摩に手を振った。静せい嵐らんだった。塁摩は気さくに『久しぶり、路ろ地じ裏うらのひまわり』と挨あい拶さつを返す。静嵐はわけがわからないという表情をしたが、塁摩は特に気に留とめなかった。静嵐の隣となりでは恵潤が小さく笑っている。

　塁摩のすぐ横に立っている、流麗が報ほう告こくを始めた。

「……殷いん雷らい刀とうは破は壊かいされて、和穂は鏡閃という元仙人に無む理り矢や理り尸し解かいさせられ、その体を乗っ取られた」

　せっかく善哉があるんだから、塁摩も呼よんであげよう！　てな感じの吞のん気きな状じよう況きようではないと、場に張はり込める空気で塁摩は感づいていた。だが、いきなりどん詰づまりの状況を報告されて善哉の味が少々落ちた気がする。

「わはははははは。そりゃ最悪だ」

　取り敢あえず笑ってみたが、善哉の味は戻もどらない。流麗は無む表ひよう情じようだった。これは少しおかしいと塁摩は考えた。ここはニッコリと『そう、最悪なのよ』と微笑んでしかるべきところだろう。

　表情のない女は続けた。

「……二日と少し前までは、その状況が最悪の状況だと思っていた。でも、二日前からその状況がさらに悪化した。だいたい最悪なんて言葉を軽々しく使うもんじゃないってことね」

　流麗が割とまともな話をしている。その不吉さが塁摩の背せ筋すじを少しばかり強こわばらせた。おかげでモチのパリパリ感を楽しむ余よ裕ゆうすらなくなっていく。

「善哉を食べおわってから報告してもらった方がよかったかな。なんなら今からでもそうしようか？　よし、そうしよう！」

「……報告を続けます」

　塁摩は壁際の変な設備をじっくり観かん察さつしてみた。変、の一言で片づけずによく見れば、あれは炉ろの一種ではなかろうか。少しばかり巨きよ大だいで長いが竈かまどの特徴が見て取れる。それよりも陶とう器きを焼く窯かまなのだろうか？　設備から建物の壁に向かい、太い筒つつが突つき刺ささっているが、あれは煙えん突とつなのだろう。ならば、どちらにしろ火に関かかわりのある設備だ。

　綜そう現げんが設備の中を覗のぞきこみながら、数字を叫さけんでいるのも温度の報告だとすれば納なつ得とく出来る。綜現ならば、炉の中で燃える炎の色を見れば温度を正確に測はかれるだろう。

「ねえ、あれって何？」

　塁摩が話題を逸そらそうとしても、流麗は全く取り合わない。

「……塁摩。外に出てきて違い和わ感はなかった？」

「別に」
















　これだから馬鹿力だけが取り柄えの宝貝は。と、流麗が言いそうだったので塁摩は慌あわてて人差し指を立て彼女の言葉を制した。そしてもう一度、流麗の言葉を確たしかめるべく違和感なる物を感じ取られるかどうか精神を集中させてみた。懐なつかしいが、かといって嬉うれしくもない気配がある。

「まさか、龍華！」

「……えぇ。龍華が人間界に来ている」

　仙界に比べ、人間界は狭せまい。何ど処こに居いるかまでは判わからないが、自分を造つくり出した仙人の気配が強く漂ただよっていた。

「すると、私を呼び出したのは龍華から逃にげる相談なんだ」

「……違う。龍華は現時点では宝貝に対して何もしていない」

「それじゃ、龍華は何をしに人間界に来てるってのさ」

「……さっきの、鏡閃という元仙人は、龍華に復ふく讐しゆうをしようとしていた。基き本ほん的に人間界に仙人は在あってはならない存そん在ざいだから、和穂を仙人化させれば討伐人として龍華が派遣されると読んだ」

　なるほど、と塁摩は頷うなずく。見た目は少女の姿すがたではあるが塁摩は兵器の宝貝である。少女である部分と、武器の宝貝にも似にた鋭するどい状況判断能力を合わせ持っていた。もっとも、その二つが常に折り合っているとは言えなかったが。

「仙界は体ていのいい厄やつ介かい払ばらいをしたんだ。鏡閃は龍華を殺したがっている。ならば龍華を人間界に派は遣けんしたら全すべてが丸く収まるもんね。鏡閃を倒たおせば和穂も死んじゃうんでしょうから、龍華は抵てい抗こうせずに殺される。龍華さえ倒せば、その鏡閃ってのも大人しく仙界の指示に従うつもりだね」

　喋しやべってから塁摩は別の違和感がした。龍華の気配は今ここにある。なのに流麗の話は少し前の事実を指し摘てきしている感じだ。

「……その読みは大外れ。私も同じ読みをして外したんだから恥はずかしがらなくてもいいわ、馬鹿力ぢからだけが取り柄の宝貝さん」

「恥ずかしがっちゃいないけど」

「……龍華と鏡閃の最初の接せつ触しよくは予想を超こえた結果となった。仙人同士が本気で戦ってしまったのよ。地上には真火系と三等級以上の火か炎えん術じゆつの流れ弾だまが落ちた。微び弱じやくだったけど、その余波はここでも感じられた。真火系は鏡閃のしわざと思うけど、あんな癖くせのある火炎術の方は間違いなく龍華の術だった」

　もはや善ぜん哉ざいの甘味も判らなくなっていた。

「お願いだから、『だから最悪の状況』って言って欲ほしい」

「……そうね。それが今から二日前の話で、状況はそれほど大きく変わってない。龍華討伐隊が組まれているらしく、断続的に仙人たちの戦せん闘とうが行われているだけ。龍華は地上への被ひ害がいをお構かまいなしに仙術をぶっ放してる様子だけどね」

　善哉は食べおわった。隣に置かれている水を塁摩は一気に飲み干す。

「そう。報告ありがとう。それじゃ私は断縁獄に帰るね。善哉ごちそうさま」

　勢いに任せて帰れるとは塁摩も思っていなかった。嬉うれしそうに流麗は笑っている。

「……善哉を食べさせる為ためだけに呼んだとでも？」

　塁摩の為だけに用意された善哉じゃないのは、積み上げられた空からっぽの椀わんの数で明らかだった。時間を置いて呼ばれたのは善哉を冷ます時間の為なのだろう。どちらにしろ、善哉を置いてくれていたのは流麗の提てい案あんでないのは確たしかだった。こればかりは少女の部分と兵器の部分の意見が完全に一致している。

「そりゃそうだろうけど、だからといって私に何をしろって？　近所に堅けん牢ろうな要よう塞さいがあるから、ちょっと城じよう壁へきを破壊してくれって話なら別だけど」

　設備の陰かげからひょこっと見知らぬ顔が出る。

　自分の名前は梨り乱らんだと自じ己こ紹しよう介かいしながら、梨乱は塁摩を呼んだ理由を説明した。

「要塞？　塁摩には殷雷刀を打ち直す手伝いをして欲しい」

　塁摩は納なつ得とくできない。それも一つではない。

「殷雷を打ち直してどうするの」

「私は和穂を助けたいんだけど、誰も私の意見に賛成してくれない」

　至し極ごく真っ当な意見じゃないかと塁摩は思った。自分もそんな無茶な意見には賛成しない。

　梨乱は続けた。

「でも、殷雷ならば私の気持ちを判わかってくれると思う。だから殷雷を打ち直して、私と殷雷で和穂を助けに行く」

　最初の戦闘で和穂は龍華に殺されているかもしれない、と流麗は言ったが、そんな程度では梨乱の意志はくじけなかった。

　塁摩に納得できない部分はまだあった。

「破は壊かいされた宝貝の刀をどうやって打ち直すってのさ」

　目の前にある異形の設せつ備び、まさかこれを使って殷雷を直そうというのか。いや、この状況ではそうとしか考えられない。塁摩の表ひよう情じようを見て梨乱は不ふ敵てきに笑う。

「そっちの方は大丈夫、殷雷の持っていた棍こんが殷雷の補ほ修しゆう用の資し材ざいだったから。これは作業の確かく実じつ性せいを上げる為ための炉ろだよ。真しん鋼こうを融とかすのに使う」

「でも、こんな設備をよく作ったね」

「断だん縁えん獄ごくの中に木材やら鉱こう石せきの資材が豊ほう富ふにあったからね。恵潤の話だと路銀を稼かせぐ為の貿ぼう易えき用の代しろ物ものだってさ。そりゃ断縁獄があるなら運うん搬ぱんは楽だし大おお儲もうけだ」

　梨乱は笑う。こんな資材をよく用意できたね。じゃなくて、こんなわけのわからない炉をよく作ったね。という意味で言ったのだが梨乱には通じてないようだった。

「つまり私には、トンカチ持って真鋼を叩たたいて欲しいんだ」

　流麗はそうだと答えた。

「……梨乱と一緒に二人でトンカチを振り回す、いわゆる二丁がけをやって貰もらいたい。私か恵潤がやってもいいんだけど、どうせなら馬鹿力の、あなたが適てき任にんだと恵潤が推すい薦せんしたの」

　違ちがう違うと恵潤は顔の前で手を振っていたが、あれは馬鹿力に関してのことだろう。恵潤は、以前、殷雷を半はん壊かいにした罪つみほろぼしの場を提てい供きようしてくれているんだ。

　梨乱が少しばかり困こまった顔をしながら言った。

「刀鍛か冶じは力だけじゃ駄目なんだ。精せい密みつな力加か減げんが必要なんだけど塁摩に務まるかな？」

　宝貝の製せい作さくに関して精通している流麗、武ぶ器きの宝貝として動作の正確さを持ち合わせる恵潤。そんな二人よりも目の前の小さな少女がこの仕事に適しているとは梨乱には俄にわかに信じられなかった。

　梨乱の言葉に、塁摩は不敵に笑った。

「御冗談を。極大から極小まで、力の制御に関して私の右に出る宝貝は居いないよ」




　　　　＊




　そして五日の時が流れた。

　時折、龍華の仙術が地上にぶち当たる、地鳴りにも似た重い響ひびきが伝わることがあったが、どうにか世界はまだその形を保たもっている。

　流麗と恵潤は、村の集会所の外に置かれた縁台に座すわっていた。打ち直し作業もそろそろ大詰めにかかっている。梨乱と塁摩の集中の邪じや魔まをしては悪いと思い、恵潤は流麗たちと共に、作業場である集会所の外に出ているのた。トンテンカントンテンカンという音が心地ここちよく周囲に響いている。

　この村には色々と世話になっていた。向こうも和穂に恩おん義ぎがあったらしいが、かといって世話になりっぱなしというのも、恵潤は気が引けた。それは梨乱も同じ気持ちだったらしく、お礼としてあの炉をここに置いていこうと恵潤と相談したりもしていた。

　あの炉には設定した温度を正確に保つ能のう力りよくがあった。鉄やら銅どうやらを丁度熔よう解かいさせる為の温度を、梨乱は休きゆう憩けいの時に紙に記している。村人が使う時に参考になるように、とだ。しかも通つう常じようの炉に比くらべてかなり少ない燃ねん料りようで炉は動くらしく、それだけでも喜んでもらえるだろうと梨乱は恵潤に語っていた。

　頑がん固こそうな村人たちだったが、わざわざ炉を壊こわしてまでお礼を断ことわるようなことはすまいと、恵潤は考えていた。

　縁台に座る恵潤と流麗の視し線せんの先では、綜現と静嵐が二人で薪まきを割わっていた。静嵐の素す晴ばらしい斧おの捌さばきを綜現は絶ぜつ賛さんしている。嬉うれしいのか、調子にのって静嵐は薪の山を築きずき上げていた。

「頑張ってる梨乱を見てたら、言い出せなくなったんだけど、外見だけとはいえ、あそこまで精密に殷雷刀を打うち直すことに意味があるのかな？

　たまたま、梨乱みたいな一流の技ぎ術じゆつ者が打ち直しにあたって、塁摩みたいな宝ぱお貝ぺいもこの場に居い合あわせたけど、それって偶ぐう然ぜんでしょ？

　真鋼の秘ひ密みつに気がついた普ふ通つうの人間が、拙つたない技術で打ち直しても殷雷は復ふつ活かつ出来るんだよね？」

　振ふり向きもせずに流麗は答えた。

「……判らない。でもあの小細工仙人が仕事量の摩すり替えをしでかしている可能性は高いと思う」

「仕事量の摩り替え？」

「……宝貝としての再さい現げん性せいを、刀としての再現性と摩り替える術を棍に施しているかもしれない。

　誰だれが打ち直しても殷雷刀は復活する。でも、以前の刀と近ければ近いほど、打ち直された殷雷は昔の殷雷に近いものになるような仕し掛かけよ。性せい質しつ、性せい格かく、記き憶おく。それをどれだけ引き継つげるかは、その仕事の質に左右される」

「おぉ。それじゃ、梨乱の仕事は無意味じゃないんだ。よかった」

「……元武器の宝貝になると、話の肝かん心じんな部分を見み逃のがすようになるの？　今の話はただの可能性。誰が打ち直そうが、どれだけ見た目を正確に再現しようが、以前の殷雷とは全く異質な刀の宝貝ができ上がる可能性の方が高い。そりゃ、わずかに特質は残っているでしょうけど、昔の殷雷を知っていて、その変わり具合に耐たえられるかどうか」

　確かに全く別人と化した殷雷を見るのは辛つらい。流麗は続けた。

「刀の打ち直しだと言ってるけど、梨乱がやっているのは刀の成形に他ほかならない。鍛冶職しよく人にんとして、以前見た殷雷刀をどこまで再現できるか」

　心配ではあるが、心配してもはじまらないだろう。今はただ、梨乱の仕事が無事終しゆう了りようして以前の殷雷が蘇よみがえってくれる事を祈いのるしかない。

　座っているだけで、することもなく退たい屈くつであったが、流麗相手に話題を見つけるのはなかなか容よう易いではなかった。沈ちん黙もくが周囲に広がる。静嵐たちと一いつ緒しよに薪割りでもやろうかと考え、恵潤は流麗の横顔を見た。

「あら、綜現を見てるのかと思ったけど、静嵐を見つめてるんだ」

　もとより吞のん気きなおしゃべりを楽しむ趣しゆ味みが流麗にはなく、返事は戻もどらない。

　仕方なく恵潤は一人で喋しやべる。

「むむう。もしかして、ああいう頼たよりなさそうなのが好みなの？」

　綜現も頼りないが、静嵐の頼りなさも引けをとらない。その部分では二人は似にていた。恵潤も軽口のつもりでしかなかった。流麗が綜現一筋なのは彼女も知っていたからだ。

　軽く嚙かみつくかと思ったが、流麗の言葉は静かなものだった。

「……あの人、おかしいわ」

「まあ、ちょっと変わってるけど悪い奴やつじゃないよ」

「……そういう意味じゃない。ほぼ同時期に似たような製せい法ほうで造つくられた四振りの刀。なのにあの人だけ、他の三人と違うんじゃない？」

　流麗と深しん霜そうに面めん識しきがあるかどうか恵潤は知らなかった。今の言葉では知らないのだろう。自分と殷雷と静嵐とを比くらべてみても、彼の異い質しつさは判わかるだろう。

「深霜もちょっと変わってるけど、静嵐以外の三人は、まあ似ていると言ってもいいと思うよ」

　三人には共通して感かん情じよう的な部分で欠けつ陥かんがあると言われているのは事実だった。それは自分とて例外ではない。だが、恵潤はそれほど自分の欠陥を恥はじとしては考えていなかった。

「……あなたたちの設せつ計けい図ずを見たことがある」

　驚おどろくほどの事実でもない。流麗は元々、龍華の宝貝製作の補ほ佐さをしていたのだ。

「ふうん。設計図を見たから、私や静嵐の行動が読めるなんて話じゃないでしょ」

　当然だと流麗は答えた。自分で賽子さいころを作ったとはいえ、その目が予よ測そくできないのと同じ理由だった。

「……そんな話をしているんじゃない。製法はほとんど同じなのに、完成した刀があれなのよ。あの人だけどうして、感情に振り回されて判はん断だんを誤あやまるという欠陥がない？」

「変形機き構こうに問題があるのが欠陥だと、こないだ差し入れを持ってきてくれた時に、豹絶が言っていた」

　だが、数多あまたの残念な部分を差し置いて、そこが何な故ぜ、一番の欠陥として挙げられているか豹絶本人も納得していないようだった。

　流麗は少しばかり口を閉じた。何かを考えている。

　そして口を開く。

「……似たような刀造りも四本目に入って、龍華の仕事に粗あらが出たか」

「えらい言われようだ」

「……もしも、そうじゃないのなら……。恵潤。耳を貸かして」

　何を今さらコソコソ話なのか恵潤には判らなかったが、取り敢あえず耳を貸す。

　流麗が語ったのはそれほど重要な話とは思えなかった。

「へえ。まあ、話の参考として覚えておく。どうしようもない危き機きに陥おちいったら試ためしてみる。でも、それって意味ないんじゃ？」

「……あなたは静嵐を過か大だい評ひよう価かしている」

「そうかな？」

「……えぇ。あの人は、ちょっと論ろん外がいなまでにボンクラよ」

　いつしか、刀を叩く槌つちの音が消えていた。休きゆう憩けいを入れるような時間でもない。

　ついにできたか、と、恵潤が席を立つと同時に集会所の扉とびらが開いた。

　中から塁摩と梨乱の姿すがたが現あらわれる。

　疲ひ労ろうはしているが、梨乱の眼がん光こうは強い。特に凝こっているわけでもないが、一仕事仕上げたという充実感を表す為だけに、塁摩は大きく伸のびをし、ついでに欠伸あくびをした。

　梨乱は言った。

「打ち直しは終わった。ころっと忘わすれてたんだけど、砥とぎはどうしよう？　真鋼を研げるような石は……」

　流麗は立ち上がった。

「……そこまでやらなくても大だい丈じよう夫ぶ。柄つかに嵌はめれば、それで復ふく元げん作業は終了する。刃は宝ぱお貝ぺいとして復活すれば、勝手に付くから」

　村の人も呼よんで来るよと言い残し、静嵐は走り出した。

「さあ、殷雷を復活させるよ！」

　梨乱は胸むねの前で大きく拳こぶしを打ちつけた。







　　　あとがき







『世紀末パソコン』

　先日、特に必要もないパソコンを、衝しよう動どう買いした。うむ、流石さすがにセレブな小説家はやることが違うってなもんだ。今いま時どき、こんな景気のいい話はそうそうないだろう。これからは私を、御お大だい尽じん様さまとでも呼んでくれたまえ。

　値段は一九八〇円だった。一九八〇〇円の書き間ま違ちがいではない、二千円札でおつりがくる価格である。

　先せん鋭えい的てきな漆しつ黒こくのフォルムに内ない蔵ぞうされた、モンスターマシーンの名に恥はじぬいかんともしがたいスペック。レジに持っていって初めて気がつく、値ね札ふだの影に書かれた「ジャンク品につき無む保ほ証しよう、返品不ふ可か」のエンブレムの輝かがやきと、いやがうえにも期き待たいが高まるところであるが、これがまた普通に動きやがりまして、あとがきのネタとしては微び妙みようなことこの上なし。

　詳くわしく調べてみると、このパソコンは一九九九年製の代しろ物ものであった。化か石せきといえば化石パソコンなのだが、別にネットに繫つないだり、メールの受け取りに使う分には充じゆう分ぶん実用に耐える性能だ。と、なるとどうしてこいつが一九八〇円という異い様ような価格で販売されていたのかが逆に気になるってもんですな。

　内ない蔵ぞう時ど計けいが異常に正確だったり、本体の中身を見られないように、強きよう固こな鍵かぎがかけられていたりと、怪あやしい部分が多た々た見受けられるんで、「本当にあった、おっかない話」風のネタふりに使えそうだ。




　貴き様さまの小説は一九八〇円のパソコンで書いているのか！　とか思われると心しん外がいなので、はっきりさせておこう。原稿書きに使っているのは二千円パソコン（二十円ほど、サバをよんでみた）よりも低性能のノートパソコンだったりするのです。




『大だい始し末まつ記始末記』

　なんだかよく判らないうちに、勢いきおいだけでブログなんかをはじめちゃいましたのでございますよ。タイトルは「大始末記」。絶ぜつ賛さん開店休業中なので、暇ひまつぶし程てい度どに探さがしてみるのもよいかもしれません。

　少し前までは、大手の検けん索さくエンジンを使っても探し出せない、秘ひ境きようブログだったのでございますが、最近は普ふ通つうに検索したら普通に見つかるようになっておりますな。「大始末記」「ろくごまるに」「山本アナ」程度のキーワードで探さぐれば、どうにか一いつ発ぱつ発見だ。で、見つかっても開店休業中であります。

　第一、事実上のメインコンテンツが、このブログを書いてるのは本当に、ろくごまるにか、それとも名を騙かたる偽にせ者ものであるか？　なんだから如何いかんともしがたいことこの上なしだ。面白がって、偽者風にしようとしてるわけでもないのに、妙に怪しくなってしまうのは、どうしてなんだいセニョール。

　しかも、ここで書いちゃったから、あのブログは本物確かく定ていで、メインコンテンツが消しよう滅めつしちまったじゃないか。

　いや、もう少しどうにかせねばならぬとは思っちゃいるんだけど、ブログの文章って難むずかしいのでございますよ。

　適てき当とうなネタを見つけ、数十行の適度な長さでまとめ、タイトルを二重かぎかっこで括くくるなんて経験、今までないからねえ。




『猛もう牛ぎゆう軍団』

　吸収合がつ併ぺいされちゃったあの球団が、少しばかり昔に本ほん拠きよ地ちとしていた球場が、近所にある。いや、あった。

　球団消滅後しばらく放ほう置ちされていたが、跡あと地ちに学校を建たてると決まり、取り壊こわしがはじまって、あっというまに更さら地ちになった。

　わしが生まれた時には既すでに建っていた球場であり、見み慣なれた球場が、広大な更地となるというのも感かん慨がい深いものがある。

　てなことは、別にどうでもよい。

　その、だだっ広い更地に、なぜかサッカーのゴールポストが、ぽつんと置いてあるのはどうしてなのか気になって仕方ない。

　わざわざ建築予定地を覗のぞいてるわけでもないのだが、周まわりを歩いてると見えてしまう。

　基き礎そ工事もまだはじまっていない、関係者以外立ち入り禁止の更地に、何な故ぜゴールポストが置かれているのか？




『初はつ詣もうで』

　初詣には凶きよう事じが起きる。

　たぶん、同行者が呪のろわれているのだろう。古いところでは、おみくじの内容が「山さん賊ぞくに注意」とか書かれてた人もおりましたな。

　初詣に行ったはいいが、門もん前ぜん払ばらいを食らって、泣きながら帰った話は以い前ぜんにもしたとおりである。

　ならばなぜ、そこまでして初詣に出かけるのか？　あとがきのネタを期待している部分があったりするのは、内ない緒しよである。

　本年の初詣も、不ふ運うんの巨きよ星せい、凶事のエースなどの通り名を、ほしいままにする、たこやき八はち段だん先生と出発したわけであります。

　たこやき八段先生は、ベビーカステラ六段の称しよう号ごうも持っておられまして、屋や台たいのベビーカステラを見つけると、色いろ々いろと理由をつけて購こう入にゆうなされます。「みやげ用に買う」とか言って手に入れたベビーカステラを、その場でバクバク食らうお姿には、近寄りがたいものがございます。

　ところがなんということでありましょう。今年の初詣は平へい穏おん無ぶ事じに済すんだではありませんか。空からになった、振る舞い酒用の樽たるの中に、ワンカップ大おお関ぜきを追加投入する巫み女こさんを目撃した、程度のサプライズじゃネタになりませんよ。




『次巻、最終巻』

　てなところで、紙数も尽つきた。最終巻でお会いいたしましょう。ではまた。

















口絵・本文イラスト　ひさいちよしき
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